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変更 対象箇所

Qlogic のヘ ッ ダーのロゴ、 Dell のロゴを更新。 すべて
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Server 2016 Nano、 2008 SP2 および x64 （12G 
のみ）、 2008 R2 with SP1、 2012、 2012 R2、

Windows PE 5.0 64 ビ ッ ト 、 Windows PE 10.0 
64 ビ ッ ト ）。

次を含むよ う  RHEL の内容を更新 （7.3、 7.2、

6.8、 6.7、 12G、 13G、 CentOS 7.2、 

SLES 12 SP2、 11 SP4）。

VMware の内容を vSphere ESXi 6.0 U2、6.5 U1 
を含むよ う 更新。

XenServer 7.0 および 6.5 を追加。

UEFI 2.3、 2.3.1、 2.5 を追加。

xviii ページの 「サポー ト されるオペレーテ ィ ング
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「Running the DUP from the Command Line」

（コ マン ド ラ イ ンから  DUP を実行） の ト ピ ッ ク を

削除。

5 ページの 「Windows ド ラ イバのイ ンス ト ール

と設定」

冗長オプシ ョ ンの削除。 12 ページの 「オプシ ョ ン」
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はじめに

概要
このユーザーズガイ ド で扱う製品は、 次のとお り です。

 QLogic QMD8262-k ブレー ド ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド

 QLogic QLE8262 モ ノ リ シ ッ クサーバース タ ン ド ア ッ プカー ド  
 QLogic QME8262-k ブレー ド メザニン カー ド

本書は、 アダプ ターの取り付けおよび設定方法、 アダプ ターのさ まざまな使用方
法および機能の詳細説明などの、 アダプ ターに関する技術情報を提供し ます。

対象となる読者
本書は、 Windows®、 Linux®、 または VMware® 環境の Dell® PowerEdge® 
サーバーに取り付けられたアダプ ターの設定と管理を担当するシステム管理者や
その他の技術ス タ ッ フ メ ンバーを対象と し ています。

ユーザーズガイド目次
QLogic QMD8262-k/QLE8262/QME8262-k ユーザーズガイ ドは次の各項で

構成されています。

 「ハー ド ウ ェ アの取り付け」 では、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの必要

条件、 安全上の注意、 取り付け前チ ェ ッ ク リ ス ト 、 およびアダプ ターの取
り付けについて説明し ます。

 「ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定」 では、 アダプ ターに付属する 3 種類の

ド ラ イバ （NIC、 iSCSI、 および フ ァ イバーチャネル over Ethernet
（FCoE）） の、 Windows、 Linux、 および VMware の各 OS 上でのイ ン

ス ト ールについて説明し ます。

メモ

本書では、 アダプ ターとい う用語が、 これらのいずれかまたはすべての製
品を指し ます。 
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関連資料
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 「アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン」 では、 QConvergeConsole® の使用

方法および、 Windows、 Linux、 および VMware の各 OS に固有のアプ

リ ケーシ ョ ンについて説明し ます。

 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング」 には、 QConvergeConsole などの

ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定方法

や、 Brocade® Series 8000 FCoE スイ ッ チおよび QLogic iSCSI ホス ト

バスアダプ ターを使用し た iSCSI DCBX の設定方法も記載されています。

 「起動設定」 には、 Fast!UTIL、 iSCSI Boot Firmware Table （iBFT）、

DHCP、 および QConvergeConsole を使用し た、 SAN からの起動、

PXE ブー ト の設定、 および iSCSI 起動設定に関する情報が記載されてい

ます。

 「 ト ラ ブルシューテ ィ ング」 は、 NIC、 iSCSI、 FCoE、 および ESX® に固

有のアダプ ター関連の問題を診断するための手順の ト ラ ブルシューテ ィ ン
グフ ローチャー ト を提供し ます。

 「仕様」 では、 物理特性および電力要件を定義し ます。 またサポー ト される

規格、 イ ン タ フ ェース、 および環境仕様について リ ス ト し ます。

 「QConvergeConsole GUI」 では、 QConvergeConsole ウ ェ ブ管理イ ン

タ フ ェ ースの概要について説明し ます。

 「規制情報」 は、 保証、 規制および互換性情報を提供し ます。

関連資料
詳細については、 次のマニュアルを参照し て く だ さい。

 『QConvergeConsole GUI Help System』 （QConvergeConsole GUI ヘ
ルプシステム）。 QConvergeConsole GUI を通じ て使用できます。

QConvergeConsole GUI を使用し たホス ト サーバーおよびアダプ ターの

設定と管理に関するヘルプ ト ピ ッ ク を扱っています。

 『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド）。 QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと

起動方法が記載されています。

 『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI 
ユーザーズガイ ド）。 QConvergeConsole CLI を使用する と きのリ フ ァ レ

ンス情報を提供し ます。



はじめに

関連資料

xv CU0354602-04 M

 『QLogic QConvergeConsole Plug-ins for vSphere User’s Guide』

（vSphere 向け QLogic QConvergeConsole プ ラグイ ンユーザーガイ

ド）。 QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンおよび 
QConvergeConsole VMware vSphere Web Client プ ラグイ ンの使用に

おける参考資料を提供し ます。

                                                                                           

メモ

QLogic のオン ラ イ ンマニュアルにアクセスするには、 www.qlogic.com に
アクセス し て Downloads （ダウンロー ド） を ク リ ッ ク し ます。

http://www.qlogic.com
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機能と特徴
この項では次の情報を提供し ます。

 機能の説明

 機能

 サポー ト されるオペレーテ ィ ングシステム

機能の説明
アダプ ターの機能の説明は、 次のとお り です。 

 QMD8262-k ： ブレー ドサーバー環境用の FCoE および iSCSI の負荷軽

減を実現するネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド です。 

 QLE8262 ： ラ ッ クおよびタワーサーバー環境用の FCoE および iSCSI の
負荷軽減を実現する標準フ ォームフ ァ ク ターアダプ ターです。

 QME8262-k ： ブレー ドサーバー環境用の FCoE および iSCSI の負担軽

減を実現する メザニン カー ド です。 

機能 
これらのアダプ ターには、 次の機能が備わっています。 

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング

 Message Signaled Interrupt （MSI-X） 
 電力と  SAN のデバイス管理 
 マルチブー ト 機能には次が含まれます。 

 PXE
 iSCSI 
 フ ァ イバーチャネル 
 Unified Extensible Firmware Interface （UEFI） 

 PCIe® 2.0 x8 
 CLI および GUI から実行可能なユーザー診断

 イーサーネ ッ ト 機能には次が含まれます。 
 KR （メ タルバッ ク プレーン） の 2x10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト

（GbE） （QLE8262 には適用な し）

 優先度および仮想 LAN （VLAN） タギング 

 最大 9618 バイ ト のジャ ンボフ レーム 

 拡張イーサネ ッ ト 機能には次が含まれます。 
 Priority-based flow control （PFC） 

 Enhanced transmission selection （ETS） 
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 高度なチー ミ ング 

 VLAN の設定と管理 

 ド ラ イバア ッ プグレー ド時のチー ミ ングおよび VLAN 設定の保存 

 高性能ステー ト レスオフ ロー ド機能には次が含まれます。 
 IP、 TCP、 およびユーザーデータグラムプロ ト コル （UDP） チ ェ ッ

クサム 
 Large segment offload （LSO） 
 Large Receive Offload （LRO） 

 ステー ト レスオフ ロー ド機能には次が含まれます。 
 iSCSI オフ ロー ド  
 フ ァ イバーチャネルおよび FCoE 担軽減 

 QConvergeConsole を含む統合ネ ッ ト ワークアダプ ターおよびフ ァ イ

バーチャネルアダプ ターの詳細管理機能 （GUI および CLI） 

 割り込み管理と拡張性機能には次が含まれます。 
 Receive Side Scaling （RSS） 
 割り込み削減機能 
 E_Port のオフ ラ イ ン / オン ラ イ ン中にフ ロー 制御エラーが報告され

ます。 
 ローカル管理されたア ド レス （LAA） 

 MSI、 MSI-X、 NetQueue の拡張された最適化 
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サポートされるオペレーティングシステム
アダプ ターは次の OS をサポー ト し ます。 詳細な最新リ ス ト については、 製品

リ リース ノ ー ト を参照し て く だ さい。

Windows
 Windows Server® 2016 Nano
 Windows Server 2012
 Windows Server 2012 R2
 Windows Server 2008 SP2 および x64 （12G のみ）

 Windows Server 2008 R2 with SP1
 Windows PE 50 64 ビ ッ ト

 Windows PE 10.0 64 ビ ッ ト

Linux
 Red Hat® Enterprise Linux （RHEL®） 7.3
 Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 7.2
 Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.8
 Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.7 12G および 13G
 CentOS® 7.2 以降

 SUSE® Linux Enterprise Server 12 SP2
 SUSE Linux Enterprise Server 11 SP4

VMware
 vSphere®: VMwareESXi 6.0 U2
 vSphere: VMwareESXi 6.5 U1
 vSphere: VMwareESXi 5.1 U3

XenServer™
 XenServer 7.0
 XenServer 6.5
 UEFI 2.3、 2.3.1、 2.5

メモ

アダプ ターでサポー ト される最も新しいバージ ョ ンの OS と ド ラ イバにつ

いては、 リ リース ノ ー ト を参照し て く だ さい。 リ リース ノ ー ト は 
release.txt とい う フ ァ イルで提供されています。 
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1 ハードウェアの取り付け

概要
本項は、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件、 安全上の注意、 取り付け前
チ ェ ッ ク リ ス ト 、 およびアダプ ターの取り付け手順について説明し ます。

ハードウェアおよびソフトウェア要件
アダプ ターを取り付ける前に、 お使いのシステムが次のハー ド ウ ェ アおよびソ フ
ト ウ ェ ア要件を満た し ている こ と を確認し て下さい。

 ハー ド ウ ェ ア

 QMD8262-k または QME8262-k アダプ ターのポー ト およびスロ ッ ト

の割り当てについては、 『Dell PowerEdge M1000e Systems 
Configuration Guide』 （Dell PowerEdge M1000e システム設定ガイ

ド） にあるブレー ド および M1000e シャーシの図を参照し て下さい。 

 QLE8262 アダプ ターポー ト およびスロ ッ ト の割り当てについては、

お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『Hardware Owner’s 
Manual』 （ハー ド ウ ェ アオーナーズマニュアル） の 「Expansion 
Cards」 （拡張カー ド） の項を参照し て下さい。

 ソ フ ト ウ ェ ア ： サポー ト されているオペレーテ ィ ングシステム、 フ ァーム

ウ ェ アバージ ョ ン、 アダプ ター ド ラ イバ、 およびユーテ ィ リ テ ィ について
は、 製品のリ リース ノ ー ト を参照し て下さい。

安全上の注意

! 注意

システムに取り付けられているアダプ ターは死に至る可能性のある高電圧
で稼働し ています。 ご自身の安全を守り、 システムコ ンポーネン ト への損
傷を避けるため、 システムのケースを開ける前に次の注意事項を守って下
さい。
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 手や手首に身につけている金属製品、 貴金属、 宝石等はすべてはずし て下

さい。 

 絶縁されているか非導通性のツールのみを使用し て下さい。

 内部のコ ンポーネン ト に触れる前に、 システムの電源がオフになってお り、

コ ンセン ト から電源ケーブルが抜かれている こ と を確認し て下さい。

 アダプ ターの取り付け、 取り外しは、 静電気の発生し ない環境で行って下

さい。 適切にアース された リ ス ト ス ト ラ ッ プまたは他の個人用静電防止機
器、 および静電マ ッ ト のご使用を強 く お勧めし ます。

取り付け前チェックリスト
1. お使いのシステムのハー ド ウ ェ ア と システムが 1 ページの 「ハー ド ウ ェ ア

およびソ フ ト ウ ェ ア要件」 に リ ス ト されているハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト
ウ ェ アの要件を満た し ている こ と を確認し て下さい。 

2. システムが最新の BIOS を使用し ている こ と を確認し て下さい。

3. アダプ ターを目で見て、 損傷がないかチ ェ ッ ク し ます。 損傷のあるアダプ
ターを取り付ける こ とがないよ う にし て下さい。

アダプターの取り付け
お使いのアダプ ターに対応する手順に従って下さい。

QMD8262-k、QME8262-k
『Dell PowerEdge Modular Systems Hardware Owner’s Manual』 （Dell 
PowerEdge モジュ ラーシステムハー ド ウ ェ アオーナーズマニュアル） にある

「I/O Module Mezzanine Cards」 （I/O モジュールのメザニン カー ド） および

「Guidelines for Installing I/O Modules」 （I/O モジュールのイ ンス ト ールのガ

イ ド ラ イ ン） の項を参照し て下さい。 
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/po
weredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf

メモ

アダプ ターソ フ ト ウ ェ アをデ ィ スクまたは Dell サポー ト ウ ェ ブサイ

ト （http://support.dell.com） で入手し た場合は、 アダプ ター ド ラ イバ

フ ァ イルへのパスを確認し て下さい。

http://support.dell.com
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
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QLE8262
QLE8262 アダプ ターを取り付けるには、 次の手順に従って下さい。

1. コ ンピ ュータおよび接続し ているモニ タ、 プ リ ン タ、 および外部コ ンポー
ネン ト 等のデバイスの電源を切って下さい。 

2. 電源ケーブルを外し ます。 

3. コ ンピ ュータのカバーを取り外し、 空いている PCIe x8 バススロ ッ ト を見

つけます。 

4. スロ ッ ト カバーを引き出し ます （存在する場合）。 

5. アダプ ターの上部を持ち、 適切なスロ ッ ト にし っかり取り付けます。 

6. アダプ ターの固定ブ ラケ ッ ト を付け直し ます。 

7. コ ンピ ュータのカバーを閉じ ます。 

8. イーサネ ッ ト ケーブルをアダプ ターに差し込みます。 

9. 電源ケーブルを差し込み、 コ ンピ ュータの電源を入れます。 

詳細については、 お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『Hardware Owner’s 
Manual』 （ハー ド ウ ェ アオーナーズマニュアル） を参照し て下さい。

ネットワークへの接続
お使いのアダプ ターに対応する手順に従って下さい。

QMD8262-k、QME8262-k
『Dell PowerEdge Modular Systems Hardware Owner’s Manual』 （Dell 
PowerEdge モジュ ラーシステムハー ド ウ ェ アオーナーズマニュアル） にある

「Guidelines for Installing I/O Modules」 （I/O モジュールのイ ンス ト ールのガ

イ ド ラ イ ン） の項を参照し て下さい。 
ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/po
weredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf

QLE8262
お使いの Dell PowerEdge サーバーの 『Hardware Owner’s Manual』 （ハー ド

ウ ェ アオーナーズマニュアル） を参照し て下さい。 

ftp://ftp.dell.com/Manuals/all-products/esuprt_ser_stor_net/esuprt_poweredge/poweredge-m610x_Owner%27s%20Manual_en-us.pdf
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2 ドライバのインストールと

設定

概要

本項では、 アダプ ターに付属する 3 種類のド ラ イバ （NIC、 iSCSI、 FCoE） に

関する次の情報へのリ ン ク を提供し ます。

 Windows ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

 Linux ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

 VMWare ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

                                                                                           

メモ

複数のアダプ ターのフ ラ ッ シュ メ モ リ を同時にア ッ プデー ト する必要があ
る場合 ：

 QConvergeConsole GUI に関し ては、 QConvergeConsole のヘル

プにある ト ピ ッ ク、 「Update the Flash Using the Flash Update 
Wizard」 （Flash Update ウ ィ ザー ド を使用し てフ ラ ッ シュ をア ッ プ

デー ト する） を参照し て く だ さい。

 QConvergeConsole CLI に関し ては、 -flashsupport コ マン ド を

使用し て、 指定し たフ ァ イルでサポー ト されているすべてのカー ドの
フ ラ ッ シュ メ モ リ をア ッ プデー ト し ます （例 ： qaucli -pr nic 
-flashsupport -i ALL -a p3p11179.bin）。

メモ

QConvergeConsole エージ ェ ン ト を使用し た Windows または Linux で
フ ァームウ ェ アを無効にする と （例えばフ ァームウ ェ アのダンプまたは
フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 中に）、 複数のメ ッ セージが生成されます。
これらのメ ッ セージは、 フ ァームウ ェ アが無効にされている間はアプ リ
ケーシ ョ ンがアダプ ターと通信できないために生成されます。 フ ァーム
ウ ェ アを再度有効にする と、 エラーは消えます。
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Windows ドライバのインストールと設定

DUP を GUI で実行する
DUP を GUI で実行するには ：

1. DUP フ ァ イルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

図 2-1 に示す Update Package ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 2-1. Update Package ウィンドウ

メモ

DUP の実際のフ ァ イル名は異なる場合があ り ます。
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2. Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し て続行し ます。

QLogic Super Installer - InstallShield® ウ ィ ザー ドが、 図 2-2 のよ う に表

示されます。

図 2-2. QLogic Super Installer - InstallShield ウィザード



2– ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

Windows ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

7 CU0354602-04 M

3. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。

図 2-3 に示す、 License Agreement （使用許諾契約書） ダイアログボ ッ

クスが表示されます。

図 2-3. 使用許諾契約書ダイアログボックス
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4. I accept the terms of the license agreement ラ イセンス契約条件に

同意し ますを選択し て、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

Setup Type （セ ッ ト ア ッ プ タ イプ） ダイアログボ ッ クスが図 2-4 のよ う

に表示されます。

図 2-4. セットアップタイプダイアログボックス

a. 次のよ う にセ ッ ト ア ッ プ タ イプを選択し ます ：

 Complete （完全） を選択し て、 すべてのプログラム機能を イ

ンス ト ールし ます。  
 Custom （カス タム） を選択し て、 イ ンス ト ールする機能を手

動で選択し ます。

b. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。 

Complete （完全） を選択し た場合は、 直接手順 5 に進みます。 
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c. Custom Setup （カス タムセ ッ ト ア ッ プ） ダイアログボ ッ クスが

図 2-5 のよ う に表示されます。

図 2-5. カスタムセットアップダイアログボックス

d. イ ンス ト ールする機能を選択し ます。 すべての機能がデフ ォル ト で選
択されています。 機能のイ ンス ト ール設定を変更するには、 その横に
あるアイ コ ンを ク リ ッ ク し てから次のいずれかを選択し ます。

 This feature will be installed on the local hard drive
（この機能がローカルハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ール 
されます） — この設定は、 イ ンス ト ール向けに機能を 

マーク付けし ます

 This feature, and all subfeatures, will be installed on the 
local hard drive （この機能とすべてのサブ機能がローカル

ハー ド ド ラ イブにイ ンス ト ールされます） — この設定は、 機能

と そのサブ機能すべてを イ ンス ト ール向けにマーク付けし ます

 This feature will not be available （この機能は使用不可に

な り ます） — この設定では、 機能がイ ンス ト ールされません。

e. Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。
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5. 図 2-6 に示す、 Ready to Install the Program （プログラムのイ ンス ト ー

ル準備完了） ダイアログボ ッ クスが表示されます。

図 2-6. プログラムのインストール準備完了ダイアログボックス
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6. Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し て、 InstallShield ウ ィ ザー ド で 
QLogic Adapter の ド ラ イバと  Management Software Installer を イ ン

ス ト ールし ます。

イ ンス ト ールが完了する と、 図 2-7 に示す InstallShield Wizard 
Completed （InstallShield ウ ィ ザー ド完了） ダイアログボ ッ クスが表示さ

れます。

図 2-7. InstallShield ウィザード完了ダイアログボックス
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7. Finish （終了） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

図 2-8 に示す Update Package ウ ィ ン ド ウが表示されます。

図 2-8. Update Package ウィンドウ

8. OK を ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

オプション

DUP のイ ンス ト ールを カス タ マイズするには、 次のオプシ ョ ンを使用し ます。

ド ラ イバコ ンポーネン ト のみをデ ィ レ ク ト リ に展開する ：

/drivers=<path>

ド ラ イバコ ンポーネン ト のみを イ ンス ト ール / ア ッ プデー ト する ：

/driveronly

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。
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（詳細設定） このコマン ドは、 /passthrough オプシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ に続 く す

べてのテキス ト を DUP の QLogic イ ンス ト ールソ フ ト ウ ェ アに直接送信し ま

す。 このモー ド で GUI は表示されな く な り ますが、 QLogic ソ フ ト ウ ェ アの 
GUI は必ずし も非表示にはな り ません。

/passthrough

（詳細設定） この DUP でサポー ト される機能のコー ド付き説明を戻す ：

/capabilities

例

システムを確認な し でア ッ プデー ト する ：

<DUP_file_name>.exe /s

ア ッ プデー ト コ ンテンツを C:\mydir\ デ ィ レ ク ト リ に展開する ：

<DUP_file_name>.exe /s /e=C:\mydir

ド ラ イバコ ンポーネン ト を C:\mydir\ デ ィ レ ク ト リ に展開する ：

<DUP_file_name>.exe /s /drivers=C:\mydir

ド ラ イバコ ンポーネン ト のみを イ ンス ト ールする ：

<DUP_file_name>.exe /s /driveronly

デフ ォル ト のログの場所を C:\my path with spaces\log.txt に変更する ：

<DUP_file_name>.exe /l="C:\my path with spaces\log.txt"

メモ

このコ マン ド には /s オプシ ョ ンが必要です。
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Linux ドライバのインストールと設定
本項では、 Linux システムに ド ラ イバを イ ンス ト ールするための次の手順につい

て説明し ます。

 イ ンス ト ールの概要

 Linux NIC ド ラ イバのイ ンス ト ール

 Linux iSCSI ド ラ イバのイ ンス ト ール

 Linux FCoE ド ラ イバのイ ンス ト ール

インストールの概要
Linux システムにアダプ ター ド ラ イバを イ ンス ト ールし て設定するには、 パッ

ケージに含まれている ド ラ イバリ リース ノ ー ト 、 Readme、 およびイ ンス ト ー

ル指示を参照し て く だ さい。 

Linux NIC ドライバのインストール
Linux NIC ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 それぞれのド ラ イバのパッ ケー

ジに提供されている指示 （INSTALL.qlcnic） を参照し て く だ さい。
                                                                                           

メモ

Red Hat Package Manager （RPM） を イ ンス ト ールするには、 root 
ユーザーと し て次のコマン ド を発行し ます。

# rpm -Uvh <rpm name>

例 ：
# rpm -Uvh qla2xxx-kmp-default-<driver-version_kernel-
     version>-<release>.x86_64.rpm

RPM をアン イ ンス ト ールするには、 root ユーザーと し て次のコ マン ド を

発行し ます。

# rpm -e <rpm>

例 ：
# rpm -e qla2xxx-kmp-default-<driver-version_kernel-
     version>-<release> 
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Linux iSCSI ドライバのインストール
ド ラ イバのイ ンス ト ールでは、 ド ラ イバソースにある build.sh スク リ プ ト

（extras/build.sh） を多用し ます。 本項では、 次の Linux バージ ョ ン用のイ

ンス ト ール手順を説明し ます。 

 iSCSI アダプ ター ド ラ イバ SLES 11 SP4 の構築

 RHEL 6.5 および SLES 12 用の iSCSI アダプ ター ド ラ イバの構築

 RHEL 6.5 および SLES 11 SP3 用の iSCSI アダプ ター ド ラ イバの構築

iSCSI アダプタードライバ SLES 11 SP4 の構築

アダプタードライバの構築とインストール

1. ド ラ イバパッ ケージフ ァ イル 
qla4xxx-src-x.xx.xx.xx.xx.xx-k.tar.gz が入っているデ ィ レ ク ト

リ で、 次のコ マン ド を発行し ます。

# tar -xzvf qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-kx.tar.gz
# cd qla4xxx-vx-x.xx.xx.xx.xx.xx-kx
# tar -xvzf qla4xxx-src-vxx.xx.xx.xx.xx-ky.tar.gz
# cd qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-kx

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。

# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 
/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla4xxx

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。
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アダプタードライバの手動ロード

1. 次のいずれかの方法で ド ラ イバをロー ド し ます。 

 ローカルビルド デ ィ レ ク ト リから直接 ド ラ イバをロー ド するには、 次

のコ マン ド を発行し ます。 
# insmod 
/lib/modules/2.6.../kernel/drivers/scsi/scsi_transport_is
csi2.ko
# insmod qla4xxx.ko

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla4xxx

2. iqlremote エージ ェ ン ト が以前に稼働し ていた場合、 次のコ マン ド を発行

し てエージ ェ ン ト を再起動し ます （QConvergeConsole GUI がこのホス

ト に再接続できる こ と を確認するため）。 
# service iqlremote start

アダプタードライバのアンロード

既存の inbox ド ラ イバを、 すぐに使える新しい iSCSI ド ラ イバに置き換えるに

は、 既存のド ラ イバをアンロー ド し てから、 新しい ド ラ イバをロー ド し ます。 ド
ラ イバをアンロー ド するには、 そのド ラ イバを使用し ているすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンを停止 し てから、 ド ラ イバをアンロー ド し ます。

1. iqlremote エージ ェ ン ト が稼働中である場合は、 次のコ マン ド を発行し て

エージ ェ ン ト を停止し ます。 
# service iqlremote stop

2. modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発

行し ます。 
# modprobe -r qla4xxx

新しいドライバでの RAM ディスクの再構築

1. /etc/modprobe.conf フ ァ イルを編集し て次のエン ト リ を追加し ます

（このエン ト リが存在し ない場合）。 
alias scsi_hostadapterX qla4xxx

X は SCSI モジュールがロー ド される順序に従います。
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2. RAM デ ィ スク イ メ ージのバッ クア ッ プを作成するには、 次のコマン ド を

発行し ます。 
# cd /boot
# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak

3. 次のコ マン ド を発行し て initrd イ メ ージを再構築し ます。 
# mkinitrd -f initrd-[kernel version].img `uname -r`

4. 新しい initrd イ メ ージ と新ド ラ イバから ブー ト するために再起動し ます。 

RHEL 6.5 および SLES 12 用の iSCSI アダプタードライバの構築

アダプタードライバの構築とインストール

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、
qla4xxx-src-vx.xx.xx.xx.xx.xx-k.tar.gz を含むデ ィ レ ク ト リか

ら次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-cx.tar.gz
# cd qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-cx

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 
 .ko フ ァ イルを該当デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla4xxx/

 SLES 12 の場合 ：

/lib/modules/2.6.../updates

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる

場合があ り ます。



2– ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

Linux ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

18 CU0354602-04 M

アダプタードライバの手動ロード

1. 次のいずれかの方法で ド ラ イバをロー ド し ます。 

 ローカルビルド デ ィ レ ク ト リから直接 ド ラ イバをロー ド するには、 次

のコ マン ド を発行し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# insmod /lib/modules/2.6.../kernel/drivers/scsi/
scsi_transport_iscsi.ko
insmod 
/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla4xxx/qla4xxx.ko

 SLES 12 の場合 ：

# insmod /lib/modules/2.6.../kernel/drivers/scsi/
scsi_transport_iscsi.ko
# insmod /lib/modules/2.6.../updates/qla4xxx.ko

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla4xxx

2. iqlremote エージ ェ ン ト が以前に稼働し ていた場合、 次のコ マン ド を発行

し てエージ ェ ン ト を再起動し ます （QConvergeConsole GUI がこのホス

ト に再接続できる こ と を確認するため）。 
# service iqlremote start

アダプタードライバのアンロード

既存の inbox ド ラ イバを、 すぐに使える新しい iSCSI ド ラ イバに置き換えるに

は、 既存のド ラ イバをアンロー ド し てから、 新しい ド ラ イバをロー ド し ます。 ド
ラ イバをアンロー ド するには、 そのド ラ イバを使用し ているすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンを停止 し てから、 ド ラ イバをアンロー ド し ます。

1. iqlremote エージ ェ ン ト が稼働中である場合は、 次のコ マン ド を発行し て

エージ ェ ン ト を停止し ます。 
# service iqlremote stop

2. modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発

行し ます。 
# modprobe -r qla4xxx
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RAM ディスクの再構築

ド ラ イバを含めるよ う に RAM デ ィ スク を再構築する こ とによ って新しい ド ラ イ

バを自動的にロー ド するには、 次の手順を行います。

1. RAM デ ィ スク イ メ ージのバッ クア ッ プを作成するには、 次のコマン ド を

発行し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# cd /boot
# cp initramfs-[kernel version].img initramfs-[kernel 
version].img.bak

 SLES 12 の場合 ：

# cd /boot
# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak

2. 次のコ マン ド を発行し て新しい ド ラ イバを含んだ initrd イ メ ージを再構築

し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# mkinitrd -f /boot/initramfs-[kernel version].img 'uname 
-r' 

 SLES 12 の場合 ：

# mkinitrd 

3. 新ド ラ イバを含む新しい initrd イ メ ージから ブー ト するためにホス ト を再

起動し ます。 

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる

場合があ り ます。

メモ



2– ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

Linux ド ラ イバのイ ンス ト ールと設定

20 CU0354602-04 M

RHEL 6.5 および SLES 11 SP3 用の iSCSI アダプタードライバの構築

アダプタードライバの構築とインストール

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、
qla4xxx-src-vx.xx.xx.xx.xx.xx-k.tar.gz を含むデ ィ レ ク ト リか

ら次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-cx.tar.gz
# cd qla4xxx-vx.xx.xx.xx.xx.xx-cx

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla4xxx/

 SLES 11  SP3 の場合 ：

/lib/modules/2.6.../updates

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。

アダプタードライバの手動ロード

1. 次のいずれかの方法で ド ラ イバをロー ド し ます。 

 ローカルビルド デ ィ レ ク ト リから直接 ド ラ イバをロー ド するには、 次

のコ マン ド を発行し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# insmod /lib/modules/2.6.../kernel/drivers/scsi/
scsi_transport_iscsi.ko
insmod 
/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla4xxx/qla4xxx.ko
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 SLES 11  SP3 の場合 ：

# insmod /lib/modules/2.6.../kernel/drivers/scsi/
scsi_transport_iscsi.ko
# insmod /lib/modules/2.6.../updates/qla4xxx.ko

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla4xxx

2. iqlremote エージ ェ ン ト が以前に稼働し ていた場合、 次のコ マン ド を発行

し てエージ ェ ン ト を再起動し ます （QConvergeConsole GUI がこのホス

ト に再接続できる こ と を確認するため）。 
# service iqlremote start

アダプタードライバのアンロード

既存の inbox ド ラ イバを、 すぐに使える新しい iSCSI ド ラ イバに置き換えるに

は、 既存のド ラ イバをアンロー ド し てから、 新しい ド ラ イバをロー ド し ます。 ド
ラ イバをアンロー ド するには、 そのド ラ イバを使用し ているすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンを停止 し てから、 ド ラ イバをアンロー ド し ます。

1. iqlremote エージ ェ ン ト が稼働中である場合は、 次のコ マン ド を発行し て

エージ ェ ン ト を停止し ます。 
# service iqlremote stop

2. modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発

行し ます。 
# modprobe -r qla4xxx

RAM ディスクの再構築

ド ラ イバを含めるよ う に RAM デ ィ スク を再構築する こ とによ って新しい ド ラ イ

バを自動的にロー ド するには、 次の手順を行います。

1. RAM デ ィ スク イ メ ージのバッ クア ッ プを作成するには、 次のコマン ド を

発行し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# cd /boot
# cp initramfs-[kernel version].img initramfs-[kernel 
version].img.bak
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 SLES 11  SP3 の場合 ：

# cd /boot
# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak

2. 次のコ マン ド を発行し て新しい ド ラ イバを含んだ initrd イ メ ージを再構築

し ます。 

 RHEL 6.5 の場合 ：

# mkinitrd -f /boot/initramfs-[kernel version].img 'uname 
-r' 

 SLES 11  SP3 の場合 ：

# mkinitrd 

3. 新ド ラ イバを含む新しい initrd イ メ ージから ブー ト するためにホス ト を再

起動し ます。 

Linux FCoE ドライバのインストール
本項では、 次のオペレーテ ィ ングシステム用の Linux FCoE ド ラ イバを イ ンス

ト ールする手順を説明し ます。

 RHEL 6.5 Linux ド ラ イバの構築

 SLES 11 SP4 Linux 用のド ラ イバの構築

 SLES 12 Linux 用のド ラ イバの構築

 SLES 11 SP3 Linux のド ラ イバの構築

RHEL 6.5 Linux ドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、 qla2xxx-src-x.xx.xx.xx.xx.xx-k.gz を
含むデ ィ レ ク ト リから次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla2xxx-src-x.xx.xx.xx.xx.xx-k.tar.gz
# cd qla2xxx-src-x.xx.xx.xx.xx.xx-k

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる

場合があ り ます。
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2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当する 
/lib/modules/2.6.../extra/qlgc-qla2xxx デ ィ レ ク ト リ にコ

ピーし ます。 

3. 次のコ マン ド を発行し て Linux のド ラ イバを手動ロー ド し ます。 
# modprobe -v qla2xxx

ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

# modprobe -r qla2xxx

4. システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ イバを
含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

a. 次のコ マン ド を発行し て RAMDISK イ メ ージのバッ クア ッ プを作成

し ます。 
# cd /boot
# cp initramfs-[kernel version].img initramfs-[kernel 
version].img.bak

b. 次のコ マン ド を発行し て、 新しい RAMDISK を作成し ます。 
# dracut -f

c. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

SLES 11 SP4  Linux 用のドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、
qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.xx.x-k4.tar.gz を含むデ ィ レ ク ト リか

ら次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.xx.x-k4.tar.gz
# cd qla2xxx-x.xx.xx.xx.xx.x-k4

x.xx.xx.xx.xx.x の部分が、 該当するバージ ョ ン番号です。
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2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当する /lib/modules/2.6.../updates デ ィ レ

ク ト リ にコ ピーし ます。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。 

3. Linux の ド ラ イバを手動ロー ド し ます。 

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン

ド を発行し ます。 
# modprobe -r qla2xxx

4. システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ イバを
含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

a. /etc/sysconfig/kernel フ ァ イルを編集し て 
INITRD_MODULES デ ィ レ ク テ ィ ブに変更を加え、 ス ト リ ングに 
qla2xxx を追加し ます。 次に例を示し ます。 
INITRD_MODULES=".... qla2xxx"

qla2xxx の部分がデ ィ レ ク テ ィ ブに追加されます。

b. 次のコ マン ド を発行し て RAMDISK イ メ ージのバッ クア ッ プを作成

し ます。

# cd /boot
# cp initrd-[kernel version] initrd-[kernel version].bak
# mkinitrd

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異

なる場合があ り ます。
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c. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

SLES 12 Linux 用のドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、 qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz を
含むデ ィ レ ク ト リ で、 次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz
# cd qla2xxx-x.xx.xx.xx.xx.xx-k

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当する /lib/modules/3.x.../updates デ ィ レ

ク ト リ にコ ピーし ます。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。 

3. Linux の ド ラ イバを手動ロー ド し ます。 

 /etc/modprobe.d/unsupported_modules フ ァ イルを編集し て、

次の変更を行います。 
allow_unsupported_modules 1 （0 を 1 に変更） 

 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン

ド を発行し ます。

# modprobe -r qla2xxx
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4. システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ イバを
含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

次のコ マン ド を発行し て現行の RAMDISK のコ ピーを作成し ます。 
# cd /boot
# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak
# mkinitrd

5. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 

SLES 11 SP3 Linux のドライバの構築

1. ソース ド ラ イバフ ァ イル、 qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz を
含むデ ィ レ ク ト リ で、 次のコマン ド を発行し ます。 
# tar -xzvf qla2xxx-src-vx.xx.xx.xx.11.x-k.tgz
# cd qla2xxx-x.xx.xx.xx.xx.xx-k4

こ こ で、 x.xx.xx.xx.xx.xx は該当するバージ ョ ン番号です。

2. 次のよ う に入力し て build.sh スク リ プ ト を実行し、 ソースコー ドから ド

ラ イバモジュールを構築し てイ ンス ト ールし ます。 
# ./extras/build.sh install

build.sh スク リ プ ト によ って行われる処理は次のとお り です。

 ド ラ イバの .ko フ ァ イルを構築し ます。 

 .ko フ ァ イルを該当する /lib/modules/3.x.../updates デ ィ レ

ク ト リ にコ ピーし ます。 

 適切なデ ィ レ ク テ ィ ブを modprobe.conf フ ァ イルに追加し ます

（該当する場合）。 

3. Linux の ド ラ イバを手動ロー ド し ます。 

 /etc/modprobe.d/unsupported_modules フ ァ イルを編集し て、

次の変更を行います。 
allow_unsupported_modules 1 （0 を 1 に変更） 

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる

場合があ り ます。
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 modprobe を使用し て ド ラ イバをロー ド するには、 次のコ マン ド を

発行し ます。 
# modprobe -v qla2xxx

 modprobe を使用し て ド ラ イバをアンロー ド するには、 次のコ マン

ド を発行し ます。

# modprobe -r qla2xxx

4. システムが起動するたびに ド ラ イバを自動でロー ド するには、 ド ラ イバを
含めるよ う  RAM デ ィ スク を次のよ う に再構築し ます。 

次のコ マン ド を発行し て現行の RAMDISK のコ ピーを作成し ます。 
# cd /boot
# cp initrd-[kernel version].img initrd-[kernel 
version].img.bak
# mkinitrd

5. ド ラ イバをロー ド するには、 ホス ト を再起動し ます。 
                                                                                           

メモ

サーバーハー ド ウ ェ アによ っては、 RAMDISK フ ァ イル名が異なる

場合があ り ます。
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VMWare ドライバのインストールと設定
本項では、 VMware システムシステムに ド ラ イバを イ ンス ト ールするための次

の手順について説明し ます。

 イ ンス ト ールの概要

 ESXi 5.x NIC ド ラ イバのイ ンス ト ール

 ESXi 5.x iSCSI ド ラ イバのイ ンス ト ール

 ESXi 5.x FCoE ド ラ イバのイ ンス ト ール

 イーサネ ッ ト ド ラ イバ経由での ESXi 6.x フ ァ イバーチャネルのイ ンス

ト ール

 ESXi 6.x iSCSI ド ラ イバのイ ンス ト ール

 QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンの イ ンス ト ー

ル

 vSphere Web Client プ ラグイ ンのイ ンス ト ール

インストールの概要
VMware システムにおけるアダプ ター ド ラ イバのイ ンス ト ールおよび設定手順

については、 パッ ケージに同梱されている ド ラ イバのリ リース ノ ー ト および 
readme フ ァ イルを参照し て く だ さい。

ESXi 5.x NIC ドライバのインストール
オペレーテ ィ ングシステムがド ラ イバのイ ンス ト ールプロセスを管理し、 コ ン ト
ロールし ます。 ESXi 5.x ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 本項の手順に従い

ます。 

本項では以下の手順を説明し ます。 

 esxcli を使用し た既存 ESXi イ ンス ト ールの既存 ド ラ イバのア ッ プデー

ト 、 または新しい ド ラ イバのイ ンス ト ール （ESXi 5.x のみ）

メモ

本項では、 ド ラ イバを イ ンス ト ールおよびア ッ プデー ト するための最も一
般的な方法について説明し ます。 その他のイ ンス ト ール手順については、
次のリ ン ク を参照し て く だ さい。

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&c
md=displayKC&externalId=2005205

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
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 イ ンス ト ールし た ド ラ イバのバージ ョ ンの確認 （ESXi 5.x のみ）

その他のイ ンス ト ール手順の詳細については、 オペレーテ ィ ングシステムのマ
ニュアルおよび ド ラ イバの Readme フ ァ イルを参照し て く だ さい。

esxcli を使用した既存 ESXi インストールの既存ドライバのアップデート、または新
しいドライバのインストール（ESXi 5.x のみ）

ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を使用する手順は次のとお り です。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の手順で、 ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を イ ンス ト ールし 

ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ドルを解凍し ます。

/install : unzip <offline-bundle>

c. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install –d /install/offline-bundle.zip

ドライバ VIB を使用するには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イバ VIB
（net-<offline-bundle>-<driver-version>.0.0.<esx-build>.
x86_64.vib） を この ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install -v /install/<driver-vib>

インストールしたドライバのバージョンの確認（ESXi 5.x のみ）

以下のコマン ド を実行し て、 システムにイ ンス ト ールされているパッ ケージを確
認し ます。

esxcli software vib list | grep -i driver version

ド ラ イババージ ョ ンは VIB バージ ョ ンに埋め込まれています。
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例えば、 出力内容は、 次のよ う にな り ます。 
esxcli software vib list | grep qlc
net-qlcnic               5.1.132-1OEM.500.0.0.472560         VMware  
VMwareCertified   2012-12-19

ESXi 5.x iSCSI ドライバのインストール
オペレーテ ィ ングシステムがド ラ イバのイ ンス ト ールプロセスを管理し、 コ ン ト
ロールし ます。 ESXi 5.x ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 本項の手順に従い

ます。 

本項では以下の手順を説明し ます。 

 esxcli を使用し た既存 ESXi イ ンス ト ールの既存 ド ラ イバのア ッ プデー

ト 、 または新しい ド ラ イバのイ ンス ト ール （ESXi 5.x のみ）

 イ ンス ト ールし た ド ラ イバのバージ ョ ンの確認 （ESXi 5.x のみ）

その他のイ ンス ト ール手順の詳細については、 オペレーテ ィ ングシステムのマ
ニュアルおよび ド ラ イバの Readme フ ァ イルを参照し て く だ さい。

esxcli を使用した既存 ESXi インストールの既存ドライバのアップデート、または新
しいドライバのインストール（ESXi 5.x のみ）

ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を使用する手順は次のとお り です。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の手順で、 ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>） を イ ンス ト ールし 

ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ドルを解凍し ます。

/install : unzip <offline-bundle>

メモ

本項では、 ド ラ イバを イ ンス ト ールおよびア ッ プデー ト するための最も一
般的な方法について説明し ます。 その他のイ ンス ト ール手順については、
次のリ ン ク を参照し て く だ さい。

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&c
md=displayKC&externalId=2005205

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
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c. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install –d /install/offline-bundle.zip

ドライバ VIB を使用するには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イバ VIB
（scsi-<offline-bundle>-<driver-version>.0.0.<esx-build>
.x86_64.vib） を この ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install -v /install/<driver-vib>

インストールしたドライバのバージョンの確認（ESXi 5.x のみ）

以下のコマン ド を実行し て、 システムにイ ンス ト ールされているパッ ケージを確
認し ます。

esxcli software vib list | grep -i driver version

ド ラ イババージ ョ ンは VIB バージ ョ ンに埋め込まれています。

例えば、 出力内容は、 次のよ う にな り ます。 
# esxcli software vib list | grep qla4xxx
scsi_qla4xxx .01.03.2-6vmw.550.0.0.1014658 VMware VMwareCertified 
2013-02-2

ESXi 5.x FCoE ドライバのインストール
オペレーテ ィ ングシステムがド ラ イバのイ ンス ト ールプロセスを管理し、 コ ン ト
ロールし ます。 ESXi 5.x ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 本項の手順に従い

ます。 

メモ

本項では、 ド ラ イバを イ ンス ト ールおよびア ッ プデー ト するための最も一
般的な方法について説明し ます。 その他のイ ンス ト ール手順については、
次のリ ン ク を参照し て く だ さい。

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&c
md=displayKC&externalId=2005205

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2005205
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本項では以下の手順を説明し ます。 

 esxcli を使用し た既存 ESXi イ ンス ト ールの既存 ド ラ イバのア ッ プデー

ト 、 または新しい ド ラ イバのイ ンス ト ール （ESXi 5.x のみ）

 イ ンス ト ールし た ド ラ イバのバージ ョ ンの確認 （ESXi 5.x のみ）

その他のイ ンス ト ール手順の詳細については、 オペレーテ ィ ングシステムのマ
ニュアルおよび ド ラ イバの Readme フ ァ イルを参照し て く だ さい。

esxcli を使用した既存 ESXi インストールの既存ドライバのアップデート、または新
しいドライバのインストール（ESXi 5.x のみ）

ドライババンドル（<offline-bundle>.zip）を使用する手順は次のとおり 

です。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を ESXi ホス ト にコ ピー

し ます。

2. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を使用し てイ ンス ト ール

し ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
$ mkdir /install
$ mv <offline-bundle>.zip /install
$ cd install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ドルを解凍し ます。

$ unzip <offline-bundle>.zip

c. 次のコ マン ドのひとつを実行し ます。

ESX 5.0/5.1 の場合 ：

esxcli software vib install -n scsi-qla2xxx -d 
/install/offline-bundle.zip

ESX 5.5 の場合 ：

esxcli software vib install -n qlnativefc -d 
/install/offline-bundle.zip
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ドライバ VIB を使用するには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イバ VIB （ESX 5.0/5.1 向け ：

scsi-qla2xxx-<driver-version>.0.0.<esx-build>.x86_64.vi
b、 ESX 5.5 向け ：

qlnativefc-<driver-version>.0.0.<esx-build>.x86_64.vib）

を この ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 次のコ マン ド を実行し ます。 
$ esxcli software vib install -v <driver-vib-file>

例 ：

esxcli software vib install -v 
/vmfs/volumes/datastore1/scsi-qla2xxx-934.5.10.0-1OEM.500
.0.0.472560.x86_64.vib

インストールしたドライバのバージョンの確認（ESXi 5.x のみ）

以下のコマン ド を実行し て、 システムにイ ンス ト ールされているパッ ケージを確
認し ます。

esxcli software vib list | grep -i <driver-version / driver name>

ド ラ イババージ ョ ンは VIB バージ ョ ンに埋め込まれています。

例えば、 出力内容は次のよ う にな り ます。 
# esxcli software vib list | grep qla2xxx
scsi-qla2xxx             911.k1.1-16vmw.500.0.0.406165       VMware                   
VMwareCertified     2011-09-21

イーサネットドライバ経由での ESXi 6.x ファイバーチャネルの
インストール

esxcli を使用した既存 ESXi  の既存ドライバのアップデートまたは新規ドライバのイ
ンストール（ESXi 6.x のみ）

ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を使用する手順は次のとお り 

です。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を ESXi ホス ト にコ ピー

し ます。
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2. 次の手順で、 ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を イ ンス

ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
$ mkdir /install $ mv <offline-bundle>.zip /install $ cd 
install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ドルを解凍し ます。

$ unzip <offline-bundle>.zip

c. 次のコ マン ドのひとつを実行し ます。

ESX 6.x 向け ：

esxcli software vib install -n qlnativefc -d /install

ドライバ VIB を使用する手順は次のとおりです。

1. ド ラ イバ VIB （ESX 6.0 向け ：

qlnativefc-<driver-version>.0.0.<esx-build>.x86_64.vib?
を この ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install -v <driver-vib-file>

例えば出力内容は、 次のよ う にな り ます。

esxcli software vib install -v 
/vmfs/volumes/datastore1/qlnativefc-2.1.23.0-1OEM.600.0.0
.2159203.x86_64.vib

ESXi 6.x iSCSI ドライバのインストール

esxcli を使用した既存 ESXi  の既存ドライバのアップデートまたは新規ドライバのイ
ンストール（ESXi 6.x のみ）

ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を使用する手順は次のとお り 

です。

1. ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を ESXi ホス ト にコ ピー

し ます。
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2. 次の手順で、 ド ラ イババン ドル （<offline-bundle>.zip） を イ ンス

ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
$ mkdir /install $ mv <offline-bundle>.zip /install $ cd 
install

b. 一時デ ィ レ ク ト リ に ド ラ イババン ドルを解凍し ます。

$ unzip <offline-bundle>.zip

c. 次のコ マン ドのひとつを実行し ます。

ESX 6.x 向け ：

esxcli software vib install -n scsi-qla4xxx -d /install

ドライバ VIB を使用するには、次の手順を実行します。

1. ド ラ イバ VIB （ESX 6.0 向け ：

scsi-qla4xxx_-<driver-version>.<esx-build>.vib? を この 
ESXi ホス ト にコ ピーし ます。

2. 次の esxcli コ マン ド を使用し て、 ド ラ イバ VIB を イ ンス ト ールし ます。

a. 次のコ マン ド を入力し て一時デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 
mkdir /install; cd /install

b. 次のコ マン ド を実行し ます。 
esxcli software vib install -v <driver-vib-file>

例えば、 出力内容は次のよ う にな り ます。

esxcli software vib install -v 
/vmfs/volumes/datastore1/scsi-qla4xxx_644.6.04.0-1OEM.600.0.
0.2159203.vib

QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインの 
インストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンを使用するには、 次

のソ フ ト ウ ェ アを説明されている順序でイ ンス ト ールし ます。

1. QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ン — vCenter 
Server 上
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2. QLogic Adapter CIM Provider — ESX/ESXi サーバー上

次の ト ピ ッ クでは、 必要なソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールおよびアン イ ンス ト ール
方法を説明し ます。

 イ ンス ト ールパッ ケージの内容

 QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ン イ ンス ト ール

 手動イ ンス ト ールし たプ ラグイ ンの登録解除

 プ ラグイ ンを有効、 無効にする

 QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンのアン イ ンス

ト ール
 QLogic Adapter CIM Provider のイ ンス ト ール

 QLogic Adapter CIM Provider のアン イ ンス ト ール

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールについての情報は、 37 ページの

「QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ン イ ンス ト ール」 を

参照し て く だ さい。

インストールパッケージの内容

QLogic Adapter CIM Provider および QConvergeConsole VMware vCenter 
Server Plug-in パッ ケージの最新バージ ョ ンには、 Plug-in と  CIM Provider の
両方のイ ンス ト ールに必要なフ ァ イルが含まれています。 フ ァ イルは次のとお り
です （x_x_x はバージ ョ ン番号）。

 QLogic_Adapter_VI_Plugin_x_x_x.exe
このフ ァ イルが QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ

ンのイ ンス ト ールパッ ケージです。

 qlogic_adapter_provider_vmware_esx50x-x.x.x

このフ ァ イルには ESXi 5.0.x/5.1.x 用の QLogic アダプ ター CIM プロバ

イダイ ンス ト ールパッ ケージが含まれてお り、 x.x.x は CIM プロバイダの

バージ ョ ンです。

 qlogic_adapter_provider_vmware_esx55_60-x.x.x
このフ ァ イルには ESXi 5.5 用の QLogic アダプ ター CIM プロバイダイ ン

ス ト ールパッ ケージが含まれてお り、 x.x.x は CIM プロバイダのバージ ョ

ンです。

 readme.txt
このフ ァ イルは、 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの要件、 OS サポー ト 、

サポー ト されている機能、 イ ンス ト ールおよび削除の手順、 既知の問題お
よび回避策、 およびサポー ト の問い合わせ先情報を掲載し た、 Readme 文
書です。
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 release_notes.txt
このフ ァ イルには、 変更、 修正、 既知の問題および、 リ リースの詳細を記
載し た リ リース ノ ー ト が含まれています。

QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンのイ ンス ト ールにつ

いての詳細は、 37 ページの 「QConvergeConsole VMware vCenter Server 
プ ラグイ ン イ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。 

CIM Provider のイ ンス ト ールの詳細については、 45 ページの 「QLogic 
Adapter CIM Provider のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインインストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインをインストール

するには、次の手順を実行します。

1. QLogic_Adapter_VI_Plugin_x_x_x.exe フ ァ イルをダウンロー ド し

ます （x_x_x はバージ ョ ン番号）。 

2. .exe フ ァ イルをダブルク リ ッ クするか、 .exe フ ァ イルの名前を Run
（実行） ウ ィ ン ド ウに入力するか、 Browse （参照） を ク リ ッ ク し て 
.exe フ ァ イルを選択し て、 イ ンス ト ールを実行し ます。

3. 図 2-9 に示す InstallAnywhere ウ ィ ザー ドが開きます。

図 2-9. InstallAnywhere 初期ウィンドウ
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4. 図 2-10 に示す、 プ ラグイ ンの登録ウ ィ ザー ドが開きます。 [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し ます。

 
図 2-10. QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグイン登録ウィザード
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5. ウ ィ ザー ド でプ ラグイ ンが登録されるまで待ちます （図 2-11 を参照）。

 
図 2-11. QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインの設定

6. イ ンス ト ール先のデ ィ レ ク ト リ を選択し て Install （イ ンス ト ール） を ク

リ ッ ク し ます （図 2-12 を参照）。

 
図 2-12. インストール先のディレクトリの選択
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7. ウ ィ ザー ド でイ ンス ト ールが実行されるのを待ちます （図 2-13 を参照）。

 
図 2-13. プラグインのインストール

8. 要求された情報を入力し て、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます （図 2-14 を
参照）。

 
図 2-14. ユーザー入力画面
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9. ウ ィ ザー ド でプ ラグイ ンの設定が終了するまで待ちます （図 2-15 を参照）。

 
図 2-15. QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインの設定

10. 登録が完了する と図 2-16 が表示されます。 Finish （終了） を ク リ ッ ク し

て終了し ます。

 
図 2-16. 登録の成功
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11. イ ンス ト ールが完了し たら、 TomcatTM サービスを次のとお り再起動し ます。

 VMware vCenter Server にプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている場

合、 VMware Virtual Center Management Web サービスを再起動

し ます。 

 vCenter Server 以外のサーバーにプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされて

いる場合、 Apache TomcatTM サービスを再起動し ます。

手動インストールしたプラグインの登録解除

QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンの手動イ ンス ト ール

を実行し た場合、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ールウ ィ ザー ド を実行する前に手動アン
イ ンス ト ールを実行する必要があ り ます。

VMware はプ ラグイ ン登録 （および登録解除） のための 2 種類のスク リ プ ト を

を提供し ています。

 PowerShell スク リ プ ト 用 ：

http://communities.VMware.com/docs/DOC-4521
 Perl 用 ： http://communities.VMware.com/docs/DOC-4530

スク リ プ ト を使用する前に、 VMware から該当の VI SDK をダウンロー ド する

必要があ り ます。

 Perl VMware Infrastructure （VI） ソ フ ト ウ ェ ア開発キ ッ ト （SDK） の場

合、 vSphere SDK for Perl をダウンロー ド し ます。 

http://www.vmware.com/support/developer/viperltoolkit/

 PowerShell の場合、 vSphere PowerCLI をダンロー ド し ます。

http://communities.vmware.com/community/vmtn/vsphere/automatio
ntools/powercli

SDK をダウンロー ド し てイ ンス ト ールし、 スク リ プ ト を登録し た後、 VMware 
の手順に従ってプ ラグイ ンの登録を解除し ます。

た と えば、 Perl の unregister コ マン ドは以下のとお り です。

perl registerPlugin.pl --server="127.0.0.1" 
-username="administrator" --password="password" 
--key="com.qlogic.QLogicAdapterVIPlugIn" --action="remove"

administrator と  password を、 vCenter Server のログイ ン用のユーザー

名とパスワー ド に置き換えて く だ さい。
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プラグインを有効、無効にする

QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ンを有効化または無効

化するには、 次の手順を実行し ます。

1. vSphere Client ウ ィ ン ド ウで、 Plug-ins （プ ラグイ ン） を ク リ ッ ク し て 
Manage Plug-ins （プ ラグイ ンの管理） を ク リ ッ ク し ます。

図 2-17 に示す、 Plug-in Manager （プ ラグイ ンマネージャ） ウ ィ ン ド ウ

が表示されます。

図 2-17. vSphere クライアントでのプラグインの管理

2. ウ ィ ン ド ウの Installed Plug-ins （イ ンス ト ール済みプラグイ ン） セクシ ョ

ンで、 QConvergeConsole vCenter Server プラグイ ンを確認し ます。

図 2-18 に示すよ う に、 プ ラグイ ンのステータ ス （Enabled （有効） また

は Disabled （無効）） が、 Status （ステータ ス） 列に表示されます。

メモ

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールが正常に完了し ている場合、 プ ラグイ ンを有効
にする必要はあ り ません。 プ ラグイ ンはイ ンス ト ール中に自動で有効にな
り ます。 ただ し、 次の手順で、 プ ラグイ ンが有効になっているかど うかを
確認する こ とはできます。
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図 2-18. Plug-in Manager 内の QConvergeConsole vCenter Server
3. QConvergeConsole プ ラグイ ンを有効または無効にし たい場合、図 2-19 

に示すよ う に、 プ ラグイ ンで右ク リ ッ ク し て Enabled （有効） または 
Disabled （無効） を選択し ます （ステータ スは有効と無効で切り替わり

ます）。

4. Close （閉じ る） を ク リ ッ ク し て Plug-in Manager （プ ラグイ ンマネー

ジャ） ウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

図 2-19. QConvergeConsole vCenter Server プラグインのステータスの切り替え
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QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインのアンインストール

QConvergeConsole VMware vCenter Server プラグインを削除するには、次の

手順を実行します。

1. Windows のコ ン ト ロールパネルで プログラムの追加と削除 を選択し ます。

（Windows Server 2008 以降のみ ： プログラムと機能 を選択し ます。）

2. プログラムの追加と削除 ダイアログボ ッ クスで QConvergeConsole 
VMware vCenter Server プ ラグイ ンを選択し て 変更と削除 を ク リ ッ ク し

ます。

3. QConvergeConsole VMware vCenter Server プ ラグイ ン イ ンス ト ーラ

の指示に従って、 プ ラグイ ンを削除し ます。

QLogic Adapter CIM Provider のインストール

本項では、 VMware ESX および ESXi 用の QLogic Adapter CIM Provider の
イ ンス ト ール、 起動、 および削除方法について説明し ます。 複数の zip パッ ケー

ジがあるため、 お使いの環境 （ESXi 5.0、 および ESXi 5.1） に適し た zip パッ

ケージを選択するよ う にし て く だ さい。

初回インストール方法

CIM Provider を初めてイ ンス ト ールする場合は、 次の方法で行います。

 Online

46 ページの 「ESXi 5.x ホス ト での CIM Provider のイ ンス ト ール」 また

は 46 ページの 「ESXi 5.5 ホス ト への CIM プロバイダのイ ンス ト ール」

を参照し て く だ さい。

 オフ ラ イ ン

46 ページの 「VMware Update Manager を使用し た既存の ESX/ESXi 
のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

 リ モー ト

47 ページの 「ESX/ESXi ホス ト への CIM Provider のリ モー ト イ ンス

ト ール」 を参照し て く だ さい。

メモ

VMware ESX 向け QLogic Adapter CIM Provider は VIB フ ァ イルと し

て生成されています。 VIB には VMware ESX/ESXi にプロバイダを イ ン

ス ト ールするために必要な、 フ ァ イルとバイナ リの完全なセ ッ ト が含まれ
ています。 offline-bundle.zip フ ァ イルには、 VMware ESX/ESXi 
にプロバイダを イ ンス ト ールするための VIB および必要な メ タデータが含

まれています。
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ESXi 5.x ホストでの CIM Provider のインストール

1. provider-adapter.vib フ ァ イルを ESXi 5.x システムのルー ト デ ィ レ

ク ト リ （/） にコ ピーし ます。

2. 以下のよ う に esxcli コ マン ド を発行し ます。 
# cd /
# esxcli software acceptance set --level=CommunitySupported
# esxcli software vib install -v file:/provider-adapter.vib 
--maintenance-mode --no-sig-check

3. 必要に応じ てシステムを再起動し ます。

ESXi 5.5 ホストへの CIM プロバイダのインストール

1. qlogic-adapter-provider.zip フ ァ イルを ESXi 5.5 システムのルー

ト デ ィ レ ク ト リ （/） にコ ピーし ます。

2. 以下のよ う に esxcli コ マン ド を発行し ます。 
# cd /
# esxcli software acceptance set --level=CommunitySupported
# esxcli software vib install -d 
file:/qlogic-adapter-provider.zip --maintenance-mode 
--no-sig-check

3. 必要に応じ てシステムを再起動し ます。

VMware Update Manager を使用した既存の ESX/ESXi のインス
トール

既存の ESX/ESXi ホス ト には、 VMware Update Manager を使用し てイ ンス

ト ールされた非同期ド ラ イバがあ り ます。 詳細に関し ては、 『vSphere 
Installation and Setup Guide』 （vSphere イ ンス ト ールおよびセ ッ ト ア ッ プガイ

ド） にある 「Using vSphere ESX/ESXi Image Builder CLI」 （vSphere 
ESX/ESXi Image Builder CLI の使い方） を参照し て く だ さい。

非同期ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、 次の手順を行います。

1. 非同期ド ラ イバの zip フ ァ イルを展開し ます。

2. offline-bundle.zip フ ァ イルを見つけます。

3. vCenter サーバーで Home （ホーム） を選択し、 次に Update Manager 
を選択し ます。

4. Patch Repository （パッ チ リポジ ト リ） タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5. 画面右上の Import Patches （パッ チのイ ンポー ト ） リ ン ク を ク リ ッ ク し

ます。

http://pubs.vmware.com/vsphere-51/index.jsp?topic=%2Fcom.vmware.vsphere.install.doc%2FGUID-7C9A1E23-7FCD-4295-9CB1-C932F2423C63.html
http://pubs.vmware.com/vsphere-51/index.jsp?topic=%2Fcom.vmware.vsphere.install.doc%2FGUID-7C9A1E23-7FCD-4295-9CB1-C932F2423C63.html
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6. Finish （終了） を ク リ ッ ク し ます。

これで非同期ド ラ イバがパッ チ リポジ ト リ に追加されま し た。

7. ベースラ イ ンを作成し て ESX/ESXi ホス ト を修復し ます。 詳細に関し て

は、 http://www.vmware.com/support/pubs/vum_pubs.html にある

『Installing and Administering VMware vSphere Update Manager』
（VMware vSphere ア ッ プデー ト マネージャのイ ンス ト ールおよび管理）

を参照し て く だ さい。

ESX/ESXi ホストへの CIM Provider のリモートインストール

1. vSphere CLI パッ ケージがイ ンス ト ールされているか vMA がホス ト され

ているホス ト 上の任意の場所に、 offline-bundle.zip フ ァ イルを コ

ピーし ます。

2. offline-bundle.zip フ ァ イルの場所に移動し ます。

3. 次のよ う に vihostupdate コマン ド を実行し てオフ ラ イ ンバン ドルを イ

ンス ト ールし ます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --install --bundle 
offline-bundle.zip --nosigcheck

4. 画面上の指示に従い、 イ ンス ト ールを完了し ます。 ESX/ESXi システムの

再起動が必要になる場合があ り ます。

メモ

本手順を実行する前に、 リ モー ト  ESX/ESXi システムがメ ンテナン

スモー ド になっている こ と を確認し て く だ さい。 vSphere Client を
使用し てこれを確認するには、 Inventory （資源管理情報） を選択

し、 Host （ホス ト ） を選択し て、 Enter Maintenance Mode （メ

ンテナンスモー ド に切り替える） を選択し ます。

メモ

vihostupdate コ マン ドの詳細については、 次のリ ン クにある

『vSphere Command-Line Interface Installation and Reference 
Guide』 （vSphere コ マン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェ ースのイ ンス ト ールお

よびリ フ ァ レンスガイ ド） を参照し て く だ さい。

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf
http://www.vmware.com/support/pubs/vum_pubs.html
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後続のアップデートインストール

以前の VIB のイ ンス ト ールの後に QLogic Adapter CIM Provider をア ッ プ

デー ト するには、 48 ページの 「QLogic Adapter CIM Provider のアン イ ンス

ト ール」 の手順に従って既存の VIB を削除し ます。 VIB の削除が完了し た後、

45 ページの 「初回イ ンス ト ール方法」 と同じ手順に従って新しい VIB を イ ンス

ト ールし ます。

QLogic Adapter CIM Provider の起動 
システムの起動後、 ESX システムの Small Footprint CIM Broker （SFCB） 
CIM オブジ ェ ク ト マネージャ （CIMOM） が自動的に起動し、 必要に応じ て 
QLogic Adapter CIM Provider をロー ド し ます。

CIM Provider が自動で起動し ない場合、 次のコ マン ド を使用し て SFCB 
CIMOM を手動で停止、 起動、 または再起動できます。 

SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を停止する ： 
 # /etc/init.d/sfcbd-watchdog stop 

SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を起動する ： 
# /etc/init.d/sfcbd-watchdog start 

SFCB CIMOM と  QLogic Adapter CIM Provider を再起動する ： 
 # /etc/init.d/sfcbd-watchdog restart 

SFCB CIMOM を起動し た後、 QLogic Adapter CIM Provider から情報を クエ

リするには CIM ク ラ イアン ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

QLogic Adapter CIM Provider のアンインストール

お使いのバージ ョ ンの VMware では、 QLogic Adapter CIM Provider をアン イ

ンス ト ールする こ とができます。 リ モー ト ホス ト 経由での QLogic Adapter CIM 
Provider の削除の詳細については、QLogic Adapter CIM Provider and vCenter 
Plug-in for VMware ESX/ESXi Readme フ ァ イルを参照し て く だ さい。

ESXi 5.x ホストからの CIM Provider のアンインストール

1. 次のコ マン ド を入力し て VIB リ ス ト を表示し ます。

# esxcli software vib list

2. 次のコ マン ド を入力し て QLogic Adapter CIM Provider を削除し ます。

# esxcli software vib remove --vibname qlogic-adapter-provider 
--maintenance-mode –f
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リモートホストからの CIM Provider のアンインストール

1. vSphere CLI パッ ケージがイ ンス ト ールされているか vMA がホス ト され

ているホス ト のコ ン ソールで、 既存プロバイダの Bulletin ID を照会し て

見つけます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --query

2. 次のコ マン ド を入力し て、 既存の VIB を削除し ます。

# vihostupdate.pl <conn_options> --remove --bulletin 
<bulletinID>

vSphere Web Client プラグインのインストール
1. イ ンス ト ールに必要な情報をすべて集めます。

 vCenter Server の IP ア ド レス

 vCenter Server 資格情報 （ユーザー名およびパスワー ド）

 QLogic Adapter vSphere Web Client プ ラグイ ンをホス ト する場所

（vCenter Server またはその他のサーバー）

vCenter Server 以外で vSphere Web Client Plug-in をホス ト し て

いる場合、 サーバーがサービス と し て Tomcat を実行し てお り、

Tomcat イ ンス タ ンスの IP ア ド レスが使用可能状態である こ と を確

認し て く だ さい。 また、 Tomcat CATALINA_HOME 環境変数が適切な

デ ィ レ ク ト リ に設定されている こ と を確認し て く だ さい。

メモ

本手順を実行する前に、 ESX/ESXi システムがメ ンテナンスモー ド になっ

ている こ と を確認し て く だ さい。 vSphere Client を使用し てこれを確認す

るには、 Inventory （資源管理情報） を選択し、 Host （ホス ト ） を選択し

て、 Enter Maintenance Mode （メ ンテナンスモー ド に切り替える） を

選択し ます。

メモ

vihostupdate の詳細については、『vSphere Command-Line Interface 
Installation and Reference Guide』 （vSphere コマン ド ラ イ ン イ ン タ

フ ェースイ ンス ト ールおよびリ フ ァ レンスガイ ド） を参照し て く だ さい。

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf

http://www.vmware.com/pdf/vsphere4/r40/vsp_40_vcli.pdf
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2. Tomcat サービスを提供し ているサーバーでイ ンス ト ーラ を実行し ます。

イ ンス ト ーラによ って要求された情報を入力し ます。

 Windows では、 イ ンス ト ーラ をダブルク リ ッ ク し て、 表示された 
GUI の指示に従います。

 Linux の場合 ：

a. ユーザーがルー ト ユーザーである （あるいはルー ト 特権を有し
ている） よ う にし て く だ さい。

b. イ ンス ト ーラ実行可能フ ァ イルがない場合は、 それを作成し ま
す。 システム （32 ビ ッ ト または 64 ビ ッ ト ） 用のイ ンス ト ーラ

を選択し て、 次のコ マン ド を入力し ます ：

chmod +x <installer> 

<installer> はイ ンス ト ーラのフ ァ イル名です。

c. 次のコ マン ド を発行し てイ ンス ト ーラ を実行し ます ：

./<installer>

<installer> はイ ンス ト ーラのフ ァ イル名です。 

d. イ ンス ト ーラによ って提供される指示に従います。

3. Tomcat サービスを再起動し ます。

vSphere Web Client Plug-in が vCenter Server でホス ト されている場

合、 VMware Virtual Center Management Web サービスを再起動する必

要があ り ます。 Windows の場合は、 管理ツール メ ニューに移動し、 サー

ビス を選択し てから、 VMware Virtual Center Management Web サー

ビスを再起動し ます。 vCenter Server Appliance （Linux） で次のコ マン

ド を発行し ます ：

/etc/init.d/vmware-vpxd tomcat-restart

4. vSphere Web Client セ ッ シ ョ ンを再起動し ます。 

前のバージ ョ ンの vSphere Web Client Plug-in をア ッ プデー ト し ている

場合は、 vSphere Web Client サービスを再起動し ます。 Windows の場

合は、 管理ツール メ ニューで サービス を選択し、 VMware vSphere 
Web Client を再起動し ます。 vCenter Server Appliance （Linux） で次

のコ マン ド を発行し ます ：

/etc/init.d/vsphere-client restart
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vSphere Web Client Plug-in のアンインストール

 Windows での vSphere Web Client Plug-in のアン イ ンス ト ールは、

Windows の プログラムのアン イ ンス ト ール コ ン ト ロールパネルを使用し

て開始し ます。 アン イ ンス ト ーラのユーザーイ ン ターフ ェースに従って、
プ ラグイ ンをアン イ ンス ト ールし ます。

 Linux での vSphere Web Client Plug-in のアン イ ンス ト ールは、次のコ マ

ン ド ラ イ ン コ マン ド によ り開始されます ：

/opt/qlogic/QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ 
Plugin/Uninstall_QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ 
Plugin/Uninstall\ QLogic\ Adapter\ Web\ Client\ Plugin

プロンプ ト （ユーザーイ ン ターフ ェースまたはコ ン ソールコ マン ド） に従
い、 ルー ト ユーザーによ ってプ ラグイ ンをアン イ ンス ト ールし ます。 
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3 アダプター管理アプリケー

ション

概要
本章では、 次のアダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ンについて説明し ます。

 QConvergeConsole による一般的な管理

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング —  4 項を参照し て く だ さい。

 Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ン

 Linux 管理アプ リ ケーシ ョ ン

 VMware 管理アプ リ ケーシ ョ ン
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QConvergeConsole による一般的な管理
アダプ ターの管理には、 QConvergeConsole GUI および CLI ユーテ ィ リ テ ィ

を次のよ う に使用し ます。

 QConvergeConsole での NIC ド ラ イバの設定

 QConvergeConsole での iSCSI の設定

 QConvergeConsole での FCoE の設定

QConvergeConsole での NIC ドライバの設定
QConvergeConsole GUI を使用し た NIC ド ラ イバの設定については、

『QConvergeConsole GUI Help System』 （QConvergeConsole GUI ヘルプ

システム） を参照し、 「Managing Ethernet (NIC) Ports」 （イーサネ ッ ト

（NIC） ポー ト の管理） を選択し て く だ さい。

QConvergeConsole CLI を使用し た NIC ド ラ イバの設定については、

『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI ユー

ザーズガイ ド） の 「NIC Interactive Commands」 （NIC 対話式コ マン ド） を参

照し て く だ さい。

QConvergeConsole での iSCSI の設定
QConvergeConsole GUI を使用し た iSCSI の設定については、

『QConvergeConsole GUI Help System』 （QConvergeConsole GUI ヘルプ

システム） を参照し （関連資料ページの 「関連資料」 参照）、 「Managing 
iSCSI Ports」 （iSCSI ポー ト の管理） を選択し て く だ さい。

QConvergeConsole CLI を使用し た iSCSI の設定については、 次の項を参照

し て く だ さい。

 QConvergeConsole での FCoE の設定

 QConvergeConsole での iSCSI イニシエータの設定

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順の全情報は、 QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシステ

ムで説明されています。
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 QConvergeConsole での CHAP 認証の有効化

 その他すべての ト ピ ッ ク ： 『QConvergeConsole CLI User’s Guide』

（QConvergeConsole ユーザーズガイ ド） を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole での FCoE の設定
QConvergeConsole GUI を使用し た FCoE の設定については、

『QConvergeConsole GUI Help System』 （QConvergeConsole GUI ヘルプ

システム） を参照し、 「Managing Fibre Channel and FCoE Adapters and 
Ports」 （フ ァ イバーチャネルおよび FCoE アダプ ターとポー ト の管理） を選択

し て く だ さい。

QConvergeConsole CLI を使用し た FCoE の設定については、

『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI ユー

ザーズガイ ド） の、 「Fibre Channel Interactive Commands」 （フ ァ イバー

チャネル対話式コ マン ド） の章を参照し て下さい。

QConvergeConsole での iSCSI オフロードの設定
iSCSI オフ ロー ド機能は、 ヘ ッ ダおよびデータ ダイジ ェ ス ト 、 プロ ト コルデー

タユニ ッ ト （PDU） 解析の受信、 直接データ配置など iSCSI オフ ロー ドのフル

機能を提供し ます。 iSCSI オフ ロー ドパラ メ ータは次のユーテ ィ リ テ ィ を使用

し て設定する こ とが可能です。 

 QConvergeConsole GUI ： グラ フ ィ カルユーザーイ ン タ フ ェース 

 QConvergeConsole CLI ： 対話モー ド （メ ニュー方式） と非対話モー ド

（コ マン ド ラ イ ン方式） 

QConvergeConsole CLI の対話モー ド については、 『QConvergeConsole 
CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI ユーザーズガイ ド） を参照し て

下さい （ダウンロー ド手順については関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。

QConvergeConsole CLI の非対話モー ド については、 本項の手順に従って次を

表示し、 変更を加えて く だ さい。

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順の全情報は、 QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシステ

ムで説明されています。
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 アダプ ターレベル iSCSI パラ メ ータ

 ポー ト レベル iSCSI パラ メ ータ

 ターゲ ッ ト セ ッ シ ョ ンのサマ リ

 ターゲ ッ ト セ ッ シ ョ ンレベルの iSCSI ネゴシエーシ ョ ン済みパラ メ ータ

 ターゲ ッ ト セ ッ シ ョ ンレベルの永続的な iSCSI パラ メ ータ

アダプターレベル iSCSI パラメータ
本項では、 アダプ ターレベル iSCSI パラ メ ータの表示および変更に使用する コ

マン ド について説明し ます。

アダプターレベル iSCSI パラメータの表示

アダプ ターの実行済み設定を表示するには、 -ch コ マン ド を発行し ます。 位置

指定パラ メ ータ  [hba_port_inst] はオプシ ョ ンです。 hba_port_inst を指

定し た場合、 そのアダプ ターの情報のみが表示されます。 hba_port_inst を
指定し ない場合、 システム内のすべてのアダプ ターの情報がリ ス ト されます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-ch [hba_port_inst]

例 ：

$qaucli -pr iscsi -ch

または ：

$qaucli -iscsi -ch
*** hba instance:0
HBA_Alias                           :QLogic QLE8262
*** hba instance:1
HBA_Alias                           :QLogic QLE8262

アダプターレベル iSCSI パラメータの変更

シングルポー ト またはマルチポー ト アダプ ターのアダプ ターレベルのパラ メ ータ
を設定するには -nh コマン ド を使用し ます。 位置指定パラ メ ータは、

<hba_port_inst> と、 1 つ、 または複数のパラ メ ータ名前 - 値ペアの一連と

な り ます。 パラ メ ータのリ ス ト をチ ェ ッ クするには、 -ch オプシ ョ ンを使用し

ます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-nh <hba_port_inst> <config_name|config_alias> <value> 
[<config_name|config_alias> <value>]
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例 ：

$qaucli -pr iscsi -nh HBA_ALIAS "AccountingHBA"

または ：

$qaucli -iscsi  -nh HBA_ALIAS  "AccountingHBA"
HBA (adapter) Parameters:
The following table lists the parameters that may be configured 
using the -nh option in non-interactive mode.
Full Parameter Name        Alias Name        Allowable Values
-------------------        ----------        ----------------
HBA_Alias                     HBAALIAS          Character string

ポートレベル iSCSI パラメータ
本項では、 ポー ト レベル iSCSI パラ メ ータの表示および変更に使用する コ マン

ド について説明し ます。

ポートレベル iSCSI パラメータの表示

ポー ト の実行済み設定を表示するには -c コ マン ド を使用し ます。 位置指定パラ

メ ータ  [hba_port_inst] はオプシ ョ ンです。 hba_port_inst を指定し た場

合、 そのポー ト の情報のみが表示されます。 hba_port_inst を指定し ない場

合、 システム内のすべてのポー ト の情報が表示されます。

例 ：

$qaucli -pr iscsi -c 0

または ：

$qaucli -iscsi -c 0 
*******************************
*** Displaying Port inst=0 ***
*******************************
*** Displaying HBA (Adapter) Level Information inst=0 ***
HBA_Alias                           :QLogic QLE8262
HBA_TCP_Max_Window_Size             :19537
HBA_Default_Fragment_Reass_Timeout  :0
HBA_Reserved_TCP_Config             :0x00000000
HBA_Delayed_ACK                     :off
*** Displaying Port General Summary Information inst=0 ***
 0.HBA:0 Port:1 HBA Port Instance:0 HBA Model:QLE8262
    HBA Serial Number:(000e1e031684)qlutil_GetP3Params1: 
    BoardStr=QLogic QLE8262 ; BoardId=0x26; BoardPortNum=1; 
PCIFunction=5; MAC_ADDR= 0:E:1E:3:16:85
 FW Version:4.2.2 Type:Fibre
    IP Address:192.168.105.208
    Alias:
    iSCSI Name: iqn.2000-04.com.qlogic:isp8214.000e1e031685.5
User Defined IP Address.



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

QConvergeConsole による一般的な管理

57 CU0354602-04 M

IPv4 Address             :192.168.105.208
Gateway                  :192.168.105.178
Subnet Mask              :255.255.255.0

IPv6 Protocol is currently disabled.
iSNS                     :Disabled.
*** Displaying ISCSI Settings inst=0 ***
Force_Negotiate_Main_iSCSI_Keys     :off
iSCSI_Send_Markers                  :off(*)
iSCSI_Header_Digests                :off
iSCSI_Data_Digests                  :off
iSCSI_Immediate_Data                :on
iSCSI_Initial_R2T                   :off
iSCSI_Data_Seq_In_Order             :on(*)
iSCSI_Data_PDU_In_Order             :on(*)
iSCSI_CHAP_Auth                     :off(*)
iSCSI_Bidi_CHAP_Auth                :off(*)
iSCSI_Snack                         :off
iSCSI_Discovery_Logout              :on
iSCSI_Strict_Login                  :off
iSCSI_Error_Recovery_Level          :0(*)
iSCSI_Alias                         :
*** Displaying Firmware Settings inst=0 ***
FW_Marker                           :on(*)
FW_Stat_Alarm                       :off(*)
FW_Accept_AEN                       :off(*)
FW_Access_Control                   :off(*)
FW_Session_Mode                     :on(*)
FW_Initiator_Mode                   :on(*)
FW_Target_Mode                      :off(*)
FW_Fast_Posting                     :off(*)
FW_Sense_Buffer_Desc                :off(*)
FW_ZIO_Enable_Mode                  :off
AFW_Device_Timeouts                 :on
AFW_Delayed_Ack                     :off
AFW_AutoConnect                     :on
*** Displaying Device Settings inst=0 ***
Large_Frames                        :off
DevType                             :0(*)
ExeThrottle                         :0
FirstBurstLen                       :32
KeepAliveTO                         :30
DefaultTime2Retain                  :20(*)
DefaultTime2Wait                    :2(*)
MaxBurstLen                         :512
MaxOutstandingR2T                   :1
MaxRxDataSegmentLen                 :128(*)
Port                                :3260(*)
IPv4TOS                             :0
IPv4TTL                             :64
*** Displaying Basic Settings inst=0 ***
iSCSI_Discovery_Logout              :on
iSCSI_Strict_Login                  :off
TCP_DHCP                            :off
TCP_Nagle                           :off
iSCSI_Alias                         :
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IP_Address                          :192.168.105.208
IP_Subnet_Mask                      :255.255.255.0
IP_Gateway                          :192.168.105.178
Secondary_DNS                       :(*)
Secondary_IP_Address                :(*)
Task_Management_Timeout             :10
ENABLE_IPV4                         :on
ENABLE_IPV6                         :off
LOC_LINK_AUTO                       :off
ROUTABLE_AUTO                       :off
LDROUTER_AUTO                       :off
IPv6_Addr_Local_link                :fe80::
ENABLE_4022IPV4                     :on
*** Displaying Advanced Settings inst=0 ***
FW_Marker                           :on(*)
FW_Stat_Alarm                       :off(*)
FW_Accept_AEN                       :off(*)
FW_Access_Control                   :off(*)
FW_Session_Mode                     :on(*)
FW_Initiator_Mode                   :on(*)
FW_Target_Mode                      :off(*)
FW_Fast_Posting                     :off(*)
FW_Sense_Buffer_Desc                :off(*)
FW_ZIO_Enable_Mode                  :off
AFW_Device_Timeouts                 :on
AFW_Delayed_Ack                     :off
AFW_AutoConnect                     :on
DevType                             :0(*)
ExeThrottle                         :0
FirstBurstLen                       :32
IP_Fragmentation                    :on(*)
IP_ARP_Redirect                     :off
VLAN_Enable                         :off
VLAN_User_Priority                  :0
VLAN_ID                             :0
IPv4_TOS_ENABLE                     :off
Force_Negotiate_Main_iSCSI_Keys     :off
iSCSI_Send_Markers                  :off(*)
iSCSI_Header_Digests                :off
iSCSI_Data_Digests                  :off
iSCSI_Immediate_Data                :on
iSCSI_Initial_R2T                   :off
iSCSI_Data_Seq_In_Order             :on(*)
iSCSI_Data_PDU_In_Order             :on(*)
iSCSI_CHAP_Auth                     :off(*)
iSCSI_Bidi_CHAP_Auth                :off(*)
iSCSI_Error_Recovery_Level          :0(*)
KeepAliveTO                         :30
DefaultTime2Retain                  :20(*)
DefaultTime2Wait                    :2(*)
MaxBurstLen                         :512
MaxOutstandingR2T                   :1
MaxRxDataSegmentLen                 :128(*)
Port                                :3260(*)
TCP_Timer_Scale                     :0(*)
TCP_Time_Stamp                      :on
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TCP_Window_Scale                    :0
iSCSI_Name                          
:iqn.2000-04.com.qlogic:isp8214.000e1e031685.5
ZIO                                 :0
IPv4TOS                             :0
IPv4TTL                             :64
IPV6_TCP_Timer_Scale                :3(*)
IPv6_TCP_Time_Stamp                 :on
IPv6_TCP_Window_Scale               :0
IPv6_VLAN_ID                        :0
IPv6_VLAN_User_Priority             :0
IPv6_VLAN_Enable                    :off
IPv6_Traffic_Class                  :0
IPv6_Hop_Limit                      :64
IPv6_ND_Reachable_Timer             :100
IPv6_ND_Retransmit_Timer            :100
IPv6_ND_Stale_Timeout               :100
IPv6_DAD_Count                      :1
IPv6_Router_Advertised_MTU          :0(*)
IPv4_Address_State                  :Valid(*)
IPv6_Link_Loc_Address_State         :Invalid(*)
IPv6_Address0_State                 :Invalid(*)
IPv6_Address1_State                 :Invalid(*)
IPv6_Default_Router_State           :No router(*)
IPv6_MCast_Listnr_Disco_Enable      :off
ACB_Version                         :2(*)
AFW_Serlz_Task_Mngmt                :off
Large_Frames                        :off
*** Displaying IPv6 Settings inst=0 ***
IPv6_Addr_Local_link                :fe80::
IPv6_Addr_Routable0                 :::
IPv6_Addr_Routable1                 :::
Default_IPv6_Router                 :::
IPv6_Port                           :3260
IPv6_Gratuitious_Neighbor_Ad_Enable :off
IPv6_Redirect_Enable                :off
*** Displaying IPv6 TCP Settings inst=0 ***
IPv6_Nagle                          :off
IPV6_TCP_Timer_Scale                :3(*)
IPv6_TCP_Time_Stamp                 :on
*** Displaying Remaining parameters inst=0 ***
ACB_Supported                       :on(*)
Values noted with (*) are read only.

ポートレベル iSCSI パラメータの変更

ポー ト レベル iSCSI パラ メ ータ を変更するには、 –n コマン ド を使用し ます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-n <hba_port_inst> <config_name|config_alias> <value> 
<config_name|config_alias> <value>
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例 ：

次の例では、 HBA port instance を 0 と し、 パラ メ ータの変更によ り  
iSCSI ヘ ッ ダダイジ ェ ス ト をオンにし ます。

$qaucli -pr iscsi -n 0 iSCSI_Header_Digests on

または ：

$qaucli -iscsi -n 0 iSCSI_Header_Digests on
Port Parameters:
The following table lists the parameters that may be configured using 
the -n option in non-interactive mode.
Full Parameter Name                 Alias Name  Allowable Values
-------------------                 ----------  ---------------- 
AFW_Device_Timeouts                 AFWDT       on or off 
AFW_Delayed_Ack                     AFDACK      on or off 
AFW_AutoConnect                     AFWC        on or off 
AFW_Serlz_Task_Mngmt                AFWSTM      on or off 
ExeThrottle                         ET          0 to 32767
FirstBurstLen                       FB          0 to 32767
Force_Negotiate_Main_iSCSI_Keys     FNMIK       on or off 
IP_ARP_Redirect                     IPARP       on or off 
IPv6_MCast_Listnr_Disco_Enable      IPV6MLDEN   on or off 
iSCSI_Alias                         IALS        Character string
iSCSI_Header_Digests                IHD         on or off 
iSCSI_Data_Digests                  IDD         on or off 
iSCSI_Immediate_Data                IID         on or off 
iSCSI_Initial_R2T                   IIR2T       on or off 
iSCSI_Snack                         ISNACK      on or off 
iSCSI_Discovery_Logout              ID          on or off 
iSCSI_Strict_Login                  IS          on or off 
KeepAliveTO                         KATO        0 to ? 
Large_Frames                        LRGFRM      on or off  
(not for 4010s)
MaxBurstLen                         MBL         0 to ? 
MaxOutstandingR2T                   MOR2T       0 to ? 
TCP_DHCP                            TCPDHCP     on or off 
TCP_Nagle                           TCPN        on or off 
TCP_Time_Stamp                      TCPTMS      on or off
TCP_Window_Scale                    WINSCALE    0 to 14
VLAN_Enable                         VLAN        on or off 
VLAN_User_Priority                  VLANUPRIOR  0 to 7 
VLAN_ID                             VLANID      0 to 4095 
IP_Address                          IPAD        IPv4 address format
IP_Subnet_Mask                      IPSM        IPv4 address format
IP_Gateway                          IPGW        IPv4 address format
ZIO                                 ZIO         2 to 16 
FW_ZIO_Enable_Mode                  ZIOE        on or off
Task_Management_Timeout             TMTO        0 to 65535 
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ENABLE_IPV4                         EIPV4       on or off 
ENABLE_4022IPV4                     E4022IPV4   on or off
ENABLE_IPV6                         EIPV6       on or off 
LOC_LINK_AUTO                       LOCLA       on or off 
ROUTABLE_AUTO                       RAUTO       on or off 
LDROUTER_AUTO                       LDRA        on or off 
IPv6_Addr_Local_link                IPLL        IPv6 address format 
IPv6_Addr_Routable0                 IPR0        IPv6 address format 
IPv6_Addr_Routable1                 IPR1        IPv6 address format 
Default_IPv6_Router                 IPRR        IPv6 address format 
IPv4TOS                             IPV4TOS     0 255 
IPv4_TOS_ENABLE                     TOS_ENABLE  on or off
IPv4TTL                             IPV4TTL     0 255 
IPv6_Port                           IPV6PORT    0 65535 
IPv6_Gratuitious_Neighbor_Ad_Enable IPV6GNAE    on or off 
IPv6_Redirect_Enable                IPV6RDE     on or off 
IPv6_Nagle                          TCPV6ND     on or off 
IPV6_TCP_Timer_Scale                TCPV6TS     0 to 7 
IPv6_TCP_Time_Stamp                 TCPV6TST    on or off 
IPv6_TCP_Window_Scale               IPV6TCPWS   0 to 14 
IPv6_VLAN_ID                        IPV6VLANID  0 to 4095 
IPv6_VLAN_User_Priority             IPV6VLANUP  0 to 7 
IPv6_VLAN_Enable                    IPV6VLANEN  on or off 
IPv6_Traffic_Class                  IPV6TC      0 to 255 
IPv6_Hop_Limit                      IPV6HL      0 to 255 
(router may override)
IPv6_ND_Retransmit_Timer            IPV6NDRET   0 to 4294967295 
(router may override)
IPv6_ND_Stale_Timeout               IPV6STO     0 to 4294967295 
(router may override)
IPv6_ND_Reachable_Timer             IPV6NDRT    0 to 4294967295 
(router may override)
IPv6_DAD_Count                      IPV6DAD     0 to 255

ターゲットセッションのサマリ

永続的および非永続的ターゲ ッ ト 両方のサマ リ情報を表示するには、 -ts コマ

ン ド を使用し ます。 [hba_port_inst] および [target_id] はいずれもオプ

シ ョ ンのパラ メ ータ です。 どち らのパラ メ ータ も指定し ていない場合、 すべての
アダプ ターと ターゲ ッ ト の情報が表示されます。 hba_port_inst を使用し た

場合、 指定されたアダプ ター上のすべてのターゲ ッ ト に関する情報が表示されま
す。 オプシ ョ ンの target_id キーワー ド を使用し た場合、 指定された ターゲ ッ

ト の情報のみが表示されます。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-ts [hba_port_inst] [target_id]
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例 ：

$qaucli -pr iscsi -ts

または ：

$qaucli -iscsi -ts
Target ID:2  hba_no:0   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT 
Instance #:2
ISCSI Name:
Alias:
State:No Connection
Target ID:3  hba_no:0   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT 
Instance #:3
ISCSI Name: 
iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
Alias:
State:Session Active
Target ID:2  hba_no:1   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT 
Instance #:2
ISCSI Name: 
iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-appstorm245-target
Alias:
State:Session Active
Target ID:3  hba_no:1   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT 
Instance #:3
ISCSI Name: 
iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
Alias:
State:Session Active

ターゲットセッションレベルの iSCSI ネゴシエーション済みパラメータ

ターゲ ッ ト の情報を表示するには -t コ マン ド を使用し ます。 位置指定パラ メ ー

タは <hba_port_inst> です。 オプシ ョ ンパラ メ ータは [target_id] です。

hba_port_inst のみを使用し た場合、 指定されたアダプ ター上のすべての

ターゲ ッ ト に関する情報が表示されます。 オプシ ョ ンの target_id を使用し た

場合、 指定された ターゲ ッ ト の情報のみが表示されます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-t <hba_port_inst> [target_id]

例 ：

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス は 0、 ターゲ ッ ト ID は 3 です。

$qaucli -pr iscsi -t 0 3
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または ：

$qaucli -iscsi -t  0 3
Target ID:3  hba_no:0   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT Instance 
#:3
ISCSI Name: 
iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
Alias:
State:Session Active
TGT_iSCSI_Name                      
:iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
TGT_Target_ID                       :3(*)
TGTO_Active                         :off(*)
TGTO_Access_Granted                 :off(*)
TGTO_Target_Entry                   :on(*)
TGTO_Initiator_Entry                :off(*)
TGT_RetryCount                      :0(*)
TGT_RetryDelay                      :0(*)
TGT_DevType                         :0(*)
TGT_ExeThrottle                     :0
TGT_FirstBurstLen                   :32
TGTIPO_Fragmentation                :on(*)
TGTISCSIO_Force_Neg_Main_Keys       :off
TGTISCSIO_Send_Markers              :off(*)
TGTISCSIO_Header_Digests            :off
TGTISCSIO_Data_Digests              :off
TGTISCSIO_Immediate_Data            :on
TGTISCSIO_Initial_R2T               :off
TGTISCSIO_Data_Sequence_In_Order    :on(*)
TGTISCSIO_Data_PDU_In_Order         :on(*)
TGTISCSIO_CHAP_Authentication       :off
TGTISCSIO_Bidi_CHAP_Authentication  :off
TGTISCSIO_Snack                     :off
TGTISCSIO_Discovery_Logout          :on
TGTISCSIO_Strict_Login              :off
TGTISCSIO_Error_Recovery_Level      :0(*)
TGT_KeepAliveTimeout                :30
TGT_DefaultTimeout                  :2
TGT_DefaultTime2Retain              :20(*)
TGT_MaxBurstLen                     :512
TGT_MaxOutstandingR2T               :1
TGT_MaxRxDataSegmentLen             :128(*)
TGT_MaxTxDataSegmentLen             :0(*)
TGT_Port                            :3260
TGTTCPO_Nagle                       :off
TGTTCPO_Timer_Scale                 :0(*)
TGTTCPO_Timestamp                   :on
TGT_TaskManagementTimeout           :10
TGT_ExeCount                        :0(*)
TGT_TargetPortalGroupID             :1(*)
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TGT_InitiatorSessID                 :0x000e1e031685
TGT_TargetSessID                    :9(*)
TGT_TargetIPAddress                 :192.168.105.247
TGT_Window_Scale_Enable             :on
TGT_Rx_Window_Scale                 :0
TGT_Tx_Window_Scale                 :0(*)
TGT_TimeStamp_Enable                :64(*)
TGT_DDB_IPv6                        :off
TGT_IPv6_Address                    :c0a8:69f7::15:0:0
TGT_IPv6_iSCSIName                  
:iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
TGT_IPv6_Port                       :3260
TGT_DIF_Enable                      :off
TGT_Max_Segment_Size                :1448
TGT_Local_TCP_Port                  :29912(*)
TGT_Type_of_Service                 :0
TGT_Traffic_Class                   :0(*)
TGT_Local_IPv6_Address              :c0a8:69d0::(*)
TGT_Perm_Redirect_Option            :off(*)
TGT_Temp_Redirect_Option            :off(*)
TGT_Redirect_IPAddr                 :88.2.60.0(*)
TGT_Redirect_IPAddr_State           :Not Redirected(*)
TGT_IPv6_Flow_Label                 :
TGT_4022_Deleyed_ACK                :off
TGT_IPv6_Source_Addr_Flg            :0
TGT_IPv6_Source_Addr                :c0a8:69d0::(*)
Values noted with (*) are read only.

ターゲットセッションレベルの永続的な iSCSI パラメータ

本項では、 ターゲ ッ ト セ ッ シ ョ ンレベルの永続的な iSCSI パラ メ ータの表示お

よび変更に使用する コマン ド について説明し ます。

ターゲットセッションレベルの永続的な iSCSI パラメータの表示

ターゲ ッ ト の永続的なパラ メ ータの情報 （ネゴシエーシ ョ ン前、 フ ラ ッ シュ メ モ
リから） を表示するには、 -tp コ マン ド を使用し ます。 位置指定パラ メ ータは 
<hba_port_inst> です。 オプシ ョ ンパラ メ ータは [target_id] です。

hba_port_inst のみを使用し た場合、 指定されたアダプ ター上のすべての

ターゲ ッ ト に関する情報が表示されます。 オプシ ョ ンの target_id を使用し た

場合、 指定された ターゲ ッ ト の情報のみが表示されます。

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-tp <hba_port_inst> [target_id]
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例 ：

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス は 0、 ターゲ ッ ト ID は 3 です。

$qaucli -pr iscsi -tp 0 3

または ：

$qaucli -iscsi  -TP 0 3
Target ID:3  hba_no:0   IP:192.168.105.247    Port:3260 TGT Instance 
#:3
ISCSI Name: 
iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
Alias:
State:Session Active
TGT_iSCSI_Name                      
:iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
TGT_Target_ID                       :3(*)
TGTO_Active                         :off(*)
TGTO_Access_Granted                 :off(*)
TGTO_Target_Entry                   :on(*)
TGTO_Initiator_Entry                :off(*)
TGT_RetryCount                      :0(*)
TGT_RetryDelay                      :0(*)
TGT_DevType                         :0(*)
TGT_ExeThrottle                     :0
TGT_FirstBurstLen                   :32
TGTIPO_Fragmentation                :on(*)
TGTISCSIO_Force_Neg_Main_Keys       :off
TGTISCSIO_Send_Markers              :off(*)
TGTISCSIO_Header_Digests            :off
TGTISCSIO_Data_Digests              :off
TGTISCSIO_Immediate_Data            :on
TGTISCSIO_Initial_R2T               :off
TGTISCSIO_Data_Sequence_In_Order    :on(*)
TGTISCSIO_Data_PDU_In_Order         :on(*)
TGTISCSIO_CHAP_Authentication       :off
TGTISCSIO_Bidi_CHAP_Authentication  :off
TGTISCSIO_Snack                     :off
TGTISCSIO_Discovery_Logout          :on
TGTISCSIO_Strict_Login              :off
TGTISCSIO_Error_Recovery_Level      :0(*)
TGT_KeepAliveTimeout                :30
TGT_DefaultTimeout                  :2
TGT_DefaultTime2Retain              :20(*)
TGT_MaxBurstLen                     :512
TGT_MaxOutstandingR2T               :1
TGT_MaxRxDataSegmentLen             :128(*)
TGT_MaxTxDataSegmentLen             :0(*)
TGT_Port                            :3260
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TGTTCPO_Nagle                       :off
TGTTCPO_Timer_Scale                 :0(*)
TGTTCPO_Timestamp                   :on
TGT_TaskManagementTimeout           :10
TGT_ExeCount                        :0(*)
TGT_TargetPortalGroupID             :1(*)
TGT_InitiatorSessID                 :0x000e1e031685
TGT_TargetSessID                    :9(*)
TGT_TargetIPAddress                 :192.168.105.247
TGT_Window_Scale_Enable             :on
TGT_Rx_Window_Scale                 :0
TGT_Tx_Window_Scale                 :0(*)
TGT_TimeStamp_Enable                :64(*)
TGT_DDB_IPv6                        :off
TGT_IPv6_Address                    :c0a8:69f7::15:0:0
TGT_IPv6_iSCSIName                  
:iqn.2003-05.com.stringbeansoftware:apptester-starblazer248-target
TGT_IPv6_Port                       :3260
TGT_DIF_Enable                      :off
TGT_Max_Segment_Size                :1448
TGT_Local_TCP_Port                  :29912(*)
TGT_Type_of_Service                 :0
TGT_Traffic_Class                   :0(*)
TGT_Local_IPv6_Address              :c0a8:69d0::(*)
TGT_Perm_Redirect_Option            :off(*)
TGT_Temp_Redirect_Option            :off(*)
TGT_Redirect_IPAddr                 :40.2.45.1(*)
TGT_Redirect_IPAddr_State           :Not Redirected(*)
TGT_IPv6_Flow_Label                 :
TGT_4022_Deleyed_ACK                :off
TGT_IPv6_Source_Addr_Flg            :0
TGT_IPv6_Source_Addr                :c0a8:69d0::(*)
Values noted with (*) are read only.

ターゲットセッションレベルの iSCSI パラメータの変更

ターゲ ッ ト セ ッ シ ョ ンレベルの iSCSI パラ メ ータ を変更するには、 –tc コ マン

ド を使用し ます。 位置指定パラ メ ータは、 <hba_port_inst>、 <target_id>
と、 1 つ、 または複数のパラ メ ータ名 - 値ペア と な り ます。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-tc <hba_port_inst> <target_id> <config_name|config_alias> <value> 
<config_name|config_alias> <value>]
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例 ：

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス は 0、 ターゲ ッ ト ID は 3 と し、 パ
ラ メ ータの変更と し て、 キープアラ イブ タ イムアウ ト 値を 15 秒に設定し

ます。

$qaucli -pr iscsi -tc 0 3 TGT_KeepAliveTimeout 15
または ：

$qaucli -iscsi -tc 0 3 TGT_KeepAliveTimeout 15
Target Parameters:
The following table lists the parameters that may be configured using 
the -tc option in non-interactive mode.
Full Parameter Name                 Alias Name       Allowable Values
-------------------                 ----------       ----------------
TGT_iSCSI_Name                      TGTINAME        Character string 
TGT_ExeThrottle                     TGTET           0 to 32767 
TGT_FirstBurstLen                   TGTFB           0 to 32767 
TGTISCSIO_Header_Digests            TGTIHD          on or off 
TGTISCSIO_Data_Digests              TGTIDD          on or off 
TGTISCSIO_Immediate_Data            TGTIID          on or off 
TGTISCSIO_Initial_R2T               TGTIIR2T        on or off 
TGTISCSIO_Snack                     TGTISNACK       on or off 
TGTISCSIO_Discovery_Logout          TGTLDS          on or off 
TGTISCSIO_Strict_Login              TGTIS           on or off 
TGT_KeepAliveTimeout                TGTKATO         0 to 32767 
TGT_DefaultTimeout                  TGTDTO          0 to 32767 
TGT_MaxBurstLen                     TGTMB           0 to 32767 
TGT_MaxOutstandingR2T               TGTMOR2T        0 to 32767 
TGT_Port                            TGTPORT         0 to 65535
TGTTCPO_Nagle                       TGTTCPN         on or off 
TGTTCPO_Timestamp                   TGTTMS          on or off 
TGT_TaskManagementTimeout           TGTTMT          0 to 65535 
TGT_InitiatorSessID                 TGTISID         0x0 to 0xffffffffffff
TGT_TargetIPAddress                 TGTIPADD        IPv4 address format 
TGT_Window_Scale_Enable             TGTWINSCALEEN   on or off 
TGT_Rx_Window_Scale                 TGTRXWINSCALE   0 to 14 
TGT_IPv6_Address                    TGT_DDB_IPv6    IPv6 address format
TGT_IPv6_iSCSIName                  TGTINAME_IPv6   Character string 
TGT_IPv6_Port                       TGTPORT_IPv6    0 to 32767 
TGT_DIF_Enable                      TGTDIFEN_IPv6   on or off 
TGT_Max_Segment_Size                TGTMSS          0 to 65535 
TGT_IPv6_Source_Addr_Flg            TGTSRCADDR_IPv6 0 to 3 (0=Don't Care, 1=Link 
                                                    Local, 2=Address 0, 3=Address 1)

TGT_IPv6_Flow_Label TGTFLWLBL 0x0 to 0xfffff TGT_Force_Negotiate_Main_iSCSI_Keys 
TGTFNMIK        on or off
TGT_4022_Deleyed_ACK                TGT4022DACK     on or off (Only 405x cards)
TGT_Type_of_Service                 TGTTOS          0 to 255
The maximize number of offload iSCSI connections is 512 connections per port (total of 
two ports).
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QConvergeConsole での iSCSI イニシエータの設定
本項では、 QLogic の QConvergeConsole ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 以下の 
iSCSI イニシエータの設定を行う手順について説明し ます。 

 Windows iSCSI イニシエータの設定

 Linux iSCSI イニシエータの設定

 ESX iSCSI イニシエータの設定

Windows iSCSI イニシエータの設定

QConvergeConsole CLI を使用し て、 Windows 用 iSCSI イニシエータ を設定

し ます。

Windows iSCSI イニシエータ を設定する手順は次のとお り です。

1. QConvergeConsole CLI のデスク ト ッ プアイ コ ンをダブルク リ ッ クする、

または CMD ウ ィ ン ド ウで qaucli と入力し て、 QConvergeConsole 
CLI にアクセス し ます。 

2. QConvergeConsole CLI の Main Menu （メ イ ン メ ニュー） で、

2, Adapter Configuration （2、 アダプ ター設定） を選択し ます。 

3. Adapter Type Configuration Selection （アダプ タータ イ プ設定の選択） メ

ニューで、 1, CNA Configuration （1、 CNA 設定） を選択し ます。

4. Converged Network Adapter (CNA) Protocol Type Selection （統合

ネ ッ ト ワークアダプ ター （CNA） プロ ト コルタ イプの選択） メ ニューで、

CNA iSCSI Configuration （CNA iSCSI 設定） （ロー ド されている ド ラ

イバの数に応じ て 1 または 2） を選択し ます。

5. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューで、 3, Port IP 
Settings （3、 ポー ト  IP 設定） を選択し ます。 

6. 設定する統合ネ ッ ト ワークポー ト を選択し ます。 

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順の全情報は、 QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシステ

ムで説明されています。
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7. 2, Configure IP Settings （2、 IP の設定） を選択し ます。 

8. 対話型の設定リ ス ト で次のよ う に設定し ます。 

a. Enable IPv4 [on] （IPv4 を有効にする [ オン ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 
b. DHCP to obtain IPv4 Network Information:[off] （DHCP が 

IPv4 ネ ッ ト ワーク情報を入手する ： [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け入

れる場合は Enter を押し ます。 
c. IP_Address [0.0.0.0] ： イニシエータ システムの IP ア ド レスを入力

し、 ENTER を押し ます。 

d. IP_Subnet_Mask [0.0.0.0] ： 適切なサブネ ッ ト マスク を入力し、

ENTER を押し ます。 

e. IP_Gateway [0.0.0.0] ： デフ ォル ト を受け入れる場合は Enter を押

し ます。 
f. Enable IPv6 [off] （IPv6 を有効にする [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 

9. オプシ ョ ン メ ニューが表示されたら、3, Save changes and reset HBA 
(if necessary) （3、 変更を保存し て HBA を リ セ ッ ト する （必要な場合））

を選択し ます。 

10. 両方のポー ト のプロンプ ト で、 Yes （はい） を入力し ます。 

11. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューに戻るには、 P を入力し

て Enter を押し た後、 再度 P を入力し て Enter を押し ます。 

12. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューで、 4, Target 
Configuration （4、 ターゲ ッ ト 設定） を選択し ます。 

13. 手順 6 で選択し たものと同じ統合ネ ッ ト ワークポー ト を選択し ます。 

14. 6, Add a Target （6、 ターゲ ッ ト を追加する） を選択し ます。 

15. 対話型の設定リ ス ト で次のよ う に設定し ます。 

a. IPv6 Target?[off] （IPv6 ターゲ ッ ト ? [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 

b. TGT_iSCSI_Name [ ] ： 接続先の iSCSI ターゲ ッ ト の iSCSI 修飾

名 （IQN） を入力し、 Enter を押し ます。 
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c. TGT_Port [3260] ： デフ ォル ト を受け入れる場合は Enter を押し ま

す。 

d. TGT_TargetIPAddress [0.0.0.0] ： ターゲ ッ ト の IP ア ド レスを入

力し、 Enter を押し ます。 

16. オプシ ョ ン メ ニューが表示されたら、 12, Save Target/CHAP Changes
（12、 ターゲ ッ ト  /CHAP の変更を保存する） を選択し ます。 

以上で、 iSCSI イニシエータは iSCSI ターゲ ッ ト に接続するよ う に設定されま

し た。

Linux iSCSI イニシエータの設定

QConvergeConsole CLI を使用し て、 Linux 用 iSCSI イニシエータ を設定し

ます。

Linux iSCSI イニシエータ を設定する手順は次のとお り です。

1. ター ミ ナルウ ィ ン ド ウで qaucli と入力し て QConvergeConsole CLI に
アクセス し ます。

2. QConvergeConsole CLI の Main Menu （メ イ ン メ ニュー） で、

2, Adapter Configuration （2、 アダプ ター設定） を選択し ます。 

3. Adapter Type Configuration Selection （アダプ タータ イプ設定の選択）

メ ニューで、 1, CNA Configuration （1、 CNA 設定） を選択し ます。 

4. Converged Network Adapter (CNA) Protocol Type Selection （統合

ネ ッ ト ワークアダプ ター （CNA） プロ ト コルタ イプの選択） メ ニューで、

1, CNA iSCSI Configuration （1、 CNA iSCSI 設定） を選択し ます。 

5. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューで、 3, Port IP 
Settings （3、 ポー ト  IP 設定） を選択し ます。 

6. 設定する統合ネ ッ ト ワークポー ト を選択し ます。

7. 2, Configure IP Settings （2、 IP の設定） を選択し ます。 

8. 対話型の設定リ ス ト で次のよ う に設定し ます。 

a. Enable IPv4 [on] （IPv4 を有効にする [ オン ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 

b. DHCP to obtain IPv4 Network Information:[off] （DHCP が 
IPv4 ネ ッ ト ワーク情報を入手する ： [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け入

れる場合は Enter を押し ます。 
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c. IP_Address [ ] ： イニシエータ システムの IP ア ド レスを入力し、

Enter を押し ます。 

d. IP_Subnet_Mask [255.255.255.0] ： 適切なサブネ ッ ト マスク を入

力し、 Enter を押し ます。 

e. IP_Gateway [0.0.0.0] ： デフ ォル ト を受け入れる場合は Enter を押

し ます。 

f. Enable IPv6 [off] （IPv6 を有効にする [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 

9. オプシ ョ ン メ ニューが表示されたら、3, Save changes and reset HBA 
(if necessary) （3、 変更を保存し て HBA を リ セ ッ ト する （必要な場合））

を選択し ます。 

10. 両方のポー ト のプロンプ ト で、 Yes （はい） を入力し ます。 

11. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューに戻るには、 P を入力し

て Enter を押し た後、 再度 P を入力し て Enter を押し ます。 

12. Converged Network Adapter (CNA) iSCSI Configuration （統合ネ ッ ト

ワークアダプ ター （CNA） iSCSI 設定） メ ニューで、 4, Target 
Configuration （4、 ターゲ ッ ト 設定） を選択し ます。 

13. 手順 6 で選択し たものと同じ統合ネ ッ ト ワークポー ト を選択し ます。 

14. 6, Add a Target （6、 ターゲ ッ ト を追加する） を選択し ます。 

15. 対話型の設定リ ス ト で次のよ う に設定し ます。 

a. IPv6 Target?[off] （IPv6 ターゲ ッ ト ? [ オフ ]） ： デフ ォル ト を受け

入れる場合は Enter を押し ます。 

b. TGT_iSCSI_Name [ ] ： 接続先の iSCSI ターゲ ッ ト の iSCSI 修飾

名 （IQN） を入力し、 Enter を押し ます。 

c. TGT_Port [3260]：デフ ォル ト を受け入れる場合は Enter を押し ます。 

d. TGT_TargetIPAddress [0.0.0.0] ： ターゲ ッ ト の IP ア ド レスを入

力し、 Enter を押し ます。 

16. オプシ ョ ン メ ニューが表示されたら、 12, Save Target/CHAP Changes
（12、 ターゲ ッ ト  /CHAP の変更を保存する） を選択し ます。 

以上で、 iSCSI イニシエータは iSCSI ターゲ ッ ト に接続するよ う に設定されま

し た。
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ESX iSCSI イニシエータの設定

ソ フ ト ウ ェ アの iSCSI イニシエータ を使って iSCSI ス ト レージにアクセスする

には、 それを ESX/ESXi に対し て有効にする必要があ り ます。 

ESX/ESXi イニシエータ を設定する手順は次のとお り です。 

1. vSphere ク ラ イアン ト にログイ ン し ます。 

2. Inventory （イ ンベン ト リ） パネルで、 接続先のサーバーを選択し ます。 

3. Configuration （設定） タ ブを ク リ ッ ク し ます。 

4. Hardware （ハー ド ウ ェ ア） パネルで、 Storage Adapters （ス ト レージ

アダプ ター） を ク リ ッ ク し ます。 

5. 利用可能なス ト レージアダプ ターのリ ス ト で、 設定し たい iSCSI イニシ

エータ を選択し て、 Properties （プロパテ ィ ） を ク リ ッ ク し ます。 

6. Configure （設定） を ク リ ッ ク し ます。 

General Properties （一般的なプロパテ ィ ） ダイアログボッ クスに、 その

イニシエータのステータ ス、 デフ ォル ト 名、 およびエイ リ アスが表示され
ます。 

7. イニシエータ を有効にするには、 Enabled （有効） を ク リ ッ ク し ます。 

8. （オプシ ョ ン） イニシエータのデフ ォル ト の iSCSI 名を変更するには、 新

しい名前を入力し ます。 入力する名前は、 すべてのス ト レージデバイスが
このソ フ ト ウ ェ ア iSCSI イニシエータ を識別できるよ う に、 世界に唯一で

かつ適切なフ ォーマ ッ ト に従う必要があ り ます。 

9. 変更を保存するには、 OK を ク リ ッ ク し ます。 

メモ

iSCSI 名を変更し た場合、 次回の iSCSI セ ッ シ ョ ンからその名前が

使用されます。 既存のセ ッ シ ョ ンをログアウ ト し、 新たにログイ ンす
るまでは新しい名前は使用されません。
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QConvergeConsole での CHAP 認証の有効化
CHAP 認証の有効化は、 QConvergeConsole CLI の対話モー ド でも非対話

モー ド でも行う こ とができます。 対話モー ドの詳細については、
『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI ユー

ザーズガイ ド） を参照し て下さい。 QConvergeConsole CLI の非対話モー ド に

よる CHAP 認証の有効化ついては、 次の項で説明し ます。

 QConvergeConsole CLI での CHAP の設定

 CHAP ターゲ ッ ト のリ ン ク

QConvergeConsole CLI での CHAP の設定

QConvergeConsole CLI で CHAP を設定する手順は次のとお り です。

1. プ ラ イマ リ およびローカルの CHAP エン ト リ （名前およびシーク レ ッ ト ）

を追加するには、 -addchap コ マン ド を発行し て、 永続的な CHAP テー

ブルに CHAP エン ト リ を追加し ます。 位置指定パラ メ ータは、

<hba_port_inst>、 <CHAP name>、 および <CHAP secret> です。 任意

指定のパラ メ ータ  [-BIDI] は、 この CHAP エン ト リが双方向である こ と

を示し ます （デフ ォル ト はローカル CHAP）。 このコ マン ドの発行後、 ア

ダプ ターはリ セ ッ ト されます。 

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順の全情報は、 QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシステ

ムで説明されています。

メモ

『iSCSI RFC Specification』 （iSCSI RFC 仕様） では、 CHAP シー

ク レ ッ ト の長さ を少な く と も  12 バイ ト の文字列にする こ と を推奨し

ています。 QLogic iSCSI カー ドの場合の CHAP シーク レ ッ ト の最大

長は （フ ァームウ ェ ア上の制約による）、 100 バイ ト の文字列です。
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コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

[-BIDI] -addchap <hba_port_inst> <CHAP name> <CHAP secret>
次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 0、 CHAP 名 chapdbserver1、

CHAP シーク レ ッ ト  k9Q038iaZwlqPplq012 と し ます。 
$qaucli -pr iscsi -addchap 0 chapdbserver1 k9Q038iaZwlqPplq012
または ：

$qaucli –iscsi -addchap 0 chapdbserver1 k9Q038iaZwlqPplq012

2. ピアおよび BIDI の CHAP エン ト リ （名前およびシーク レ ッ ト ） を追加す

るには、 -addchap コ マン ド を発行し て、 永続的な CHAP テーブルに 
CHAP エン ト リ を追加し ます。 位置指定パラ メ ータは、

<hba_port_inst>、 <CHAP name>、 および <CHAP secret> です。 オプ

シ ョ ンのパラ メ ータは [-BIDI] で、 これは CHAP エン ト リが BIDI エン

ト リ である こ と を示し ます （デフ ォル ト はローカル CHAP）。 このコマン

ドの発行後、 アダプ ターはリ セ ッ ト されます。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

[-BIDI] -addchap <hba_port_inst> <CHAP name> <CHAP secret>
例 ：

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 2、 CHAP 名 
chapbidistorage1、 CHAP シーク レ ッ ト  Z9aujqklaZwlqPplq0827 
と な り ます。

$qaucli -pr iscsi -BIDI -addchap 2 chapbidistorage1 
Z9aujqklaZwlqPplq0827
または ：

$qaucli -iscsi -BIDI -addchap 2 chapbidistorage1 
Z9aujqklaZwlqPplq0827

3. CHAP エン ト リ を ターゲ ッ ト に リ ン クするために後で使用する CHAP イ
ンデ ッ クスを判断するために CHAP マ ッ プデーブルを表示するには、

-dspchap コマン ド を発行し ます。 このコ マン ドの位置指定パラ メ ータ

は、 <hba_port_inst> です。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-dspchap <hba_port_inst>

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス = 0 と し ます。

$qaucli -pr iscsi -dspchap 0
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または ：

$qaucli -iscsi -dspchap 0
CHAP TABLE
Entry: 1
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012

4. 検出する永続的な送信ターゲ ッ ト を追加し て、 –pa コ マン ド を発行する こ

と によ って検出された ターゲ ッ ト にダイナ ミ ッ クエン ト リ でログイ ン し ま
す。 –pa コ マン ドは、 永続的な ターゲ ッ ト を追加し ます。 位置指定パラ

メ ータは、 <hba_port_inst> と  <ip address> です。 オプシ ョ ンのパ

ラ メ ータは、 [-PORT port_num] と  [-INAME name] です。 オプシ ョ ン

ポー ト 番号を指定し ないと、 デフ ォル ト で 3260 が指定されます。 オプ

シ ョ ンの INAME （iSCSI 名） が指定されていない場合、 デフ ォル ト である

空の文字列にな り ます。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-pa <hba_port_inst> <ip address> [-PORT port_num] [-INAME name]
例 ：

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 0、 Send Target 
IP 10.14.64.154 と し ます。

$qaucli -pr iscsi -pa 0 10.14.64.154
または ：

$qaucli -iscsi -pa 0 10.14.64.154

5. 永続的な送信ターゲ ッ ト エン ト リ を表示するには、 -ps コ マン ド を発行し

ます （ただ し ターゲ ッ ト はまだ CHAP に リ ン ク されていないため、 当初

は接続が失敗する こ とが予測されます）。 -ps コ マン ドは永続的な （バイ

ン ド された） ターゲ ッ ト を リ ス ト し ます。 位置指定パラ メ ータは、
[hba_port_inst [target_id]] です。 target_id が指定されていな

い場合、 指定し た hba_port_inst のすべてのターゲ ッ ト が表示されま

す。 hba_port_inst と  target_id のいずれも指定されていない場合は、

システム内の全アダプ ターのすべての target_id がリ ス ト されます。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-ps <hba_port_inst> [target_id]
次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 0、 送信ターゲ ッ ト  
IP 10.14.64.154 と し ます。 
$qaucli -pr iscsi  -ps 0
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または ：

$qaucli -iscsi  -ps 0
Target ID:2  hba_no:0  IP:10.14.64.154  Port:3260  TGT 
Instance #:2
ISCSI Name:
Alias:
State:Session Failed

6. -linkchap コ マン ド を発行し て、 CHAP エン ト リ を ターゲ ッ ト に リ ン ク

し ます。 位置指定パラ メ ータは、 <hba_port_inst>、 <chap_no>、 およ

び <target_id> です。 このコ マン ドの発行後、 アダプ ターはリ セ ッ ト さ

れません。 
コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

-linkchap <hba_port_inst> <chap_no> <target_id> [<TGTBCA> 
<value>]
次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 0、 CHAP 番号 1、 ターゲ ッ ト

ID 2 と し ます。 
$qaucli -pr iscsi -linkchap 0 1 2
または ：

$qaucli -iscsi -linkchap 0 1 2

CHAP ターゲットのリンク

アク テ ィ ブな双方向 （BIDI） CHAP 認証によ り、 CHAP を ターゲ ッ ト に リ ン ク

する こ とができます。 TGTBCA は任意指定のパラ メ ータ で、 このターゲ ッ ト 接続

に関し て BIDI CHAP 認証をオンまたはオフにし ます。

CHAP ターゲ ッ ト へリ ン ク を設定する手順は次のとお り です。

1. -linkchap コ マン ド を発行する こ とによ って、 BIDI が有効化された ター

ゲ ッ ト に CHAP を リ ン ク し ます。 
コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ：

iscli –linkchap <hba_port_inst> <chap_no> <target_id> 
[<TGTBCA> <on|off>]
次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス 2、 CHAP 番号 9、 ターゲ ッ ト ID 
10 と し ます。 
$qaucli -pr iscsi -linkchap 2 9 10 TGTBCA on

2. -ps コ マン ド を発行し て、 永続化された ターゲ ッ ト を表示し ます。 送信

ターゲ ッ ト のみが表示されます。 
次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス は 0 と し ます。

$qaucli -pr iscsi  -ps 0



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

QConvergeConsole による一般的な管理

77 CU0354602-04 M

または ：

$qaucli -iscsi  -ps 0
Target ID:2 hba_no:0 IP:10.14.64.154 Port:3260 TGT Instance 
#:2
ISCSI Name:
Alias:
State:No Connection

3. CHAP に リ ン ク されているすべてのターゲ ッ ト を表示するには、

-chapmap コマン ド を発行し ます。 このコ マン ドは、 ターゲ ッ ト と  CHAP 
テーブルエン ト リ間のマ ッ ピングを リ ス ト し ます。 このコ マン ドの位置指
定パラ メ ータは、 <hba_port_inst> です。 

コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン ： 
-chapmap <hba_port_inst>

次の例では、 HBA ポー ト イ ンス タ ンス は 0 と し ます。

$qaucli -pr iscsi -chapmap 0
または ：

$qaucli -iscsi -chapmap 0
Targets configured for CHAP:
Target ID: 2 IP: 10.14.64.154 Port: 3260
ISCSI Name:
Alias:
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012
Target ID: 64 IP: 10.14.64.154 Port: 3260
ISCSI Name: iqn.1987-05.com.cisco:00.ba6d7ea87bba.chap1
Alias: chap1
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012
Target ID: 65 IP: 10.14.64.154 Port: 3260
ISCSI Name: iqn.1987-05.com.cisco:00.00c80ea3857f.chap2
Alias: chap2
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012
Target ID: 66 IP: 10.14.64.154 Port: 3260
ISCSI Name: iqn.1987-05.com.cisco:00.0b597ef8adf8.chap3
Alias: chap3
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012
Target ID: 67 IP: 10.14.64.154 Port: 3260
ISCSI Name: iqn.1987-05.com.cisco:00.28182218624e.chap4
Alias: chap4
Name: chapdbserver1
Secret: k9Q038iaZwlqPplq012
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Windows 管理アプリケーション
アダプ ターに使用できる Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ンは次のとお り です。

 Windows NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン 
 Windows チー ミ ング 
 Windows VLAN 設定 
 Windows NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ンのためのユーザー診断 

Windows NIC ドライバ管理アプリケーション
 概要 
 アダプ タープロパテ ィ の表示と変更 

概要

QConvergeConsole CLI （qaucli） ユーテ ィ リ テ ィ では、 qaucli –nt –zvt 
コマン ド を発行する こ とによ って VLAN と チー ミ ングの概要情報を表示できま

す。 （qaucli は、 Windows ド ラ イバを イ ンス ト ールする際に使用できる イ ンス

ト ールオプシ ョ ンです。 5 ページの 「Windows ド ラ イバのイ ンス ト ールと設

定」 を参照し て く だ さい。）

アダプタープロパティの表示と変更

この項では、 以下の目的で QConvergeConsole CLI を使用する方法を説明し

ます。

 アダプ タープロパテ ィ の表示 
 アダプ タープロパテ ィ の変更 

アダプタープロパティの表示

以下のコマン ド を実行し てアダプ タープロパテ ィ を表示し ます。 

検出されたすべてのアダプ ターポー ト を リ ス ト する ： 
qaucli -nic -i [cna_port_inst]

アダプ ターの情報を表示する ： 
qaucli -nic -icna [cna_port_inst]

ポー ト  DCBX プロ ト コル情報を表示する ： 
qaucli -nic -idcbx [cna_port_inst]

ポー ト 設定を表示する ： 
qaucli -nic -iset [cna_port_inst]
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物理リ ン クステータ スを表示する ： 
qaucli -nic -link [cna_port_inst]

ポー ト 情報を表示する ： 
qaucli -nic -pinfo [cna_port_inst]

アダプタープロパティの変更

アダプ ターポー ト を設定するには、 以下のコ マン ド を発行し ます。

qaucli -nic -n [cna_port_inst] <config_name|config_alias> 
<value> [<config_name|config_alias> <value>]

以下のプロパテ ィ を設定できます。

 Port_Alias 
 Port_Physical_MAC_Alias 
 Port_LAA_MAC_Alias 

表 3-1 の変数は変更可能ですが、 特定の OS または設定状態では変更できない

変数もあ り ます。 変更可能な変数を確認するには -c キーワー ド を使用し ます。

メモ

チー ミ ングされたアダプ ター、 または VLAN が設定されたアダプ ターの場

合、 アダプ タープロパテ ィ を直接変更し ないで く だ さい。 チー ミ ングされ
たアダプ ターと  VLAN が設定されたアダプ ターのプロパテ ィ が引き続き

チームプロパテ ィ と同期化されたまま と なる こ と を確実にするため、 プロ
パテ ィ の変更は Team Management （チーム管理） ページのみで行って

く だ さい （93 ページの 「チームの変更」 を参照）。
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アダプ ター設定エイ リ アスを設定するには、 以下のコ マン ド を発行し ます。

qaucli -nic -nh [cna_port_inst] <config_name|config_alias> 
<value> [<config_name|config_alias> <value>]

表 3-1. ポートアダプターの変数と値 

変数 値

Checksum_Offload_Enable on （オン）、 off （オフ）

IPv4_Checksum_Offload_Enable off （オフ）、 Rx、 Tx、 RxTx

IPv4_TCP_Checksum_Offload_Enable off （オフ）、 Rx、 Tx、 RxTx

IPv6_TCP_Checksum_Offload_Enable off （オフ）、 Rx、 Tx、 RxTx

IPv4_UDP_Checksum_Offload_Enable off （オフ）、 Rx、 Tx、 RxTx

IPv6_UDP_Checksum_Offload_Enable off （オフ）、 Rx、 Tx、 RxTx

Large_Send_Offload_Enable on （オン）、 off （オフ）

IPv4_Large_Send_Offload_v1_Enable on （オン）、 off （オフ）

IPv4_Large_Send_Offload_v2_Enable on （オン）、 off （オフ）

IPv6_Large_Send_Offload_v2_Enable on （オン）、 off （オフ）

Receive_Side_Scaling_Enable on （オン）、 off （オフ）

Header_Data_Split_Enable on （オン）、 off （オフ）

Jumbo_Frames_MTU_9000_Enable on （オン）、 off （オフ）

Jumbo_Frames_MTU_9000_Enable_Rx on （オン）、 off （オフ）

Jumbo_Frames_MTU_9000_Enable_Tx on （オン）、 off （オフ）

LOCAL_Administered_Address_MAC xx:xx:xx:xx:xx:xx

Port_Wake_On_LAN_Option 0= 無効、 1= マジ ッ ク フ レームで復帰

VLAN_ID 1.4094
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Windows チーミング 
 概要

 チー ミ ングモー ド

 チー ミ ングのための CLI の使用

 チーム管理 GUI の使用

 チー ミ ング設定

 チー ミ ング統計の表示

概要

同じサーバーで複数のネ ッ ト ワークアダプ ターをグループ化し てチームを作成で
きます。 チームを構成するアダプ ターは、 ス タ ン ド アロンのアダプ ターと し てで
はな く チームと し て機能し ます。 チームには、 メ ンバのアダプ ター間で ト ラ
フ ィ ッ クの負荷バラ ンシングを実施し た り、 一部のメ ンバの接続が失われた場合
のフ ォール ト ト レ ラ ンスを提供できる といった利点があ り ます。

チー ミ ング機能を有効にするには、 ベーシ ッ ク  NIC に加えてチー ミ ング ド ラ イ

バを イ ンス ト ールする必要があ り ます。

チーム MAC address  
初期化時に、 チー ミ ング ド ラ イバによ ってチームの MAC address が選択され、

これがチームを構成するアダプ ターの 1 つの MAC address にな り ます。 一般

的に、 最初に検知されたアダプ ターが優先プ ラ イマ リ アダプ ターに選ばれます。 
優先プ ラ イマ リの MAC address がチームの MAC address に割り当てられま

す。 あるいは、 任意の有効な MAC address をチームの静的 MAC address に
指定する こ とができます。 このア ド レスは LAA と も呼ばれます。 LAA には必ず

そのローカルイーサネ ッ ト ネ ッ ト ワークで固有のア ド レスを指定し ます。 この設
定によ り、 システム管理者は必要に応じ て柔軟にチームの MAC address を指

定する こ とが可能にな り ます。 

チーミングモード

チー ミ ングは、 ネ ッ ト ワークの信頼性と フ ォール ト ト レ ラ ンスを改善し、 効率的な
負荷バラ ンシングによ ってパフ ォーマンスを向上させる こ と を目的と し ています。 

以下の NIC チー ミ ングモー ドがあ り ます。

 フ ェ イルセーフモー ドは、 プ ラ イマ リのネ ッ ト ワーク接続に障害が生じ た

場合に、 代替のス タ ンバイまたは冗長アダプ ターがアク テ ィ ブになる こ と
を確実にし ます。 

 スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ンシングモー ドは、 チー ミ ングされたアダ

プ ター間での送信負荷の分散を確実にし ます。 
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 リ ン ク集約モー ド （802.3ad ス タ テ ィ ッ ク、 802.3ad ダイナ ミ ッ ク ［アク

テ ィ ブおよびパッ シブ LACP］） では、 複数のアダプ ターを個々のアダプ

ターのキャパシテ ィ を集約し た単一の仮想アダプ ターと し て使用する こ と
ができます。 

すべてのチームタ イプ （フ ェ イルセーフ、 スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ンシン
グ、 リ ン ク集約） は、 異種および同種アダプ ター構成のどち らにも対応できます。
各チームに QLogic アダプ ターが少な く と も 1 つ含まれている必要があ り ます。

表 3-2 は、 フ ェ イルセーフモー ド と  Tx 負荷バラ ンシングモー ドはスイ ッ チに依

存し ない、 つま り スイ ッ チの設定が不要なモー ド である こ と を示し ています。
LACP または 802.3ad ではスイ ッ チポー ト を LACP 用に設定し てお く 必要が

あ り ます。

フェイルセーフモード

フ ェ イルセーフモー ドはレ イヤ 2 のフ ォール ト ト レ ラ ンスを提供し ます。 フ ェ

イルセーフモー ドは冗長性によ りポー ト 不良時に対応する高い信頼性を提供し ま
す。 プ ラ イマ リ ネ ッ ト ワーク接続がダウンする と、 ス タ ンバイ し ているセカ ンダ
リ接続に自動的にデータ ト ラ フ ィ ッ クが転送されます。 優先プ ラ イマ リ アダプ
ターはシステム管理者が指定するか、 チー ミ ング ド ラ イバによ って選択されます
（管理者が優先アダプ ターを選択し なかった場合）。 チー ミ ング ド ラ イバが選択す
る場合、 帯域幅、 状態、 機能性が最も優れたアダプ ターが選択されます。 優先プ
ラ イマ リは常に QLogic アダプ ターである必要があ り ます。

表 3-2. Windows チーミングモード 

モード
フェイルオー
バー機能 スイッチ依存性

SFT 
（システムフォール

トトレランス）
負荷バランシング

チームあたりのポー
ト数（範囲 a）

a システムご とに 16 × 16 のポー ト を集約できます ： チームご とに 16 ポー ト 、 システムご とに 16 チームです。

フ ェ イルセーフ はい ：
レ イヤ 2

いいえ はい いいえ 1 ～ 16 

Tx 負荷バラ ンシング はい いいえ はい はい ： レ イヤ 3 
または 4

1 ～ 16 

スタ テ ィ ッ ク 802.3ad はい はい はい はい 1 ～ 16 

ダイナ ミ ッ ク 802.3ad はい はい はい はい 1 ～ 16 
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管理者は以下のフ ェ イルバッ ク タ イプのいずれかを選択し て、 障害発生後に優先
プラ イマ リへの接続を回復する際の動作を指定できます。

 な し

優先プ ラ イマ リが動作を回復し ても、 ド ラ イバはプ ラ イマ リ を自動的にア
ク テ ィ ブアダプ ターに切り替えません。 

 Preferred Primary （優先プ ラ イマ リ）

優先プ ラ イマ リが動作を回復する と、 ド ラ イバはプ ラ イマ リ を自動的にア
ク テ ィ ブアダプ ターに切り替えます。 ネ ッ ト ワーク上の通信量はス タ ン ド
バイアダプ ターから プ ラ イマ リ アダプ ターに変わって伝送を再開し ます。
セカ ンダ リ アダプ ターへの ト ラ フ ィ ッ クはプ ラ イマ リ アダプ ターがダウン
し ている期間のみ継続し ます。 

 Auto Select （自動選択）

チー ミ ング ド ラ イバが帯域幅、 リ ン クステータ ス、 正常性などのパラ メ ー
タに基づいて最適なアダプ ターを自動選択するよ う に設定する場合は、 こ
のオプシ ョ ンを有効にし ます。 

フ ェ イルセーフモー ド では、 サポー ト される機能やキャパシテ ィ が異なるアダプ
ターや別のベンダーの製品をス タ ンバイアダプ ターに設定できます。

チーム内のすべてのアダプ ターが共通のチーム MAC address を共有し ます。 

これにはローカル管理される任意の MAC address を指定するか、 ド ラ イバに

よ って選択されるデフ ォル ト の MAC address が使用されます。 チーム内のアダ

プ ターは一度に 1 つのみアクテ ィ ブにな り ネ ッ ト ワーク上の通信量を受け付けま

す。 スイ ッ チに同一の MAC address が 2 つ同時に存在する こ とはあ り ません。

フ ェ イルセーフ モー ドは他のすべてのチー ミ ングモー ド にも含まれてお り、 スイ ッ
チに依存し ません。

スイッチに依存しない負荷バランシングモード

スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ンシングモー ドは、 フ ェ イルセーフ機能を提供
し、 送信負荷バラ ンシングをサポー ト し ます。 受信負荷バラ ンシングには、
802.3ad モー ド を使用し ます。 

このモー ド では、 アウ ト バウン ドの ト ラ フ ィ ッ クがメ ンバアダプ ター間で効率的
に分散され、 伝送帯域幅が向上し ます。 不連続パケ ッ ト 送信を回避するため、 ト
ラ フ ィ ッ ク負荷バラ ンシングは接続ベースになっています。 管理者は以下のいず
れかの負荷バラ ンシングタ イプを選択できます。

 Auto Select （自動選択） は、 負荷がターゲ ッ ト の IP ア ド レス （IPv4 ま
たは IPv6） およびポー ト 番号に基づいて分散される こ と を示し ます。 この

オプシ ョ ンでは、 ト ラ フ ィ ッ ク フ ローと チームアダプ ターが 1 対 1 で対応

するよ う にな り ます。 
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 MAC address based （MAC address ベース） は、 ターゲ ッ ト  MAC 
address に基づいて負荷が分散される こ と を示し ます。 

スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ンシングでは、 チームへの ト ラ フ ィ ッ クは優先プ
ラ イマ リ アダプ ターが受け付けます。 優先プ ラ イマ リ アダプ ターに障害が発生す
る と、 受信負荷はセカ ンダ リ アダプ ターに送られます （フ ェ イルオーバー処理）。
優先プ ラ イマ リ アダプ ターが復旧する と、 受信負荷は優先プ ラ イマ リ アダプ ター
に送られるよ う にな り ます （フ ェ イルバッ ク処理）。 このよ う にし て、 スイ ッ チ
に依存し ない負荷バラ ンシングチームはフ ェ イルセーフチームと同様の機能も果
た し ます。 フ ェ イルオーバーまたはフ ェ イルバッ クによ って優先プ ラ イマ リが変
わるたびに、 チームの Gratuitous ア ド レス解決プロ ト コル （ARP） によ って、

他のネ ッ ト ワークエレ メ ン ト にプ ラ イマ リ アダプ ターの変更が通知されます。

リンク集約モード

リ ン ク集約は、 複数の NIC を LAG と呼ばれる 1 つの論理的ネ ッ ト ワーク イ ン

タ フ ェ ースに組み合わせる こ と で、 帯域幅を拡大し信頼性を高めます。 リ ン ク集
約は拡張可能で、 チームのアダプ ターを統計的または動的に追加または削除する
こ とができます。 

LAG を構成するすべてのチームポー ト からの ト ラ フ ィ ッ クは同一の MAC 
address を使用し てお り、 これはチームの MAC address です。 新しいアダプ

ターが LAG に加わる と き、 または LAG を構成するアダプ ターに不具合が発生

し た場合、 スイ ッ チ とサーバー間で簡単なプロ ト コルの交換を行った後、 LAG 
は機能を再開し ます。 QLogic アダプ ターは短時間で集約され、 レーテンシは 1
～ 2 秒です。

リ ン ク集約モー ド には 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。 

 ス タ テ ィ ッ ク リ ン ク集約

 ダイナ ミ ッ ク リ ン ク集約

ス タ テ ィ ッ ク リ ン ク集約

ス タ テ ィ ッ ク リ ン ク集約 （SLA、 汎用 ト ラ ンキングの 802.3ad ス タ テ ィ ッ ク プ

ロ ト コル） は、 802.3ad 準拠のスイ ッ チを必要とするスイ ッ チ使用のチー ミ ン

グモー ド です。 スイ ッ チポー ト は LAG を構成する複数のアダプ ターを、 単一の

仮想アダプ ターと し て認識するよ う に設定し てお く 必要があ り ます。 

メモ

上記 2 つのリ ン ク集約モー ド を使用するには、 IEEE 802.3ad 標準をサ

ポー ト するスイ ッ チが必要です。
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SLA では、 スイ ッ チのポー ト はデフ ォル ト でアク テ ィ ブにな っています。 スイ ッ

チ と中間ド ラ イバの間で、 LAG に加わっているアダプ ターを判断するためのネゴ

シエーシ ョ ンは行われません。

SLA モー ド では、 プロ ト コルス タ ッ クは LAG に対応するア ドバタ イズされた単

一の MAC address と、 IP ア ド レスを使用し た ARP 要求に応答し ます。 伝送中、

チームに含まれる物理的な各アダプ ターは同一のチーム MAC address を使用し

ます。 スイ ッ チ （リ ン クの他方側の） は、 ト ラ ンキングチー ミ ングモー ド を認識
し ているため、 ト ラ ン クが単一の仮想ポー ト と し て表示されるよ う に、 転送テー
ブルを適切に変更し ます。 この改変によ り、 受信側に正し く ト ラ フ ィ ッ クがルー
テ ィ ングされるよ う にな り ます。 このモー ド では、 スイ ッ チは受信 ト ラ フ ィ ッ ク
も メ ンバアダプ ター間で分散し ます。

ダイナ ミ ッ ク リ ン ク集約

LACP のダイナ ミ ッ ク リ ン ク集約 （DLA） は SLA と似ていますが、 LACP が
スイ ッ チ と中間ド ラ イバののハン ド シ ェ イ クによる LAG の自己設定を許可する

点が異なっています。 チームが機能するためには、 リ ン クの両端 （サーバーと ス
イ ッ チ） で LACP が有効になっている必要があ り ます。 LACP （802.3ad ダイ

ナ ミ ッ ク） は、 スイ ッ チポー ト が中間 ド ラ イバと ダイナ ミ ッ クに通信する こ と を
可能にする こ とから、 チームからの制御されたポー ト の追加と削除を行う こ とが
できるよ う にな り ます。 

リ ン ク集約モー ドは送信負荷バラ ンシングと フ ェ イルセーフ をサポー ト し ていま
す。 リ ン ク集約チームに加わっているポー ト から接続し ている リ ン クがダウンす
る と、 LACP は残りのメ ンバ間でフ ェ イルオーバーと負荷バラ ンシングを提供

し ます。 さ らに、 チームに新しい メ ンバポー ト が加わった り、 チームからポー ト
が削除された り し た場合、 スイ ッ チが受信処理に対し て負荷の再バラ ンシングを
実施し、 ド ラ イバが送信処理に対し て負荷バラ ンシングを実施する こ と で、 構成
の変更に対応し ます。 

LACP の送信負荷分散には次のオプシ ョ ンがあ り ます。

 None （な し） は、 ト ラ フ ィ ッ クの分散が行われないこ と を示し ます。 単独

の 「アク テ ィ ブな」 アダプ ターのみが送信に使用されます。 ド ラ イバによ っ
て LACP の状態情報に基づきアク テ ィ ブなアダプ ターが選択されます。 

 Auto Select （自動選択） は、 ターゲ ッ ト の IP ア ド レスおよびポー ト 番号

に基づいて負荷が分散される こ と を示し ます。 このオプシ ョ ンでは、 ト ラ
フ ィ ッ ク フ ローと チームアダプ ターが 1 対 1 で対応するよ う にな り ます。 

 MAC address based （MAC address ベース） は、 ターゲ ッ ト  MAC 
address に基づいて負荷が分散される こ と を示し ます。 
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チーミングのための CLI の使用

チームの表示、 作成、 設定、 削除には QConvergeConsole を使用する こ とが

できます。

チームのリ ス ト を表示するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

qaucli -nic –teamlist
チーム情報を表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -teaminfo <team_inst|ALL>
新しいチームを設定する前に利用可能なポー ト をプレビ ューするには、 このコ マ
ン ド を実行し ます。

qaucli -nic -teamnew_portspreview
新しいチームを設定するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -teamnew <team_type> <port_insts|ALL>
port_insts はコ ンマで区切ったポー ト イ ンデ ッ クス （た と えば 1、 2） で、

team_type は 1 = フ ェ イルオーバーまたは 2 = 負荷バラ ンシングのどち

らかにな り ます。

チームを削除するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -teamdel <team_inst|ALL>

チーム管理 GUI の使用

以下のよ う なチームに関連するアク テ ィ ビテ ィ の管理作業には、 チーム管理プロ
パテ ィ ページを使用し ます。

 ネ ッ ト ワーク ト ポロジの表示 
 チームの作成、 変更、 削除 
 チームプロパテ ィ の表示と変更 
 仮想アダプ ターの追加と削除 

メモ

次の内容は、 QConvergeConsole CLI を使用し たチー ミ ングと  VLAN の
設定に該当し ます。

Windows Server 2012 以降 ： 
QConvergeConsole CLI はチー ミ ングと  VLAN 設定をサポー ト し ませ

ん。 QConvergeConsole CLI ではな く 、 ネイテ ィ ブの Windows チー ミ

ングイ ン タ フ ェースを使用し て く だ さい。
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チーム管理プロパテ ィ ページを起動する手順は次のとお り です。

1. Windows の Computer Management （コ ンピ ュータの管理） ダイアロ

グボ ッ クスにアクセス し て左ペイ ンの Device Manager （デバイスマ

ネージャ） を ク リ ッ ク し ます。 
2. Network adapters （ネ ッ ト ワークアダプ ター） の下の QLogic 10 

Gigabit Ethernet adapter （QLogic 10 Gigabit Ethernet アダプ ター）

を右ク リ ッ ク し て Properties （プロパテ ィ ） を選択し ます。 
3. Team Management （チーム管理） タ ブを ク リ ッ ク し てこのページを前

面に表示 （図 3-1 を参照） し、 チー ミ ング関連の管理作業を行います。

図 3-1. チーム管理のプロパティページ

Team Management （チーム管理） ページの左側の Teams and Adapters
（チームと アダプ ター） ペイ ンにはこのシステムに現在存在するネ ッ ト ワークデ
バイスがリ ス ト されます。

 チームアダプ ターと仮想アダプ ター、 およびそのメ ンバの物理アダプ ター 
 QLogic およびその他のベンダーのアダプ ター 

Team Management （チーム管理） ページ下部の How-to （ハウツー） ボ ッ ク

スには、 チーム作成、 仮想アダプ ターの追加などの手順が表示されます。 
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チーミング設定

チー ミ ング設定には、 チームの作成、 変更、 削除、 チーム統計の表示などの操作
があ り、 すべて Team Management （チーム管理） プロパテ ィ ページから行い

ます。 チーム管理プロパテ ィ ページを起動する手順は、 86 ページの 「チーム管

理 GUI の使用」 を参照し て下さい。

チームの設定手順は以下の通り です。 

 チームの作成 
 チームの変更 
 チームの削除 
 チー ミ ング設定の保存と復元 

チームの作成

チームを作成する手順は次のとお り です。

1. Teams （チーム） フ ォルダアイ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 Create Team
（チームの作成） を ク リ ッ ク し ます （図 3-2 を参照）。 

図 3-2. チームの作成



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ン

89 CU0354602-04 M

2. 固有のチーム名が自動的に指定されますが、 独自のチーム名を入力する こ
と もできます。 チーム名はシステム上で固有である必要があ り ます。 

3. Create Team （チームの作成） ダイアログボ ッ クスで以下の項目 （詳し く

はダイアログボ ッ クスのメ ッ セージペイ ンを参照） を指定し、 OK を ク

リ ッ ク し てアダプ タープロパテ ィ に戻り ます。 

 Name （名前） — 新しいチームの名前を入力し ます。 

 Type （タ イプ） - Failsafe Team （フ ェ イルセーフチーム）、

802.3ad Static Team （802.3ad ス タ テ ィ ッ クチーム）、 802.3ad 
Dynamic Team （802.3ad ダイナ ミ ッ クチーム）、 または Switch 
Independent Load Balancing （スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ン

シング） のいずれかを ク リ ッ ク し てチー ミ ングモー ド を選択し ます。
802.3ad ダイナ ミ ッ クオプシ ョ ンを選択し た場合は、 以下のいずれ

かのオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。 

 Active LACP （アクテ ィ ブ LACP） ： LACP は物理的なポー ト

が 1 つの集約セ ッ ト にチー ミ ングされる こ と を制御するレ イヤ 
2 プロ ト コルです。 LACP は、 接続ポー ト で集約をサポー ト す

るスイ ッ チにホス ト のポー ト が接続されているかど うかを検知
し、 それらのポー ト を集約バン ドルに組み込みます。 LACP が
機能するためには、 いずれかの側がアクテ ィ ブ LACP である必

要があ り ます。アクテ ィ ブ LACP 側はプロ ト コルを開始し ます。 

 Passive LACP （パッ シブ LACP） ： パッ シブ LACP 側はアク

テ ィ ブな LACP 要求にのみ応答し ます。 

 Adapters to Add （追加するアダプ ター） - チームに含めるアダプ

ターの横のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 

 Use default MAC Address （デフ ォル ト の MAC address を使用

する） - ド ラ イバが割り当てる MAC address を使用する場合はこの

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 リ ス ト から ローカル管理される 
MAC address を選択する場合はチ ェ ッ ク を外し ます。 

 Failback Delay （フ ェ イルバッ ク遅延） - フ ェ イルバッ ク遅延の秒

数を入力し ます。

 Select Preferred Primary Adapter （優先プ ラ イマ リ アダプ ター

を選択する） - チームのアダプ ターリ ス ト から優先プ ラ イマ リ アダプ

ターを選択するか、 None （な し） を選択し て ド ラ イバが指定する優

先プ ラ イマ リ アダプ ターを使用し ます。 
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 Failback Type （フ ェ イルバッ ク タ イプ） - チームタ イプが Failsafe 
Team （フ ェ イルセーフチーム） の場合は、 フ ェ イルバッ ク タ イプに 
None （な し）、 Auto Select （自動選択）、 または Preferred 
primary （優先プ ラ イマ リ） のいずれかを選択し ます。 

 Load Balancing Type （負荷バラ ンシングタ イプ） - チームタ イプが 
802.3ad Static Team （802.3ad ス タ テ ィ ッ クチーム） または 802.3ad 
Dynamic Team （802.3ad ダイナ ミ ッ クチーム） の場合、 負荷バラ ン

シングのタ イプを次から選択し ます ： Auto （自動）、 MAC Address 
Based （MAC address ベース）、 または None （な し）。 

 Distribution Type （分散タ イプ） - チームタ イプが Switch 
Independent Load Balancing （スイ ッ チに依存し ない負荷バラ ンシ

ング） の場合、 分散タ イプを Auto Select （自動選択） または MAC 
Address Based （MAC address ベース） の中から選択し ます。 

 Advanced （詳細設定） - RSS、 MTU、 または各種負荷軽減などの 
QLogic 固有のチーム機能を設定するにはこのボタ ンを ク リ ッ ク し ま

す。 これらのプロパテ ィ は、 チームの作成後に競合が起きないよ う に
メ ンバアダプ ターを設定するために使用し ます。 図 3-7 は 
Advanced Team Properties （チームプロパテ ィ 詳細設定） ダイア

ログボ ッ クスを示し ています。 

以下の図にさ まざまなチームモー ドの設定を示し ます。

図 3-3. フェイルセーフチームの作成
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図 3-4. スイッチに依存しない負荷バランシングチームの作成

図 3-5. 802.3ad スタティックチームの作成
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図 3-6. 802.3ad ダイナミックチームの作成

図 3-7. チームプロパティの詳細設定
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4. チームが正し く 作成されているかど うかは、 Team Management （チー

ム管理） ページの Team and Adapters （チームと アダプ ター） ペイ ンで

確認できます。 

図 3-8 は新し く 作成されたチームの例です。 右側の Team Data （チーム

データ） ペイ ンには、 左側の Teams and Adapters （チームと アダプ

ター） ペイ ンで現在選択されているチームまたはアダプ ターのプロパテ ィ 、
情報、 およびステータ スが表示されます。

図 3-8. 新規チーム作成の確認

チームの変更

チームの変更は、 次の方法で行 う こ とができます。

 チームに 1 つまたは複数のメ ンバを追加または削除する。

 チームのプロパテ ィ を変更する。



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ン

94 CU0354602-04 M

チーム メ ンバを追加する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） プロパテ ィ ページで、 チームに追加

するアダプ ターを右ク リ ッ ク し ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Add to Team （チームに追加） をポイ ン ト

し、 このアダプ ターを追加するチームを ク リ ッ ク し ます （図 3-9 を参照）。 

図 3-9. チームの追加

メモ

すでに別のチームのメ ンバになっているアダプ ターをチームに追加す
る こ とはできません。 チームのチー ミ ング （ネス ト されたチーム） は
サポー ト されていません。
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チームからアダプ ターを削除する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） プロパテ ィ ページで、 チームから削

除するアダプ ターを右ク リ ッ ク し ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Remove from Team （チームから削除） を

ク リ ッ ク し ます。 

チームには少な く と も  2 つのアダプ ターが存在する必要があ り ます。 チームの

メ ンバと し て必要な く なった場合、 そのアダプ ターをチームから削除する こ とが
できます。

チームのプロパテ ィ を変更する手順は次のとお り です。

VLAN と チー ミ ングソ リ ューシ ョ ンが正し く 機能するためには、 チームのすべ

てのアダプ ターおよび複数の VLAN が設定されたアダプ ターをチームプロパ

テ ィ と常に同期し てお く 必要があ り ます。 Team Management （チーム管理）

ページでは、 チームと  VLAN が設定されたアダプ ターのプロパテ ィ のみを変更

するよ う にし て く だ さい。

1. Team Management （チーム管理） ページの右側ペイ ンで、 Team Data
（チームデータ） の下の Properties （プロパテ ィ ） リ ス ト を展開し ます。 

2. 変更するチームプロパテ ィ をダブルク リ ッ ク し ます。 

メモ

チームには少な く と も  1 つの QLogic アダプ ターが含まれている必要があ

り ます。 QLogic アダプ ターは、 そのチームに存在する最後の QLogic ア
ダプ ターでない限り削除できます。
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3. Advanced Team Properties （チームプロパテ ィ の詳細設定） ダイアロ

グボ ッ クス （図 3-10 を参照） で、 新しい Property Value （プロパテ ィ

値） を指定し て、 OK を ク リ ッ ク し ます。 

図 3-10. チームプロパティの詳細設定の変更 

チームプロパテ ィ への変更は即時に反映されます。 チームプロパテ ィ を変更する と
ド ラ イバがリ ロー ド されるため、 その間一時的に接続が失われる場合があ り ます。

チームの構成を変更するには ：

1. Team Management （チーム管理） ページで、 左側ペイ ンの Teams 
and Adapters （チームと アダプ ター） 下から プロパテ ィ を変更するチー

ムの名前を右ク リ ッ ク し ます。 

メモ

すべてのチームアダプ ターと  VLAN が設定されたアダプ ターがチームプロ

パテ ィ と確実に同期されるよ う にするため、 アダプ ターの 詳細設定ページ

から直接変更を行 う こ とは避けて く だ さい。 特定のアダプ ターのプロパ
テ ィ がチームプロパテ ィ と同期されていない場合は、 そのチームまたはア
ダプ ターのプロパテ ィ を変更し てお互いのプロパテ ィ を同じにし てから
チームを リ ロー ド し ます。 チームを リ ロー ド する手順は次のとお り です。
Team Management （チーム管理） ページで、 左側ペイ ンの Teams 
and Adapters （チームと アダプ ター） の下にあるチーム名を右ク リ ッ ク

し て Reload Team （チームのリ ロー ド） を ク リ ッ ク し ます。
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2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから、 Modify Team （チームの変更） を ク リ ッ

ク し ます （図 3-11 を参照）。 

図 3-11. チームプロパティの変更

3. Modify Team Properties （チームプロパテ ィ の変更） ダイアログボ ッ ク

スで、 必要に応じ てチームパラ メ ータ を変更し てから、 OK を ク リ ッ ク し

ます。 
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例 1 ： フ ェ イルセーフチームの場合、 図 3-12 にあるよ う に、 チーム名、 割り当

てられたチームス タ テ ィ ッ ク  MAC address 、 優先プ ラ イマ リ アダプ ター、 お

よびフ ェ イルバッ ク タ イプを変更できます。

図 3-12. フェイルセーフチームプロパティの変更

例 2 ： チームタ イプ と対応するチーム属性を変更できます。 例えば、 failsafe 
（フ ェ イルセーフ） から  switch-independent load balancing （スイ ッ チに依存

し ない負荷バラ ンシング） へ、 または 802.3ad static team （802.3ad ス タ

テ ィ ッ クチーム） から  802.3ad dynamic team （802.3ad ダイナ ミ ッ クチーム）

へ変更できます。 図 3-13 はフ ェ イルセーフチームの変更を示し ており、 新規

チームタ イプおよびチーム属性のデフ ォル ト 値が表示されています。 属性値は手
動で変更できます。 

図 3-13. チームタイプの変更
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チームの削除

チームを削除する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） プロパテ ィ ページで、 左側ペイ ンの 
Teams and Adapters （チームと アダプ ター） の下から削除するチーム

の名前を右ク リ ッ ク し ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Delete team （チームを削除） を ク リ ッ ク し

ます。 

チーミング設定の保存と復元

ネ ッ ト ワーク ト ポロジや設定が意図せずに失われて し ま った場合に備え、 定期的
に設定を保存し てお く こ と を推奨し ます。 現在の設定とは、 フ ァ イルに保存可能
なチーム、 VLAN、 プロパテ ィ です。 以前の設定を復元する と、 現行の設定が失

われる こ とにな り ます。

設定を保存する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） ページの Teams and Adapters
（チームと アダプ ター） 下で、 Teams （チーム） フ ォルダを右ク リ ッ ク し

ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Save to File （フ ァ イルに保存） を ク リ ッ ク

し ます。 

3. 設定を保存する場所を入力し ます。 

設定を復元する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） ページの Teams and Adapters
（チームと アダプ ター） 下で、 Teams （チーム） フ ォルダを右ク リ ッ ク し

ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Restore From File （フ ァ イルから復元）

を ク リ ッ ク し ます。 

3. 以前に保存し た設定フ ァ イルを選択し ます。 

チーミング統計の表示

QConvergeConsole ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てチー ミ ングおよびイーサネ ッ ト

の統計を表示できます。

チー ミ ング統計を CLI で表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -statport 

イーサネ ッ ト 統計のカウン タ を リ セ ッ ト するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

qaucli -nic -sreset [cna_port_inst]
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イーサネ ッ ト ポー ト 統計を表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -statport [cna_port_inst]

イーサネ ッ ト 統計カウン タのリ セ ッ ト を取り消すには、 以下のコ マン ド を実行し
ます。

qaucli -nic -sunreset [cna_port_inst]

Windows VLAN 設定
VLAN とは、 同じ物理的 LAN 上にあるかのよ う に通信し合う デバイスの集合を

指し ます。 この項では、 以下の VLAN 情報を取り上げます。

 VLAN プロパテ ィ

 VLAN のための CLI の使用

 VLAN のための GUI の使用

VLAN プロパティ

VLAN プロ ト コルでは、 イーサネ ッ ト フ レームにそのフ レームが属する VAN を
識別する タグを挿入できます。 タグが存在する場合、 VLAN タグは 4 バイ ト の

タグで、 イーサネ ッ ト フ レームのソース MAC address と長さおよびタ イプ

フ ィ ールドの間に挿入されます。 VLAN タグの最初の 2 バイ ト は 802.1q タグ

タ イプで構成され、 その次の 2 バイ ト にはユーザー優先度フ ィ ール ド と  VLAN 
ID （VID） が含まれます。 

QLogic アダプ ターの場合、 VLAN のタグ付けは IEEE 802.1q プロ ト コルに基づ

いて行われ、 単一のポー ト の場合もチームの場合でも プロセスは同じにな り ます。 

単一のポー ト またはポー ト のチームに複数の VLAN を設定できます。 VLAN の
数の上限は 64 です。 各 VLAN にはプロ ト コルに基づ く 仮想ネ ッ ト ワーク イ ン

タ フ ェ ースで表されます。 

VLAN のための CLI の使用

VLAN の表示、 追加、 および削除に QConvergeConsole CLI ユーテ ィ リ テ ィ

を使用し ます。

VLAN のリ ス ト を表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vlanlist

VLAN 情報を表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vlaninfo [vlan_inst|ALL]
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ポー ト またはチームに追加する前に VLAN をプレビ ューするには、 以下のコ マ

ン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vlanadd_preview

VLAN をポー ト またはチームに追加するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vlanadd <list_insts> <vlan_id>

list_insts はコ ンマで区切られたポー ト イ ンデ ッ クス （た と えば 1、 2）

で、 vlan_id はコ ンマで区切られた数値 （た と えば 1...4095 または 
100,555） です。 リ ス ト イ ンデ ッ クスをプレビ ューするには 
-vlanadd_preview コ マン ド を使用し ます。

ポー ト またはチームから削除する前に VLAN をプレビ ューするには、 以下のコ

マン ド を実行し て -vlandel コ マン ド に使用する イ ンデ ッ クスを リ ス ト し ます。

qaucli -nic -vlandel_preview 

ポー ト またはチームから  VLAN を削除するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vlandel <list_insts|ALL> <vlan_id|ALL>

list_insts はコ ンマで区切られたポー ト イ ンデ ッ クス （た と えば 1、 2）

を指定し、 vlan_id はコ ンマで区切られた数値 （た と えば 1...4095 また

は 100,555） を指定し ます。 リ ス ト イ ンデ ッ クスをプレビ ューするには、

-vlandel_preview コ マン ド を使用し ます。

VLAN と チー ミ ング状態の設定を表示するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vtcfgview [state_cfg_file]

VLAN と チー ミ ング状態の設定を保存するには、 以下のコ マン ド を実行し ます。

qaucli -nic -vtsave [state_cfg_file]

VLAN およびチー ミ ング状態の設定を復元するには、 以下のコ マン ド を実行し

ます。

qaucli -nic -vtrestore [state_cfg_file]

メモ

上述のコマン ド で state_cfg_file オプシ ョ ンを指定し ていない場合、

デフ ォル ト フ ァ イルはイ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ内の vtstate.cfg にな

り ます。
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VLAN のための GUI の使用

チーム管理 GUI を使用し て以下の VLAN 操作を行う こ とができます。

 VLAN の追加と設定

 VLAN の削除

 VLAN 統計の表示

VLAN の追加と設定

Team Management （チーム管理） ページを使用し て、 チームに加わっていな

いアダプ ターに直接、 または、 アダプ ターの NIC ド ラ イバのパラ メ ータ を設定

する際に、 チームに加わっていないアダプ ターに、 チームの VLAN を追加でき

ます。 チームが作成されるたびに、 仮想アダプ ターが黙示的に作成され、 それが
そのチームのデフ ォル ト の VLAN にな り ます。 1 つのチームにタグのない 
VLAN は 1 つだけ存在できます。

それぞれに異なる VLAN ID を割り当てたイ ンス タ ンスを作成する こ とによ り、

チー ミ ングされたアダプ ター上に複数の仮想アダプ ターを作成できます。

VLAN を追加および設定する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） ページで、 Teams and Adapters
（チームと アダプ ター） の下からチームまたはチームではないアダプ ターを
右ク リ ッ ク し ます。 



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ン

103 CU0354602-04 M

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから、 Add VLAN （VLAN の追加） を ク リ ッ ク

し ます （図 3-14 を参照）。 

図 3-14. VLAN の追加

3. Configure VLAN （VLAN の設定） ダイアログボ ッ クス （図 3-15 を参

照） で、 VLAN Name （VLAN 名） と  VLAN ID ボ ッ クスに値を入力し、

適切な VLAN Type （VLAN タ イプ） を ク リ ッ ク し て、 OK を ク リ ッ ク し

ます。 

図 3-15. VLAN の設定
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VLAN の追加が完了する と、 追加し た VLAN が Team Management
（チーム管理） ページの Teams and Adapters （チームと アダプ ター） 

の下に Virtual Adapter （仮想アダプ ター） と し て表示されます。

4. 追加し た仮想アダプ ターを ク リ ッ クする と、 VLAN Data （VLAN データ）

ペイ ンにその仮想アダプ ターのすべてのプロパテ ィ 、 情報、 ステータ スが
表示されます （図 3-16 参照）。 

図 3-16. VLAN データプロパティの表示



3– アダプ ター管理アプ リ ケーシ ョ ン

Windows 管理アプ リ ケーシ ョ ン

105 CU0354602-04 M

VLAN の削除

VLAN がチームに必要な く なった と きは、 削除できます。

VLAN を削除する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） ページで、 削除する VLAN を右ク

リ ッ ク し ます。 

2. シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Remove from Team （チームから削除） を ク

リ ッ ク し ます。 

VLAN 統計の表示

次の手順で VLAN を選択し て統計を表示し ます。

VLAN 統計を表示する手順は次のとお り です。

1. Team Management （チーム管理） ページで、 左側ペイ ンの Teams
（チーム） フ ォルダからチーム名を ク リ ッ ク し ます。 

2. VLAN タ イプ、 VLAN ID、 チームの IP、 リ ン クステータ ス、 リ ン ク速度、

送受信バイ ト 数など、 右側の Team Data （チームデータ） に リ ス ト され

た統計データ を確認し ます。 

メモ

VLAN を削除するためには、 チームに少な く と も  1 つの VLAN が存在す

る必要があ り ます。 チームの最後の VLAN を削除し て し ま う と、 そのチー

ム全体が削除される こ とにな り ます。
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Windows NIC ドライバ管理アプリケーションのためのユー
ザー診断 

本項では、 Windows NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン用ユーザー診断に関す

る以下の情報について説明し ます。

 Windows ユーザー診断の実行

 Windows 診断テス ト の説明

 Windows 診断テス ト メ ッ セージ

Windows ユーザー診断の実行

ユーザー診断は、 GUI または CLI のいずれかを使用し て実行できます。

GUI でユーザー診断を実行する手順は次のとお り です。

1. Windows のコ ン ト ロールパネルにアクセス し てデバイスマネージャ を開

きます。 

2. デバイスマネージャで QLogic 10Gb イーサネ ッ ト アダプ ターを右ク リ ッ

ク し、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューの Properties （プロパテ ィ ） を ク リ ッ ク

し ます。 

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順情報は、 すべて QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシス

テムで説明されています。
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3. アダプ タープロパテ ィ ページで、 Diagnostics （診断） タ ブを ク リ ッ ク し

ます。 

図 3-17 は Diagnostics （診断） ページを示し ています。 

図 3-17. Windows での診断テスト

4. Diagnostic Tests （診断テス ト ） 下で、 実行するテス ト を示すチ ェ ッ ク

ボ ッ クスを 1 つ、 または複数選択し ます。 Hardware Test （ハー ド ウ ェ

アテス ト ）、 Register Test （レジス タ テス ト ）、 Interrupt Test （割り込

みテス ト ）、 Internal Loopback Test （内部ループバッ ク テス ト ）、

External Loopback Test （外部ループバッ ク テス ト ）、 および Link 
Test （リ ン ク テス ト ）。 （各テス ト タ イプは、 112 ページの 「Windows 診
断テス ト の説明」 で説明されています。） 
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5. Run Tests （テス ト の実行） を ク リ ッ ク し ます。 

CUI でユーザー診断を実行する手順は次のとお り です。

QConvergeConsole CLI （qaucli） は、 統合されたコ マン ド ラ イ ンユーテ ィ リ

テ ィ であ り、 ユーザー診断の実行を含む、 すべての QLogic アダプ ターモデル

を管理し ます。 

全体的なオプシ ョ ン （-pr <protocol>） を使用する と、 特定のプロ ト コルタ

イプ （NIC、 iSCSI、 またはフ ァ イバーチャネルのいずれか） でこのユーテ ィ リ

テ ィ を開始する こ とができます。 プロ ト コルを指定し ない場合は、 すべてのプロ
ト コルがデフ ォル ト で有効にな り ます。 表 3-3 および表 3-4 では、 プロ ト コル

を選択するための QConvergeConsole コ マン ド を リ ス ト し ています。

メモ

同時に複数のテス ト を実行する こ とはできません。 各テス ト を 1 つ
ずつ順次実行できます。

表 3-3. メニューモードでのプロトコルの選択 

コマンド 説明 

qaucli QConvergeConsole CLI を対話モー ド で開始し ます 

qaucli -pr nic [options] NIC コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを実行し ます 

qaucli -pr iscsi [options] iSCSI コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを実行し ます 

qaucli -pr fc [options] フ ァ イバチャネルおよび FCoE コマン ド ラ イ ンオプ

シ ョ ンを実行し ます 

qaucli -npar [options] NIC パーテ ィ シ ョ ニング （NPAR） （スイ ッ チ非依存

パーテ ィ シ ョ ニング） コマン ド ラ イ ンの発行オプ
シ ョ ン

表 3-4. レガシーモードでのプロトコルの選択 

コマンド 説明 

qaucli -nic [options] NIC のレガシーコマン ド ラ イ ンを使用し ます 

netscli [options] NIC のレガシーコマン ド ラ イ ンを使用し ます 

qaucli -iscsi [options] iSCSI のレガシーコマン ド ラ イ ンを使用し ます 

iscli [options] iSCSI のレガシーコマン ド ラ イ ンを使用し ます 
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表 3-5 にある とお り、 診断ヘルプ コ マン ド、 および特定のプロ ト コルそれぞれ

に使用できる コマン ド オプシ ョ ンは、 そのプロ ト コルに -h を指定する こ と

に ょ って表示できます。

qaucli -fc [options] フ ァ イバチャネルのレガシーコマン ド ラ イ ンを
使用し ます 

scli [options] フ ァ イバチャネルのレガシーコマン ド ラ イ ンを
使用し ます 

表 3-5. 困ったときは 

コマンド 説明 

-h 特定のアダプ タータ イプの使用状況を印刷し た後、 終了し
ます 

qaucli -pr nic -h NIC プロ ト コルの使用状況を印刷し た後、 終了し ます 

qaucli -pr fc -h フ ァ イバチャネルおよび FCoE プロ ト コルの使用状況を

印刷し た後、 終了し ます 

qaucli -pr iscsi -h iSCSI プロ ト コルの使用状況を印刷し た後、 終了し ます 

qaucli -npar -h NPAR （スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング） コマン ド使

用状況の印刷後、 終了し ます 

表 3-4. レガシーモードでのプロトコルの選択 ( 続き )

コマンド 説明 
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表 3-6 には、 その他の Windows 診断コ マン ドがリ ス ト されています。

表 3-7 には、 Windows CLI 診断テス ト コ マン ドがリ ス ト されています。 これら

のテス ト の実行中は、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クが中断されます。

表 3-6. その他のコマンド 

コマンド 説明 

qaucli -v バージ ョ ン番号を印刷し た後、 終了し ます 
qaucli -h 使用状況を印刷し た後、 終了し ます 

表 3-7. 診断テストコマンド 

コマンド a

a すべてのコマン ドは、最前部に qaucli -pr nic -qldiag を付加する必要があ り ます。 た と え

ば、 ヘルプを表示するには次のコマン ド を発行し ます。 
qaucli -pr nic -qldiag --help

説明

-i 
--interface

イ ン タ フ ェ ースの種類 （NX_NIC, NX_NIC1、 など） を指定

し ます

-a 
--all デフ ォル ト に関係な く 、 すべてのテス ト を実行し ます

-D 
--default デフ ォル ト のテス ト のみを実行し ます

-R 
--CRegs すべてのコ ン ト ロールレジス タ をテス ト し ます （デフ ォル ト ）

-i 
--IRQS 割り込みメ カニズムをテス ト し ます （デフ ォル ト ）

-L 
---IntLB 内部のループバッ ク テス ト （デフ ォル ト ）

-h 
--Hw ハー ド ウ ェ アテス ト （デフ ォル ト ）

-S 
--LinkST リ ン クステータ ステス ト （デフ ォル ト ）

-nR 
--noCRegs

コ ン ト ロールレジス タのテス ト は行われません （–D または 
–a と併用）

-nl 
--noIRQS 割り込みのテス ト は行われません （–D または –a と併用）

-nL 
--noIntLP

内部ループバッ ク テス ト のテス ト は行われません （–D または 
–a と併用）

-nH 
--noHw

ハー ド ウ ェ アテス ト のテス ト は行われません （–D または –a 
と併用）

-nS 
--noLinkSt

リ ン クステータ ステス ト のテス ト は行われません （–D または 
–a と併用）

-h 
--help ヘルプテキス ト を表示し ます
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各テス ト の実行ご とに、 診断ユーテ ィ リ テ ィ は以下のデータ を表示し ます。

 総試行数 
 成功し た試行数 
 失敗し た試行数 

すべてのテス ト を連続し て行う こ と も、 前述のコマン ド ラ イ ンパラ メ ータ で指定
し たテス ト だけを個別に実行する こ と もできます。 

次の表に示すよ う に、 追加の CLI 診断を実行できます。 cna_port_inst を特

定するには、 表 3-8 にある qaucli -nic –i コ マン ド を発行し ます。

表 3-8. CLI での Windows 診断テストの実行 

テストの
種類

コマンド 

外部ループ
バッ ク

qaucli -nic -extloopback <cna_port_inst> <tests_num> <on_error>
こ こ で <tests_num> はテス ト する回数 （1 ～ 65535） を指定し ます。 <on_error> 
には、 0 = 無視、 または 1 = 中止を指定し ます。

メ モ ： このテス ト では、 両方のポー ト にパススルーモジュールが設定されている必要
があ り ます。 テス ト は 2 つのポー ト 間で実行されます。 単一ポー ト のループバッ クは

サポー ト されていません。

フ ラ ッ シュ qaucli –nic –testflash [cna_port_inst]

ハー ド ウ ェ ア qaucli –nic –testhw [cna_port_inst]

内部 
ループバッ ク

qaucli -nic -intloopback <cna_port_inst> <tests_num> <on_error>
こ こ で <tests_num> はテス ト する回数 （1 ～ 65535） を指定し ます。 <on_error> 
には、 0 = 無視、 または 1 = 中止を指定し ます。

割り込み qaucli –nic –testinterrupt [cna_port_inst]

リ ン ク qaucli -nic -testlink [cna_port_inst]

Ping （IPv4） qaucli -nic -ping <cna_port_inst> <hostname_or_IPv4> 
[<count> <pocket_size> <timeout_ms> <TTL>]
こ こ でデフ ォル ト 値は <count>= 5、 <pocket_size>= 525、 

<timeout_ms>= 1000、 <TTL>= 30 です。

レジス タ qaucli -nic -testregister [cna_port_inst]

ト ラ ンシーバ 
DMI データ

qaucli -nic -trans [cna_port_inst]
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Windows 診断テストの説明

本項では、 次の Windows 診断テス ト について説明し ます。

 ハー ド ウ ェ アテス ト

ハー ド ウ ェ アテス ト は、 さ まざまのハー ド ウ ェ アブロ ッ クの状態をチ ェ ッ
ク し ます。 DMA エンジン、 レシーブエンジン、 およびオンボー ドのプロ

セ ッサメ タ コ アなどが含まれます。

 レジス タ テス ト

レジス タ テス ト は、 デバイスレジス タのリー ド / ラ イ ト アクセスを実行し

ます。

 割り込みテス ト

割り込みテス ト は、 事前に設定された数の割り込みを強制的に発生させる
こ とによ り、 ハー ド ウ ェ アが割り込みを生成する能力、 および ド ラ イバが
その割り込みを処理する能力をチ ェ ッ ク し ます。 対象のデバイスが割り込
みを生成し、 その割り込みを ド ラ イバがすべて予期された とお り に処理し
た場合、 テス ト は成功とみな されます。

 外部ループバッ ク テス ト

外部ループバッ ク テス ト は、 外部ループバッ クケーブル上にパケ ッ ト を送
出する こ とによ り、 送信および受信パスを検証し ます。

 内部ループバッ ク テス ト  

内部ループバッ ク テス ト は、 パケ ッ ト を内部的にループバッ ク させる 
ProductLine の機能を検証し ます。

 リ ン クテス ト

リ ン クテス ト は、 リ ン クのステータ ス （ア ッ プ、 ダウン） を、 ホス ト と
フ ァームウ ェ ア間の物理的な通信チャネルをチ ェ ッ クする こ とによ って調
べます。

                                                                                           

メモ

ループバッ クテス ト は、 ProductLine がバージ ョ ン 4.09.24 以降のフ ァー

ムウ ェ アを実行し ている場合にのみ有効化されます。 フ ァ イバーチャネル
または iSCSI プロ ト コルが動作し ている と きにループバッ クテス ト が実行

される と、 更新メ ッ セージが表示される場合があ り ます。 これらのメ ッ
セージを回避するには、 Cancel （キャ ンセル） を ク リ ッ ク し て メ ッ セージ

を無視するか、 NIC ポー ト 上でループバッ ク テス ト を実行し ている間は 
qlremote および iqlremote エージ ェ ン ト を停止し て く だ さい。
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Windows 診断テストメッセージ

テス ト が失敗し た場合、 表 3-9 にあるよ う な該当エ ラーコー ドが生成および表

示されます。 この表には、 割り込みテス ト およびリ ン ク テス ト のエ ラー メ ッ セー
ジは含まれていません。

表 3-9. Windows 診断テストメッセージ 

テスト エラーメッセージ 説明 

ループバッ ク LB_TEST_OK ループバッ ク テス ト 合格

ループバッ ク LB_SEND_WAIT_QUEUE_
ERR

送信キューがブロ ッ ク された

ループバッ ク LB_NORCV_ERR 受信パケ ッ ト が受信されない

ループバッ ク LB_NOMEM_ERR メ モ リ不足エ ラー

ループバッ ク LB_TX_QUEUE_ERR 送信キューエ ラー

ループバッ ク LB_SHORT_DATA_ERR ループ し たデータが不足

ループバッ ク LB_SEQUENCE_ERR ループ し たデータの順序が異なる

ループバッ ク LB_DATA_ERR ループ し たデータが損傷

ループバッ ク LB_ERR_CNT ループエ ラーカウン ト

レジス タ CR_TEST_OK コ ン ト ロールレジス タ テス ト 合格

レジス タ CR_NIU_MODE ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースユニ ッ ト （NIU） のエ ラー

レジス タ CR_PHY 物理レ イヤー （PHY） エ ラー 

レジス タ CR_ERRCNT コ ン ト ロールレジス タ エ ラーカウン ト

ハー ド ウ ェ ア HW_TEST_OK ハー ド ウ ェ アテス ト 合格

ハー ド ウ ェ ア HW_DMA_BZ_0 DMA チャネル 0 が使用中

ハー ド ウ ェ ア HW_DMA_BZ_1 DMA チャネル 1 が使用中

ハー ド ウ ェ ア HW_DMA_BZ_2 DMA チャネル 2 が使用中

ハー ド ウ ェ ア HW_DMA_BZ_3 DMA チャネル 3 が使用中

ハー ド ウ ェ ア HW_SRE_PBI_HALT セグ メ ン ト メ ンテーシ ョ ンおよびリ アセンブ リ エンジン
が停止中

ハー ド ウ ェ ア HW_SRE_L1IPQ L1 IPQ 破棄が失敗し たため、 セグ メ ンテーシ ョ ンおよ

び リ アセンブ リ エンジンが一時停止

ハー ド ウ ェ ア HW_SRE_L2IPQ L2 IPQ 破棄が失敗し たため、 セグ メ ンテーシ ョ ンおよ

び リ アセンブ リ エンジンが一時停止
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ハー ド ウ ェ ア HW_SRE_FREEBUF セグ メ ンテーシ ョ ンおよび リ アセンブ リのフ リーバッ
フ ァ リ ス ト が現時点で空です。

ハー ド ウ ェ ア HW_IPQ IPQ は現時点で空でない

ハー ド ウ ェ ア HW_PQ_W_PAUSE 事前検出された PQ 書き込み停止

ハー ド ウ ェ ア HW_PQ_W_FULL 事前検出された PQ 書き込み満杯

ハー ド ウ ェ ア HW_IFQ_W_PAUSE 事前検出された IFQ 書き込み停止

ハー ド ウ ェ ア HW_IFQ_W_FULL 事前検出された IFQ 書き込み満杯

ハー ド ウ ェ ア HW_MEN_BP_TOUT 事前検出された メ モ リバッ ク プレ ッ シ ャータ イムアウ ト

ハー ド ウ ェ ア HW_DOWN_BP_TOUT 事前検出されたダウンス ト リームバッ ク プレ ッ シ ャータ
イムアウ ト

ハー ド ウ ェ ア HW_FBUFF_POOL_WM 事前検出されフ リーバッ フ ァ プール水位低下

ハー ド ウ ェ ア HW_PBUF_ERR 事前検出されたパケ ッ ト バッ フ ァ エ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_PBUF_ERR 事前検出されたパケ ッ ト バッ フ ァ エ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_FM_MSG_HDR 事前検出された FM メ ッ セージヘ ッ ダエ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_FM_MSG 事前検出された FM メ ッ セージエ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_CTRL_Q 出口パケ ッ ト ジ ェ ネレータ （EPG） のコ ン ト ロール

キューが混雑

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_MSG_BUF EPG メ ッ セージバッ フ ァ エ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_QREAD_TOUT EPG 読み取りキュータ イムアウ ト

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_QWRITE_TOUT EPG 書き込みキュータ イムアウ ト

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_CQ_W_FULL EPG 完了キュー書き込み満杯

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_MSG_CHKSM EPG メ ッ セージチ ェ ッ クサムエ ラー

ハー ド ウ ェ ア HW_EPG_MTLQ_TOUT EPG MTL キューのフ ェ ッ チ タ イムアウ ト

ハー ド ウ ェ ア HW_PEG0 Peg 0 が使用されていない

ハー ド ウ ェ ア HW_PEG1 Peg 1 が使用されていない

ハー ド ウ ェ ア HW_PEG2 Peg 2 が使用されていない

ハー ド ウ ェ ア HW_PEG3 Peg 3 が使用されていない

ハー ド ウ ェ ア HW_ERRCNT ハー ド ウ ェ アエ ラーカウン ト

表 3-9. Windows 診断テストメッセージ ( 続き )

テスト エラーメッセージ 説明 
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例 ：

qaucli  -nic -testlink
=== Link Test for 1.CNA Port Index ===
Function is not supported by this hardware/driver/api stack
=== Link Test for 2.CNA Port Index ===
Function is not supported by this hardware/driver/api stack
=== Link Test for 3.CNA Port Index ===
Function is not supported by this hardware/driver/api stack
=== Link Test for 4.CNA Port Index ===
Function is not supported by this hardware/driver/api stack
=== Link Test for 5.CNA Port Index ===
Link Test Starts ...
Test Status:            Passed  (Passed=1, Failed=0, ErrorCode=0)
Register Test Results:
  Status=Passed
  Passed=1,  Failed=0, ErrorCode=0

=== Link Test for 6.CNA Port Index ===
Link Test Starts ...
Test Status:            Passed  (Passed=1, Failed=0, ErrorCode=0)
Register Test Results:
  Status=Passed
  Passed=1,  Failed=0, ErrorCode=0

割り込み INT_TEST_OK テス ト  OK

割り込み INT_TEST_ERR テス ト エ ラー

リ ン ク LINK_TEST_UP リ ン ク ア ッ プ

リ ン ク LINK_TEST_DOWN リ ン クダウン

表 3-9. Windows 診断テストメッセージ ( 続き )

テスト エラーメッセージ 説明 
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Linux 管理アプリケーション
アダプ ターに使用できる Linux 管理アプ リ ケーシ ョ ンは次のとお り です。

 Linux NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン 
 Linux NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン用のユーザー診断

Linux NIC ドライバ管理アプリケーション 
次の項では、 Linux 管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た ド ラ イバと アダプ ターの設定

および管理方法について説明し ます。

 概要 
 Linux でのアダプ タープロパテ ィ の表示と変更 

概要

次の項では、 Linux 管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し た ド ラ イバと アダプ ターの設定

および管理方法について説明し ます。

Linux でのアダプタープロパティの表示と変更

アダプ タープロパテ ィ の表示と変更には、 次の Linux ユーテ ィ リ テ ィ を使用し

ます。

 QConvergeConsole CLI （qaucli） ユーテ ィ リ テ ィ

 ethtool ユーテ ィ リ テ ィ

QConvergeConsole CLI（qaucli）ユーティリティ

QLogic から提供される次のパッ ケージから  QConvergeConsole CLI
（qaucli） を イ ンス ト ールし ます。

 パッ ケージフ ァ イル ： 
QConvergeConsoleCLI-<version>_linux_<arch>.install.tar.gz

 RPM インス ト ーラパッ ケージフ ァ イル ： 
QConvergeConsoleCLI-<version>_<arch>.rpm

RPM パッ ケージのイ ンス ト ール例 ：

1. QConvergeConsole がイ ンス ト ールされているかど うかの確認、 および

イ ンス ト ールされている QConvergeConsole RPM パッ ケージの正式名

の確認には、 grep の引数と し て 「QConvergeConsoleCLI」 とい う部分

的な名前を使用し、 次のコ マン ド を発行し ます。 
rpm –qa | grep QConvergeConsoleCLI
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2. 旧バージ ョ ンの RPM パッ ケージの有無を確認するには、 次のコマン ド を

発行し ます。 
rpm –qa QConvergeConsoleCLI

3. 旧バージ ョ ンが検出された場合は、 次のコマン ド を発行し てそのバージ ョ
ンを削除し ます。 
rpm –e QConvergeConsoleCLI

4. 次のコ マン ド を発行し て新しいバージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。

rpm –ihv QConvergeConsoleCLI-<version>.i386.rpm
ユーテ ィ リ テ ィ は /opt/QLogic_Corporation/QConvergeConsoleCLI 
デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされます。

ソ フ ト ウ ェ アのリ リースによ っては、 NIC のフ ラ ッ シュ メ モ リ でフ ァームウ ェ

アをア ッ プデー ト する必要があ り ます。 その必要があるかど うかは、 お使いのソ
フ ト ウ ェ アパッ ケージのリ リース ノ ー ト でご確認 く だ さい。 ア ッ プデー ト が必要
な場合は、 QConvergeConsole CLI ツールを使用し てカー ドのフ ラ ッ シュ メ モ

リ に書き込みます。

qaucli ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 フ ラ ッ シュ メ モ リ をア ッ プデー ト するための 
QConvergeConsole CLI での NIC プロ ト コルイ ン タ フ ェ ースの使用が強制さ

れます。 例 ：

.\qaucli -pr nic .updimages [cna_instance] image_file

QConvergeConsole CLI にフ ラ ッ シュ メ モ リのア ッ プデー ト を行う ためのプロ

ト コルイ ン タ フ ェースを自動で選択させるには、 次のコマン ド を発行し ます。 
.\qaucli -nic .updimages [cna_instance] image_file

ethtool ユーティリティ

アダプ ター統計の表示やイ ン タ フ ェースオプシ ョ ンの設定には ethtool ユーテ ィ

リ テ ィ を使用し ます。 詳細については、 qlcnic  ド ラ イバの man ページ と  
ethtool の man ページを参照し て く だ さい。 

例 ：

送信セグ メ ンテーシ ョ ン負荷軽減を無効にするには、 次のコ マン ド を発行し ま
す。 [n] は特定のイ ンス タ ンスの数値を表し ます。

ethtool -K eth[n] tso off
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イ ン タ フ ェース統計を一覧表示するには、 次のコマン ド を発行し ます。 [n] は特

定のイ ンス タ ンスの数値を表し ます。

ethtool –S eth[n] 

出力例 1 ：
ethtool -S eth8
NIC statistics:
xmit_called:6
xmit_finished:6
rx_dropped:0
tx_dropped:0
csummed:0
rx_pkts:0
lro_pkts:0
rx_bytes:0
tx_bytes:468
lrobytes:0
lso_frames:0
xmit_on:0
xmit_off:0
skb_alloc_failure:0
null skb:0
null rxbuf:0
rx dma map error:0

次の例では、 ethtool eth[n] はイ ン タ フ ェース設定を リ ス ト し ます。

出力例 2 ：
Ethtool eth8
Settings for eth8:
Supported ports:[ TP FIBRE ]
Supported link modes:
Supports auto-negotiation:No
Advertised link modes:10000baseT/Full
Advertised auto-negotiation:No
Speed:10000Mb/s
Duplex:Full
Port:FIBRE
PHYAD:1
Transceiver: external
Auto-negotiation: off
Supports Wake-on: g
Wake-on: g
Current message level:0x00000000 (0)
Link detected: yes 
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Linux NIC ドライバ管理アプリケーション用のユーザー診断 
本項では、 Linux NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン用ユーザー診断に関する

以下の情報について説明し ます。

 Linux ユーザー診断の実行

 Linux 診断テス ト の説明 
 Linux 診断テス ト メ ッ セージ

Linux ユーザー診断の実行

Linux のユーザー診断には、 QConvergeConsole による診断と  ethtool による診断

があ り ます。

QConvergeConsole 診断

QConvergeConsole の CLI ベースの診断には、 以下のコ マン ドが含まれてい

ます。 

 ポー ト ビーコ ンを有効または無効にするには、次のコマン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -beacon [cna_port_inst] <on|off>

 内部ループバッ ク テス ト を実行するには、 次のコマン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -intloopback <cna_port_inst> <tests_num> <on_error>
こ こ で tests_num には試行回数 （1 ～ 65535）、 on_error には 0 = 無視、 また

は 1 = 中止、 を指定し ます。

 フ ラ ッ シュ テス ト を実行するには、 次のコマン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic testflash [cna_port_inst]

 ハー ド ウ ェ アテス ト を実行するには、 次のコ マン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -testhw [cna_port_inst]

 割り込みテス ト を実行するには、 次のコ マン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -testinterrupt [cna_port_inst]

メモ

QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールと起動についての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい （ダウンロー ド手順につい

ては関連資料ページの 「関連資料」 を参照）。 QConvergeConsole GUI 
の手順の全情報は、 QConvergeConsole GUI のオン ラ イ ンヘルプシステ

ムで説明されています。
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 リ ン クテス ト を実行するには、 次のコ マン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -testlink [cna_port_inst] 

 レジス タ テス ト を実行するには、 次のコ マン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -testregister [cna_port_inst]

 ト ラ ンシーバ DMI データ を表示するには、 次のコ マン ド を実行し ます。 
qaucli -pr nic -trans [cna_port_inst] 

Ethtool による診断

ethtool ベースの診断ツールを使用し てアダプ ターのセルフ テス ト を実行するに

は、 次のコ マン ド を実行し ます。

# ethtool -t eth<x> offline
セルフ テス ト には以下のコ マン ドがあ り ます。

 ループバッ クテス ト  
 割り込みテス ト  
 リ ン クテス ト  
 レジス タ テス ト  

例 ：

# ethtool -t eth8 offline
   The test result is PASS
   The test extra info:
   Register_Test_on_offline          0
   Link_Test_on_offline              0
   Interrupt_Test_offline            0
   Loopback_Test_offline             0
# ethtool -t eth4
   The test result is PASS
   The test extra info:
   Register_Test_on_offline          0
   Link_Test_on_offline              0
   Interrupt_Test_offline            0
   Loopback_Test_offline             0
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Linux 診断テストの説明

 internal loopback test （内部ループバッ ク テス ト ） は、 内部のパケ ッ ト

ループバッ ク を実行し ます。 

 Flash test （フ ラ ッ シュ テス ト ） は、 フ ラ ッ シュの読み取り と書き込みを

検証し ます。 

 hardware test （ハー ド ウ ェ アテス ト ） は、 ハー ド ウ ェ アが稼動し ている

こ と を検証し ます。 

 interrupt test （割り込みテス ト ） は、 割り込みの有効化と無効化、 および

機能の検証テス ト を行います。 

 link test （リ ン ク テス ト ） は、 ポー ト のリ ン ク を検証し ます。 つま り、

ポー ト に適切なケーブルが接続されている こ と、 そのケーブルの反対側が
動作可能なイーサネ ッ ト ポー ト （別の NIC ポー ト 、 またはスイ ッ チなどの

ネ ッ ト ワークデバイス） に接続されている こ と を検証し ます。 

 register test （レジス タ テス ト ） では、 NIC のレジス タの読み取り と書き

込みを検証し ます。 

Linux 診断テストメッセージ

テス ト 情報、 および PASS （合格） または FAIL （失敗） のメ ッ セージが、 121 
ページの 「Linux 診断テス ト の説明」 に リ ス ト されているテス ト ご とに表示され

ます。

VMware 管理アプリケーション
アダプ ターに使用できる VMware 管理アプ リ ケーシ ョ ンは次のとお り です。

 VMWare NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン 
 VMWare NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン用のユーザー診断 

VMWare NIC ドライバ管理アプリケーション 
本項では、 VMware NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ンに関する以下の情報に

ついて説明し ます。

 概要 
 ESX でのスイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ニングの使用 
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概要

VMware vSphere は、 ク ラシ ッ ク  ESX および ESXi の両方に、 CIM によるモ

ニ タ リ ングフ レームワーク を提供し ます。 このフ レームワーク を使用する こ とに
よ り、 イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースの設定と管理を行う こ とができます。 ESX 
Server では、 コマン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェースを使って、 イーサネ ッ ト イ ン タ

フ ェースの設定と管理が可能です。 ESXi Server で リ モー ト  CLI （RCLI） を使

用し ます。

ESX でのスイッチ独立パーティショニングの使用 
すべての スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングイーサネ ッ ト の機能はハイパーバ

イザによ って列挙される もので、 そのハイパーバイザで実行される ド ラ イバに
よ って制御され、 その他のイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェース と同様に設定されます。
詳細に関し ては、 135 ページの 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング」 を参照

し て下さい。

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのイ ン タ フ ェース毎に仮想スイ ッ チ
（vSwitch） を作成するのが一般的です。 仮想マシン （VM） を設定し て、

VMXNET 3 アダプ ターなどの標準的な仮想ネ ッ ト ワークデバイスを使用できま

す。 各イ ン タ フ ェースご とに、 NetQueue などの機能を設定する こ とができま

す。 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのイ ン タ フ ェースをア ッ プ リ ン ク と し て
使用し て、 ESX が対応するすべての標準アグ リゲーシ ョ ンおよびフ ェ イルオー

バーの設定を行う こ とは可能ですが、 同一の物理ポー ト に属する NIC パーテ ィ

シ ョ ンを持つ複数のア ッ プ リ ン ク を持つこ とは有用ではあ り ません。

同一の NIC パーテ ィ シ ョ ンを共有するよ う に VM が割り当てられる と、

vSwitch はパケ ッ ト を切り替えます。 NIC パーテ ィ シ ョ ン上の VM が、 同一の

物理ポー ト に属する異なる NIC パーテ ィ シ ョ ン上の vSwitch に接続し ている別

の VM を宛先と し てパケ ッ ト を送信する と き、 アダプ ターの組み込みスイ ッ チ

（eSwitch） はパケ ッ ト を切り替えます。 2 つの NIC パーテ ィ シ ョ ンが異なる物

理ポー ト に関連付けられている場合、 該当するポー ト 間で外部スイ ッ チがパケ ッ
ト を転送し ます。 
vSwitch の設定には、 標準的なサービス コ ン ソールコ マン ド または RCLI コ マン ド

を使用し ます。 特定のコ マン ド オプシ ョ ンについては、 VMware のマニュ アルを参

照し て く だ さい。

メモ

アダプ ターには eSwitch があ り ます。 すべてのイ ン タ フ ェースはハイパー

バイザに割り当てられるため、 eSwitch の操作は透過的であ り、 システム

管理者は特に追加の設定を行う必要はあ り ません。
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VMWare NIC ドライバ管理アプリケーション用のユーザー診断 
本項では、 VMware NIC ド ラ イバ管理アプ リ ケーシ ョ ン用のユーザー診断につ

いて説明し ます。

Ethtool
アダプ ター統計の表示やイ ン タ フ ェースオプシ ョ ンの設定には ethtool ユーテ ィ

リ テ ィ を使用し ます。 

デバイス情報、 プロ ト コルオフ ロー ド オプシ ョ ン、 ド ラ イバ情報、 アダプ ター統
計等を表示するオプシ ョ ンがサポー ト されています。 詳細については、 ethtool 
の man ページを参照し て く だ さい。 

ド ラ イバおよびフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンを表示するには、 次のコマン ド を実
行し ます。

ethtool -i vmnic[n]
例 ：

# ethtool -i vmnic7
driver: qlcnic
version:<version>
firmware-version:<version>
bus-info:0000:10:00.3

イ ン タ フ ェースの統計を表示するには、 次のコ マン ド を実行し ます。

ethtool –S vmnic[n]
例 ：

# ethtool -S vmnic7
NIC statistics:
     bad_skblen:0
     rcvd_badskb:0
     xmit_called:617618
     xmit_finished:617618
     rx_dropped:0
     tx_dropped:0
     csummed:777792
     rx_pkts:897558
     lro_pkts:0
     rx_bytes:78433279
     tx_bytes:60526284
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Unified Extensible Firmware Interface
本項では、 10Gb マルチブー ト イ メ ージに含まれる UEFI ド ラ イバのユーザー メ モに

ついて説明し ます。 次の項で構成し ます。

 UEFI パッ ケージの内容

 サポー ト される機能

 フ ァ イバーチャネルアダプ ター設定

 UEFI のア ッ プデー ト （EfiUtilx64）

UEFI パッケージの内容
UEFI ド ラ イバパッ ケージに含まれる フ ァ イルには以下のものがあ り ます。

 p3pxxxxx.bin はバイナ リ フ ァ イルの組み合わせで、 BIOS、 FCode、

UEFI ド ラ イバ、 および縮小命令セ ッ ト コ ンピ ュータ （RISC） フ ァーム

ウ ェ ア向けのバイナ リ を含みます。

 EfiUtil.EFI または EfiUtilx64.EFI は、 UEFI ド ラ イバ、 フ ァーム

ウ ェ ア、 および NVRAM をア ッ プデー ト するための UEFI ユーテ ィ リ

テ ィ です。

 QL8XXX.DRV はアダプ ターのア ッ プデー ト に使用される補助的な ド ラ イバ

フ ァ イルです。

 UPDATE.NSH は UEFI スク リ プ ト フ ァ イルで、 UEFI システム上のアダプ

ターのア ッ プデー ト に使用されます。

 EFICFG.PDF は、 アダプ ターの設定と診断 PDF フ ァ イルです。

 EFIUTIL.PDF は アダプ ター EfiUtil ユーテ ィ リ テ ィ  PDF フ ァ イルです。

上記 2 つの PDF フ ァ イルは、 EFI デ ィ レ ク ト リ にあるブー ト コー ド リ リース

パッ ケージ内に収納されています。

メモ

すべての bin、 uefi、 および nsh フ ァ イルは、 UEFI システム上でアダプ ター

をア ッ プデー ト するために必要です。
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サポートされる機能
UEFI ド ラ イバは次の機能をサポー ト し ます ：

 UEFI 仕様 1.10、 2.1

 UEFI プロ ト コル ： 拡張 SCSI パススルー、 ブロ ッ ク  IO、 SCSI IO、 ド ラ

イバ診断、 ド ラ イバ設定、 コ ンポーネン ト 名

 382 ターゲ ッ ト

 ターゲ ッ ト あた り  2,047 の LUN

 フ ァ ブ リ ッ ク ト ポロジー

 SAN からの起動

 UEFI Intel® x64 ベースシステム上では、 RHEL 5.7、 RHEL 6.1、 SLES® 
10 SP4、 SLES 11 SP 1 x64、 および Windows Server 2008 x64 との

互換性があ り ます。

ファイバーチャネルアダプター設定
アダプ ターパラ メ ータの設定については、 EFI デ ィ レ ク ト リのブー ト コー ド リ

リースパッ ケージに格納された EFICFG.PDF フ ァ イルを参照し て く だ さい。

UEFI のアップデート（EfiUtilx64）
システムに組み込みの UEFI シ ェルが含まれていない場合は、 オープン ソースの

サイ ト から UEFI シ ェルを入手し て く だ さい。 例 ： https://www.tianocore.org/。

EfiUtilx64 は UEFI のための QLogic フ ラ ッ シュ プログラ ミ ングユーテ ィ リ テ ィ

です。 このユーテ ィ リ テ ィ を実行するには、 UEFI シ ェルを起動し ます。 この

ユーテ ィ リ テ ィ は、 統合ネ ッ ト ワークアダプ ターに接続されている ド ラ イブから
実行し ないで く だ さい。

update.nsh、 efiutilx64.efi、 ql8xxx.drv、 および p3pxxxxx.bin の
ソースフ ァ イルが同じデ ィ レ ク ト リ にある こ と を確認し て く だ さい。

すべてのアダプ ター上の UEFI ド ラ イバおよび RISC フ ァームウ ェ アをア ッ プ

デー ト するには ：

1. ア ッ プデー ト キ ッ ト のフ ァ イルを解凍し て、 USB ス ト レージデバイスの

ルー ト デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

メモ

解凍後のキ ッ ト 内のデ ィ レ ク ト リやフ ァ イルの配置は変更し ないで く だ さ
い。 USB ス ト レージデバイスにコ ピーし た後も同様です。

https://www.tianocore.org/
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2. USB デバイスを、 8xxx アダプ ター搭載の UEFI ベースのシステムに接続

し ます。

3. システムの UEFI シ ェルプロンプ ト で、 map -r コマン ド を実行し、 USB 
デバイスのフ ァ イルシステムをマ ッ ピングし ます。 マ ッ ピングは次のコ マ
ン ド でチ ェ ッ クできます。

map -b
4. USB デバイスの場所を確認し、 そのデバイスに移動し ます。 た と えば、

USB デバイスが fs9 にマ ッ プ されている場合は map -r の後に

fs9: と入力し ます。 <Enter>
UEFI シ ェルプロンプ ト は、 次のよ う に変化し ます。   fs9:\>

5. UEFI ド ラ イバおよび RISC フ ァームウ ェ アをア ッ プデー ト するには、

update.nsh スク リ プ ト を実行し ます。 例 ：

fs9:> update.nsh
update.nsh は efiutilx64.efi を呼び出し て、 すべてのアダプ ターを

ア ッ プデー ト し ます。

6. 変更を有効にするため、 一度電源をオフにし たのち、 再度オンにし ます。

NVRAM のア ッ プデー ト 、 または他の手動 EfiUtilx64 フ ラ ッ シュ機能の実行に

ついては、 efiutil.pdf フ ァ イル内の情報を参照し て下さい。

アダプ ター上のマルチブー ト イ メ ージの書き込み、 読み取り、 および検証を行う
には、 EfiUtilx64 を使用し ます。

メモ

その他の手動の EfiUtilx64 フ ラ ッ シュ機能の実行については、

efiutil.pdf を参照し て く ださい。
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iSCSI over DCBX の設定
本項では、 Brocade 8000 シ リーズ FCoE スイ ッ チの Converged Enhanced 
Ethernet （CEE） スイ ッ チポー ト に対する iSCSI over DCBX の設定について説明

し ます。 この設定によ り、 QLogic ホス ト バスアダプ ターで iSCSI  VLAN が有効に

な り ます。 また、 Brocade 8000 スイ ッ チで iSCSI over DCBX を有効にする こ と

で、 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クに対する PFC （優先度に基づ く フ ロー制御） を設定し ま

す。 これらの設定によ り、 スイ ッ チに接続された iSCSI  デバイスは iSCSI over 
DCBX を実行し ます。 設定を実現するため、 スイ ッ チの CLI を使用し て、 ユーザー

指定の帯域幅と  PFC で iSCSI ト ラ フ ィ ッ ク を実行するよ う にスイ ッ チポー ト を設

定し、 さ らに QConvergeConsole CLI ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 QLogic アダ

プ ター用に VLAN を有効にし、 設定し ます。

手順は、 次の項で詳述し ます。

 QLogic アダプ ターでの iSCSI VLAN の設定 
 iSCSI over DCBX のためのスイ ッ チの設定

 DCBX と  スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互

運用
 DCBX または スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの選択

メモ

 iSCSI over DCBX が適用されるのは iSCSI ホス ト バスアダプ ターの

みです。 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングで設定された NIC ポー ト

上の iBFT/SW または iSCSI 機能タ イプには適用されません。

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定

が存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング

よ り も優先されます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯

域幅を設定し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX に
よ って割り当てられた NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パー

テ ィ シ ョ ンに帯域幅を設定し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  
スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互運用」
を参照し て く だ さい。

 CEE スイ ッ チに関する詳細については、 メ ーカーのマニュアルを参照

し て く だ さい。

 本項では、 ポー ト 番号が 0 で、 VLAN ID が 99 の例を示し ます。 これらの

値は、 個々の状況に応じ て、 適切な値に置き換えて く だ さい。
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QLogic アダプターでの iSCSI VLAN の設定
アダプ ターで iSCSI ト ラ フ ィ ッ ク を実行するよ う に VLAN を設定するには、 次の

手順に従って く だ さい。

1. コマン ド プロンプ ト を開きます。

2. 次のコ マン ド を発行し て、 ポー ト  0 の VLAN に VLAN ID 99 を設定し ます。

- qaucli –pr iscsi –n 0 VLAN on
- qaucli –pr iscsi –n 0 VLANID 99

3. 次のコ マン ド を発行し て、 ポー ト  0 の VLAN 設定を確定し ます。

- qaucli –pr iscsi –c 0 

iSCSI over DCBX のためのスイッチの設定
Brocade 8000 CEE スイ ッ チの設定には、 次の手順が含まれます。

1. スイ ッ チフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンを確認する

2. スイ ッ チに iSCSI VLAN を作成し て設定する

3. iSCSI ト ラ フ ィ ッ ク帯域幅および PFC に対する CEE マ ッ プを作成し て

設定する

4. iSCSI TLV のための LLDP/DCBX を設定する

5. CEE ポー ト の iSCSI ト ラ フ ィ ッ ク ク ラスを設定する

6. iSCSI ログイ ン、 ト ラ フ ィ ッ ク、 および PFC に対するアダプ ター / ス
イ ッ チステータ スを確認する

スイッチファームウェアのバージョンを確認する

iSCSI TLV をサポー ト するには、 スイ ッ チフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンが 6.4.1 
以上である こ とが必要です。 スイ ッ チフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンを確認するに
は、 次のコマン ド を発行し ます。

admin> version

メモ

次の手順を実行する前に、 次のこ と を確認し て く だ さい。

 QConvergeConsole ユーテ ィ リ テ ィ （qaucli） がイ ンス ト ールされて

いる こ と。

 iSCSI IP が設定されている こ と。
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バージ ョ ンが  6.4.1 よ り前のバージ ョ ンの場合、 スイ ッ チフ ァームウ ェ アをア ッ

プデー ト し ます。 フ ァームウ ェ アのア ッ プデー ト 手順については、 スイ ッ チのマ
ニュアルを参照し て下さい。

スイッチに iSCSI VLAN を作成して設定する

スイ ッ チに iSCSI VLAN を作成するには、 次のコマン ド を発行し ます。

admin> cmsh
# configure terminal
swd77(config)#interface vlan 99
swd77(conf-if-vl-99)#exit
上記のコマン ド では、 スイ ッ チに VLAN ID 99 の VLAN が作成されます。

iSCSI トラフィック帯域幅および PFC に対する CEE マップを作成して設定する

この例では、 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クに 90 パーセン ト の帯域幅と  PFC を設定し、

グループ ID 7 を使用するよ う、 また、 その他すべての ト ラ フ ィ ッ クに PFC な
し で 10 パーセン ト の帯域幅を設定し、 グループ ID 6 を使用するよ う に、 次の

コマン ド を発行し ます。

1. iscsi-dcbx とい う名前の CEE マ ッ プを作成し ます。

>swd77(config)#cee-map iscsi-dcbx
2. グループ 7 の優先 ト ラ フ ィ ッ クに、 90 パーセン ト の帯域幅を割り当てます。

swd77(conf-ceemap)#priority-group-table 7 weight 90 pfc
3. グループ 6 の非優先 ト ラ フ ィ ッ クに、 10 パーセン ト の帯域幅を割り当て

ます。

swd77(conf-ceemap)#priority-group-table 6 weight 10
4. 割り当てた ト ラ フ ィ ッ クのグループに COS をマ ッ プ し ます。

swd77(conf-ceemap)#priority-table 6 6 6 6 6 6 6 7
swd77(conf-ceemap)#exit
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iSCSI TLV のための LLDP/DCBX を設定する

次のコ マン ド で、 iSCSI TLV （type-length-value） に リ ン ク レ イヤー検出プロ

ト コル （LLDP） を設定し ます。

1. LLDP を設定する

swd77(config)#protocol lldp
2. LLDP を有効にする

swd77(conf-lldp)#no disable
3. DCBX TLV を LLDP で提供する

swd77(conf-lldp)#advertise dcbx-tlv
4. iSCSI over DCBX を LLDP で提供する

swd77(conf-lldp)#advertise dcbx-iscsi-app-tlv
swd77(conf-lldp)#exit

ホス ト から リ ン ク レ イヤ検出プロ ト コル （LLDP） 管理の type-length-value
（TLV） を有効にするために Linux lldptool を使用する と、 データ セン ターブ

リ ッ ジング （DCB） が無効になる。

原因：Linux ド ラ イバで LLDP が別のエンテ ィ テ ィ によ って管理 （た と えば、

LLDP がアダプ ターフ ァームウ ェ アによ って管理されてお り、 ド ラ イバ機能に 
DCBX_CAP_LLDP_MANAGED フ ラグがついているなど） されている と き

も、 LLDP エージ ェ ン ト デーモン （lldpad） は、 ド ラ イバではな く 、 その 
config フ ァ イルから ローカル値を読み取り ます。 この誤った読み取り によ り、

lldpad がアダプ タ フ ァームウ ェ アが送信する値とは異なる値を送信し ます。 こ

の不正な値によ って複数の LLDP ネイバー状態が生じ、 DCB 機能交換プロ ト コ

ルベース仕様に従って、 この状態が true のと きにはデータ セン ターブ リ ッ ジン

グ機能交換 （DCBX） が無効化されます。

修正：ド ラ イバ機能に DCBX_CAP_LLDP_MANAGED フ ラグがついている場

合、 lldpad は dcbnl_ops 経由で ド ラ イバからすべての値を読み取る、 または非 
DCB TLV を送信する必要があ り ます。 lldpad は、 非 DCB TLV オプシ ョ ンを

使ってこの問題に対処するよ う に修正されま し た。 修正は、 最新の lldpad およ

び lldptool にあ り、 次のウ ェ ブサイ ト からダウンロー ド できます ：

http://open-lldp.org/git/?p=open-lldp.git;a=shortlog

ウ ェ ブサイ ト のツ リーから最新コー ド を取得するには、 snapshot （スナ ッ プ

シ ョ ッ ト ） を ク リ ッ ク し て、 ソースコー ド をセ ッ ト ア ッ プに保存し ます。 コー ド
を使用し て、 セ ッ ト ア ッ プで lldpad と  lldptool を構築、 イ ンス ト ール、 および

テス ト し ます。

http://open-lldp.org/git/?p=open-lldp.git;a=shortlog
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CEE ポートの iSCSI トラフィッククラスを設定する

次のコ マン ド で、 QLogic アダプ ターが接続されているスイ ッ チポー ト を設定し

ます。 この例では、 アダプ ターはスイ ッ チのポー ト  0/16 に接続されます。

1. スイ ッ チングの特徴を設定し ます。

swd77(config)#interface tengigabitethernet 0/16
swd77(conf-if-te-0/16)#switchport

2. イ ン タ フ ェースを統合型と し て設定し ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#switchport mode converged
3. このスイ ッ チポー ト に VLAN 99 を追加し ます （VLAN 99 に対し て 

iSCSI ト ラ フ ィ ッ クホス ト が設定されるので、 このポー ト は iSCSI ト ラ

フ ィ ッ ク を許可し ます）。

swd77(conf-if-te-0/16)#switchport converged allowed vlan add 99
4. このスイ ッ チポー ト での送信および受信の一時停止を有効にし ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#qos flowcontrol tx on rx on
5. このスイ ッ チポー ト の iSCSI に対し て cos 7 を設定し ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#qos cos 7
6. このスイ ッ チポー ト で、 前に作成し た CEE map を設定し ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#cee iscsi-dcbx
7. LLDP iSCSI 優先ビ ッ ト を イ ン タ フ ェースに適用し ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#lldp iscsi-priority-bits 0x80
8. ポー ト のリ ン ク をア ッ プ状態にし ます。

swd77(conf-if-te-0/16)#no shutdown
swd77(conf-if-te-0/16)#exit

iSCSI ログイン、トラフィック、および PFC に対するアダプター / スイッチステータ
スを確認する

iSCSI ログイ ン、 ト ラ フ ィ ッ ク、 および PFC を確認する最適な方法と し ては、

ネ ッ ト ワークアナラ イザーを使用し てネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を分析し ます。
スイ ッ チおよびアダプ ターカウン ターを使用し て、 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クおよび 
PFC を確認する こ と もできます。

次のコ マン ド （太字） を使用する と、 ポー ト の設定を確認できます。

swd77(config)#do show running-config interface tengigabitethernet 0/16
switchport
switchport mode converged
switchport converged allowed vlan add 99
no shutdown
lldp iscsi-priority-bits 0x80
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qos cos 7
cee iscsi-dcbx
swd77(config)#do show lldp interface tengigabitethernet 0/16
LLDP information for Te 0/16 
State:Enabled
Mode:Receive/Transmit
Advertise Transmitted:30 seconds 
Hold time for advertise:120 seconds
Re-init Delay Timer:2 seconds
Tx De Timer:1 seconds
DCBX Verlaysion :CEE
Auto-Sense :Yes 
Transmit TLVs:Chassis ID Port ID
TTL IEEE DCBx 
DCBx FCoE App DCBx FCoE Logical Link 
Link Prim Brocade Link DCB 
x iSCSI App
DCBx FCoE Priority Bits:0x8 
DCBx iSCSI Priority Bits:0x80

swd77(config)#do show cee maps iscsi-dcbx
CEE Map iscsi-dcbx 
Precedence 1
Priority Group Table
6:Weight 10, PFC Disabled, TrafficClass 6, BW% 10
7:Weight 90, PFC Enabled, TrafficClass 7, BW% 90
15.0:PFC Disabled
15.1:PFC Disabled 
15.2:PFC Disabled
15.3:PFC Disabled
15.4:PFC Disabled
15.5:PFC Disabled
15.6:PFC Disabled
15.7:PFC Disabled
Priority Table
 CoS:0 1 2 3 4 5 6 7
---------------------------------------------
PGID:6 6 6 6 6 6 6 7
FCoE CoS:None
Enabled on the following interfaces
Te 0/16
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DCBX と スイッチ非依存パーティショニングのための帯域幅設
定の相互運用

iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ ク を一緒に実行する場合、 DCBX を使用し て、 帯域

幅のパーセン ト 値が iSCSI と  NIC の間で共有されるよ う に設定できます。 分割さ

れた NIC ト ラ フ ィ ッ ク を実行する場合、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを使

用し て、 複数の NIC パーテ ィ シ ョ ン間で共有される帯域幅のパーセン ト 値を設定

する必要があ り ます。NIC パーテ ィ シ ョ ンは DCBX によ って割り当てられた NIC 
帯域幅の共有を使用するため、 NIC ト ラ フ ィ ッ ク用の DCBX の設定が スイ ッ チ非

依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り も優先し ます。

NIC ト ラ フ ィ ッ クが分割されている場合、 いずれの NIC パーテ ィ シ ョ ンの合計帯

域幅も、 DCBX によ って割り当てられた NIC 帯域幅に、 スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングが NIC パーテ ィ シ ョ ンに割り当てた帯域幅を掛けた値にな り ま

す。

たと えば、 DCBX が合計帯域幅の 60 パーセン ト  を iSCSI ト ラ フ ィ ッ クに割り

当て、 40 パーセン ト を NIC ト ラ フ ィ ッ クに割り当てる と し ます。 この 40 パー

セン ト  は スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングによ って、 複数の NIC パーテ ィ

シ ョ ン間に再度割り当てられます。スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングによ り  75 
パーセン ト が NIC パーテ ィ シ ョ ン 1 に、25 パーセン ト が NIC パーテ ィ シ ョ ン 2 
に割り当てられた場合、 NIC パーテ ィ シ ョ ン 1 には合計帯域幅の 30 パーセン ト

（40 パーセン ト x 75 パーセン ト ） が割り当てられ、 NIC パーテ ィ シ ョ ン 2 には合

計帯域幅の 10 パーセン ト （40 パーセン ト x 25 パーセン ト ） が割り当てられます。

DCBX または スイッチ非依存パーティショニングの選択
DCBX または スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの選択は、 iSCSI または 
NIC を実行するために必要な ト ラ フ ィ ッ クのタ イプによ って判断されます。

次のガイ ド ラ イ ンは、 帯域幅を設定するために、 DCBX および スイ ッ チ非依存

パーテ ィ シ ョ ニングを選択および使用する と きに使用できます。

実行する ト ラ フ ィ ッ クによ って、 次のよ う に選択し ます。

 iSCSI と  NIC 両方の ト ラ フ ィ ッ ク、 NIC ト ラ フ ィ ッ クのパーテ ィ シ ョ ニ

ングあ り  
DCBX を使用し て、 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クおよび NIC ト ラ フ ィ ッ クの帯域

幅を割り当てます。 次に、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを使用し て 
NIC 帯域幅 （DCBX が割り当てたもの） を NIC パーテ ィ シ ョ ン間に割り

当てます。
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 iSCSI と  NIC 両方の ト ラ フ ィ ッ ク、 NIC ト ラ フ ィ ッ クのパーテ ィ シ ョ ニ

ングな し

DCBX を使用し て、 合計帯域幅を iSCSI ト ラ フ ィ ッ ク と  NIC ト ラ フ ィ ッ

クの間で分割し ます。 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを使用する必要
はあ り ません。

 NIC ト ラ フ ィ ッ クのみ （iSCSI ト ラ フ ィ ッ クな し）、 NIC ト ラ フ ィ ッ クの

パーテ ィ シ ョ ニングあ り

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを使用し て、 合計帯域幅を NIC パー

テ ィ シ ョ ン間に割り当てます。 DCBX は不要です。

 NIC ト ラ フ ィ ッ クのみ （iSCSI ト ラ フ ィ ッ クな し）、 NIC ト ラ フ ィ ッ クの

パーテ ィ シ ョ ニングな し

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングまたは DCBX のいずれも、 使用する

必要はあ り ません。

 iSCSI ト ラ フ ィ ッ クのみ （NIC ト ラ フ ィ ッ クな し）

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングまたは DCBX のいずれも、 使用する

必要はあ り ません。

表 3-10 は、 これらのガイ ド ラ イ ンをま とめたものです。

表 3-10. 帯域幅設定のための DCBX および スイッチ非依存パーティショ
ニングの選択

実行するトラフィックのタイプ 使用するツール

iSCSI
NIC

DCBX
スイッチ非依
存パーティ
ショニングパーティショ

ンニングなし
パーティショ
ニングあり

X – – – –

– X – – –

– – X – X

X X – X –

X – X X X
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4 スイッチ非依存パーティショ

ニング

概要
本章では、 次の QLogic スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの機能情報につい

て紹介し ます。

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのセ ッ ト ア ッ プ要件

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング設定

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのセ ッ ト ア ッ プおよび管理オプシ ョ

ン

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングセ ッ ト ア ッ プ
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スイッチ非依存パーティショニングのセットアップ
要件

本項では、 SAN 内のホス ト サーバーに取り付けられた QLogic アダプ タに ス
イ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの機能性を適用するための、 ハー ド ウ ェ ア / ソ
フ ト ウ ェ ア要件を説明し ます。

ハードウェア要件

ソフトウェア要件

表 4-1. ハードウェア要件

Qlogic アダプター  プラットフォーム

QMD8262-k a ブレー ド ネ ッ ト ワーク  
10GbE ド ーターカー ド

a リ ンク速度の制限 ： QMD8262-k および QME8262-k は、 10GbE 動作のみをサポー ト し、

Dell M6220、 M6348、 および Cisco® 3x3x スイ ッ チと  1Gbps で リ ンクするこ とはあり ません。

M620、 M820

QLE8262a モ ノ リ シ ッ クサーバー 
10GbE ス タ ン ド ア ッ プカー ド

T420、 T620 R320、 R420、 R520、 R620、

R715、 R720、 R815、 R820、 R910
QME8262-k 10GbE ブレー ド メザニン

カー ド

M420、 M520、 M610、 M620、 M710HD、

M720、 M820、 M910、 M915

表 4-2. オペレーティングシステム要件 

オペレーティング
システム

プラットフォーム

Linux  RHEL 6.5 ～ x64 のみ

 SLES 11 SP3
 SLES 12

VMware  ESX/ESXi 5.0/5.1/5.5
Windows  Windows Server 2008 SP2、 Windows Server 2008 R2 SP1

 Hyper-V®  a

 Windows 2012
 Windows 2012 R2

a 分割された NIC を HyperV ネッ ト ワーク仮想化ス タ ッ クで使用するよ う に設定し ている場合は、

仮想メ ッ セージキュー （VMQ） が有効である必要があり ます。 10Gbps 未満の物理ネッ ト ワーク

アダプ ターを使用する管理 OS で VMQ を有効にするには、 コマン ド プロンプ ト ウ ィ ン ド ウで次

のコマン ド を実行し ます。
reg add HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\services\VMSMP\Parameters  
/v BelowTenGigVmqEnabled /t REG_DWORD /d 1 /f
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表 4-3. 管理ツールおよびドライバ要件 

SW コンポーネント a

a エコ システム要件 ： スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングはデルが提供する新機能であり、 必要な
エ コ システムソ フ ト ウ ェ ア / フ ァームウ ェ アが正常に動作し ている必要があ り ます。 そのため

ユーザーは、 ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ ア要件を満たすと と もに、 support.dell.com から入手可

能な最新のセ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 、 BIOS、 シャーシ管理コ ン ト ローラ （CMC）、 および 
iDrac へのア ッ プグレー ド も行う必要があり ます （特に、 FlexAddress 機能を使用し ている場

合）。

ファイル名およびダウンロード先

管理ツール

Dell セ ッ ト ア ッ プユー

テ ィ リ テ ィ 、 Lifecycle 
Controller、 またはその

他ヒ ューマン イ ン タ
フ ェースイ ン フ ラス ト ラ
クチャ （HII） ブ ラウザ

http://support.dell.com

QLogic OptionROM  Dell 工場にてイ ンス ト ール済み、 アダプ ターのフ ラ ッ

シュ メ モ リ に書き込み済み

QLogic 
QConvergeConsole 
GUI/CLI

http://support.dell.com

vSphere 向け QLogic 
QConvergeConsole プ
ラグイ ン

http://support.dell.com

ド ラ イバ

アダプ ター ド ラ イバ http://support.dell.com
 VMware ： ド ラ イバは VMware ウ ェ ブサイ ト から入

手可能

http://support.dell.com/
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
http://support.dell.com
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スイッチ非依存パーティショニング設定
本項は、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定を定義し、 Dell PowerEdge 
ブレー ドサーバー （11 および 12 世代） に取り付けられた QLogic アダプ タ で 
スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングをセ ッ ト ア ッ プするために使用可能な、 設定
オプシ ョ ンおよび管理ツールについて説明し ます。

こ こでは スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの定義に加え、 次の各項目についても

説明し ます。

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングとは ?
 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングオプシ ョ ン

 パーソナ リ テ ィ の変更

 サービス品質

 eSwitch
 設定管理ツール

スイッチ非依存パーティショニングとは ?
スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは単一の物理ポー ト を共有する PCIe バス上

でマルチ物理機能を作成できる機能を提供し ます。 物理的な各機能は、 デバイス
ド ラ イバを接続できる PCI エン ド ポイ ン ト （PCIe） です。

QLogic アダプ ターの スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの機能によ り、 ユー

ザーが設定可能な帯域幅およびイ ン タ フ ェースのタ イプ （パーソナ リ テ ィ ） を使
用し て、 単一の 10GbE NIC ポー ト を最大 4 つまでの個別パーテ ィ シ ョ ンに分

割する こ とができます。 パーテ ィ シ ョ ニングのオプシ ョ ンは NIC 以外でも、 特

定のパーテ ィ シ ョ ンに iSCSI または FCoE プロ ト コルの割り当てを可能にする

こ とによ り、 統合型フ ァ ブ リ ッ クパーテ ィ シ ョ ニングまで拡張する こ とができま
す。

例えば、 各パーテ ィ シ ョ ンはネイテ ィ ブのイーサネ ッ ト  NIC にする こ と も、 

異なる PCIe エン ド ポイ ン ト デバイスク ラスコー ド を使用する iSCSI または 
FCoE ス ト レージデバイスをサポー ト するよ う に設定する こ と もできます 

（143 ページの 「表 4-4」 の制約事項に従います）。 iSCSI と  FCoE のいずれも、

完全なハー ド ウ ェ ア負担軽減モー ド で動作し ます。

Dell / QLogic スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングソ リ ューシ ョ ンは OS および

スイ ッ チにと らわれる こ と な く 、 操作に専用スイ ッ チを必要と し ません。 ただ
し、 アダプ タは対応するプロ ト コル毎 （NIC、 iSCSI、 および FCoE） に OS 固
有の QLogic アダプ タ ド ラ イバが必要と な り ます。 このソ リ ューシ ョ ンは、 ス

イ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの帯域幅の割り当てでは送信 ト ラ フ ィ ッ ク を規
定する こ とはできますが、 ト ラ フ ィ ッ ク を受信する こ とはできないこ と も意味し
ます。
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必要に応じ てアダプ ターポー ト に NIC パーテ ィ シ ョ ンを設定し た後、 Dell 
PowerEdge サーバーを再起動し て、 パーソナ リ テ ィ 変更を有効にする必要があ

り ます。 

スイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ン毎に最小および最大帯域幅を変更する こ とが可能で
す。 これらの変更は、 サーバーを再起動し な く と も直ちに適用されます。 帯域幅
の最小値と最大値はリ ン ク帯域幅のパーセン ト 値で指定し ます。

 最小帯域幅は、 パーテ ィ シ ョ ンに保証される最小限の帯域幅です。 

 最大帯域幅はそのパーテ ィ シ ョ ンが最大限使用できる帯域幅です。

スイッチ非依存パーティショニングオプション
QLogic アダプ タの スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能は、 アダプ タ上の 
10GbE 物理ポー ト 毎に複数の PCIe  物理機能を作成できる機能を提供し ます。

PCIe 機能は、 ホス ト のオペレーテ ィ ングシステムまたはハイパーバイザーに

よ ってそれぞれ独立し たイ ン タ フ ェース と し て認識されます。

アダプ ターがイーサネ ッ ト 専用アダプ ターと し て設定されている場合、 8 つの

イーサネ ッ ト 機能が含まれます。

デフ ォル ト で、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能は、 2 つのイーサネ ッ ト

機能のみが有効化されている状態で、 アダプ タ で無効化されています。 アダプ タ
でサポー ト されている機能パーソナ リ テ ィ マ ッ ピングによ っては、 追加の
Ethernet またはス ト レージ機能を有効にする こ とができます。

PCI 機能番号の割り当ては次のとお り です。

 機能 0 および 1 は常に NIC で、 ポー ト  1 が機能 0、 ポー ト  2 が機能 1 に
対応し ます。 その他の機能は個々に有効または無効にする こ とができます。

 機能 2 および 3 に設定できるパーソナ リ テ ィ は NIC のみです。

 機能 4 および 5 には、 iSCSI または NIC パーソナ リ テ ィ のいずれかを設

定できます。

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定が

存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り

も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯域幅を設定

し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX によ って割り当て

られた NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域

幅を設定し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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 機能 7 および 6 には、 FCoE または NIC パーソナ リ テ ィ のいずれかを設

定できます。

 各物理ポー ト に設定できるのは、 多 く ても  iSCSI パーソナ リ テ ィ  1 つと  
FCoE パーソナ リ テ ィ  1 つです。

通信し ている仮想マシン （VM） が同じ物理ポー ト から出ている NIC パーテ ィ

シ ョ ンに接続されている場合、 異なる vSwitch の仮想マシン間の VM-to-VM 
イーサネ ッ ト ト ラ フ ィ ッ クは、 eSwitch によ ってルーテ ィ ングされます。

eSwitch は、 仮想マシンの仮想 NIC （VNIC） の MAC address を学習し て 
VM-to-VM 通信を処理し ます。 この機能によ り、 同じ ホス ト 上の別の仮想マシ

ンに向けられたパケ ッ ト を eSwitch でスイ ッ チングする こ とができます。

アダプ ターは、 全パーテ ィ シ ョ ン内で最大 64 個の レ イヤ 2 MAC address 
フ ィ ルタ をサポー ト する こ とができます。 NIC ド ラ イバは、 すべての NIC パー

テ ィ シ ョ ン間にフ ィ ルタ数を均等に分配し ます。 例えば、 NIC アダプ ターに 4 
つの NIC パーテ ィ シ ョ ン （1 つの物理ポー ト あた り  2 つの NIC パーテ ィ シ ョ

ン） が存在する場合、 各 NIC パーテ ィ シ ョ ンには 16 のフ ィ ルタが割り当てら

れます （64/4 = 16）。

MAC address フ ィ ルタのパーテ ィ シ ョ ンあた りの利用可能な数は、 eSwitch 
による外部スイ ッ チへの転送が不要で eSwitch  経由で別の仮想マシン と通信で

きる仮想マシンの数を決定し ます。

分割された NIC 機能上の VLAN およびチー ミ ングソ リ ューシ ョ ンには、 次の制

約事項があ り ます。

 同じ物理ポー ト に属する NIC 機能を使用し て、 フ ェ イルセーフチームを作

成する こ とはできません。 た と えば、 PF0 のバッ クア ッ プ と し て PF2 を
選択できません。 これは、 両方の機能が同じ物理ポー ト のパーテ ィ シ ョ ン
であるためです。

 802.3ad リ ン ク集約チームは、 パーテ ィ シ ョ ン化された NIC 機能では許

可されません。

メモ

大部分の展開で、 このレ イヤ 2 MAC address フ ィ ルター 64 個の制限に

達する こ とはな く 、 多数の仮想マシンが他の仮想マシン と同じ ホス ト 上で 
eSwitch を使用し て通信する必要がある場合にのみ、 適用されます。
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図 4-1 に、 デフ ォル ト の スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能の設定を示し

ます。

図 4-1. スイッチ非依存パーティショニング
デフォルト設定（NIC、FCoE、および iSCSI）

メモ

ESXi 5.1 および ESXi 5.5 でのチー ミ ングを伴う  NPAR 設定では、 ド ラ

イバモジュールパラ メ ータ  defq_filters を 0 に設定する こ と を推奨し

ます。 これを行う には、 次のコ マン ド を実行し てから、 システムを再起動
し てその設定を有効にし ます。

esxcfg-module –s defq_filters=0
この設定によ り、 ド ラ イバが提供する MAC 学習機能が有効にな り、

vmkernel が提供する コールバッ クによる vMAC address の通知の代わり

に使用されます。
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図 4-2 に、 可能な設定を示し ます。

図 4-2. スイッチ非依存パーティショニング
設定オプション（パーソナリティ）

パーソナリティの変更
物理ポー ト 上の PCI 機能の変更または無効化には、 動作環境に応じ て好みの管

理ツールを使用する こ とができます。 この機能を使用する と、 各物理ポー ト を最
大で 4 つのパーテ ィ シ ョ ンに分割する こ とができ、 パーテ ィ シ ョ ンは次のいず

れかの PCI 機能タ イプをサポー ト するよ う に設定できます ： NIC、 FCoE、 ま

たは iSCSI。

メモ

このマニュアルでは、 パーソナ リ テ ィ および機能タ イプ とい う用語を互換
的に使用し ています。
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表 4-4 に、 ポー ト 識別および想定される Switch Independent Partitioning
（スイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ニング） の設定を示し ます。

サービス品質
Quality of Service （QoS） は、 アダプ ターポー ト と接続されたデバイス間での

データの送受信に使用される、 各パーテ ィ シ ョ ンに割り当てられた帯域幅の割り
当てを指し ます。 

表 4-4. 設定オプション 

機能番号 機能タイプ
物理ポート番号

ユーザーラベル a 

a 物理ポー ト 番号は、 アダプ ターのポー ト のラベルに Port 1 （ポー ト  1） または Port 2 （ポー ト  2）

と し て表示されます。

システム番号 b 

b 物理ポー ト 番号は、 特に注記がない限りほとんどの管理ツールに対し て、 スイ ッ チ非依存パー
テ ィ シ ョ ニングの設定画面で Phy Port 0 （Phy ポー ト  0） または Phy Port 1 （Phy ポー ト  1）

と表示されます。

0 NIC 1 0

1 NIC 2 1

2 無効 /NIC 1 0

3 無効 /NIC 2 1

4 iSCSI/NIC/ 無効 1 0

5 iSCSI/NIC/ 無効 2 1

6 FCoE/NIC/ 無効 1 0

7 FCoE/NIC/ 無効 2 1

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定が

存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り

も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯域幅を設定

し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX によ って割り当て

られた NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域

幅を設定し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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QLogic アダプ ターの各物理ポー ト は、 双方向に同時に最大 10 Gbps の速さ で

データ を送受信できます。 物理ポー ト が 4 つのパーテ ィ シ ョ ンに分割されてい

る場合、 ポー ト の帯域幅は ト ラ フ ィ ッ クの需要に応じ て各ポー ト パーテ ィ シ ョ ン
間に配分されます。

ポー ト パーテ ィ シ ョ ンご とに QoS を設定するには、 各パーテ ィ シ ョ ンの物理

ポー ト に最小帯域幅と最大帯域幅のパーセン ト 値を設定し ます。 この機能は、
ポー ト パーテ ィ シ ョ ンを使用し て重要なアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために特定
の帯域幅を必要とする各パーテ ィ シ ョ ンに対し て、 転送レー ト を保証するのに役
立ちます。 特定の QoS の設定によ り、 VM がポー ト 帯域幅の確保を競う と きに

生じ るボ ト ルネ ッ ク を解決できます。

Enhanced transition Service （ETS） は、 ネ ッ ト ワークポー ト での実際の帯域

幅割り当てを制御し ます。 ETS 下の帯域幅の割り当ては通常、 FCoE ト ラ フ ィ ッ

クに 50 パーセン ト 、 非 FCoE ト ラ フ ィ ッ ク （NIC および iSCS） に 50 パーセ

ン ト です。 これは、 所定のポー ト に対する複数 NIC パーテ ィ シ ョ ン間の スイ ッ チ

非依存パーテ ィ シ ョ ニング  QoS の割り当ては、 帯域幅内の非 FCoE 部分の割合

である こ と を示し ています。

Switch Independent Partitioning   QoS （スイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ニング 
QoS） によ り、 NIC および iSCSI パーテ ィ シ ョ ンにはそれぞれ、 使用可能な帯

域幅の最小保証部分の割り当てが可能と な り ます。 ただ し、 ユーザーイ ン タ
フ ェースツールは、 iSCSI パーテ ィ シ ョ ンに対する帯域幅制限の設定をサポー

ト し ていません。 つま り、 iSCSI パーテ ィ シ ョ ンは優先帯域幅を得られません。

例えば、 NIC パーテ ィ シ ョ ン間に割り当てられた最小帯域幅の合計が 100 パー

セン ト の場合、 使用率の高い状況では、 iSCSI パーテ ィ シ ョ ンはこの NIC の帯

域幅部分の 1 パーセン ト に制限されます。

使用率が高いと きに iSCSI で使用できる帯域幅を 1 パーセン ト よ り大き く するに

は、 Switch Independent Partitioning QoS （スイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ニング 
QoS） の最小帯域幅設定の合計が、 100 パーセン ト よ り少な く なるよ う にし ます。

例 ：

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングが有効化されたポー ト には iSCSI パー

テ ィ シ ョ ン、 および FCoE パーテ ィ シ ョ ンが各 1 つの、 計 2 つの NIC 
パーテ ィ シ ョ ンがあ り ます。

 ETS は、 ネ ッ ト ワーク帯域幅の 50 パーセン ト を FCoE ト ラ フ ィ ッ クに、

50 パーセン ト を非 FCoE ト ラ フ ィ ッ クに割り当てます。

 各 NIC パーテ ィ シ ョ ンの Switch Independent Partitioning QoS （スイ ッ

チ独立パーテ ィ シ ョ ニング QoS ） の最小帯域幅の設定は、 50 パーセン ト

です。

 つま り、 各 NIC パーテ ィ シ ョ ンには 10Gb の 50 パーセン ト の 50 
パーセン ト 、 つま り  2.5Gb が保証されます。
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 常に FCoE パーテ ィ シ ョ ンが 5 Gb の帯域幅を使用し、 各 NIC パーテ ィ

シ ョ ンが 2.5 Gb を使用し ている場合、 iSCSI パーテ ィ シ ョ ンには 50 Mb 
の帯域幅のみが残されます。

 ただ し、 各 NIC パーテ ィ シ ョ ンに 45 パーセン ト の非 FCoE ト ラ フ ィ ッ

クが割り当てられている場合、 割り当てられる帯域幅の合計は 90 パーセ

ン ト にな り ます。

 残りの 10 パーセン ト （500Mb） は、 iSCSi パーテ ィ シ ョ ン用に効

率的に予約されます。

eSwitch
アダプ ターは組み込みスイ ッ チ機能を提供し ます。 これは、 イーサネ ッ ト フ レー
ム用の基本的なレ イヤ 2 スイ ッ チ機能です。 各物理ポー ト には eSwitch の 1 つ
のイ ンス タ ンスが存在し、 その物理ポー ト 上のすべての NIC パーテ ィ シ ョ ンを

サポー ト し ます。

eSwitch の動作は透過的であ り、 管理者は特定の設定を行う必要はあ り ません。

eSwitch 統計を表示する機能は、 動作環境と管理ツールによ って異な り ます。

QLogic ド ラ イバによ って、 VM MAC address がフ ァームウ ェ アにダウンロー ド

されます。 これによ り、 フ ァームウ ェ ア とハー ド ウ ェ アは、 ホス ト 上の VM に宛

てたパケ ッ ト をスイ ッ チできます。

ある eSwitch から別の eSwitch に流れる ト ラ フ ィ ッ クについては、 まず外部ス

イ ッ チを通過するか、 両方の eSwitch を経由するパスを持つ VM によ ってあら

かじめ転送される必要があ り ます。

設定管理ツール
動作環境と優先されるシステム管理方法に応じ て、 次のいずれかのツールを使用
し て、 お使いのシステムのネ ッ ト ワーク要件を満たす NIC パーテ ィ シ ョ ンをア

ダプ ターポー ト にセ ッ ト ア ッ プ し ます。

 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ

 POST 時の QLogic OptionROM
 QConvergeConsole GUI
 QConvergeConsole CLI
 Windows デバイスマネージャ

 CIM プロバイダ と  VMware ESX/ESXi 向け QConvergeConsole 
VMware vCenter Server プ ラグイ ン
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Dell セットアップユーティリティ

Dell PowerEdge サーバー （第 11 および 12 世代） のシステム管理者は、 ス

イ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プを行う ためにサーバーの組み込み Dell 
セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を使用し、 取り付け済みのアダプ ター上で eSwitch 
統計を確認する こ とが可能です。 セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の機能は、 OS に
依存し ない管理機能性を提供し ます。 それには以下の機能が含まれます。

 ア ッ プデー ト

 ハー ド ウ ェ ア構成

 OS 展開

 システム診断

このツールは、 電源投入時自己診断 （POST） 時に開始する こ と でサーバーコ ン

ト ローラのフ ァームウ ェ アから起動するため、 特に OS に依存せずにアダプ

ターを設定する場合に役立ちます。 

セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の詳細については、 Dell のウ ェ ブサイ ト

（http://support.dell.com） をご覧下さい。 

QLogic アダプ ターで Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を使用し て スイ ッ チ非

依存パーテ ィ シ ョ ニングをセ ッ ト ア ッ プする手順に関し ては、 152 ページの

「Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く だ さい。

POST 時の QLogic OptionROM
QLogic OptionROM は工場出荷時にイ ンス ト ール済みで、 Dell 工場にてアダプ

ターのフ ラ ッ シュ メ モ リ に書き込み済みです。 QLogic アダプ ターを含む Dell 
PowerEdge サーバーを初めて起動する と き、 POST が開始されます。 POST 
テス ト を実行する こ と で、 OptionROM ユーテ ィ リ テ ィ へのアクセス権が付与

されます。

ホス ト サーバーの電源投入時に OptionROM を使用し て スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングおよび eSwitch パラ メ ータ をセ ッ ト ア ッ プする手順に関し ては、

158 ページの 「POST 時の QLogic OptionROM」 を参照し て く だ さい。

QConvergeConsole GUI
QConvergeConsole Unified Adapter Web Management Interface は、 ウ ェ ブ

ベースのク ラ イアン ト  / サーバーアプ リ ケーシ ョ ンであ り、 ネ ッ ト ワーク全体

（LAN および SAN） の QLogic アダプ ターの集中管理および設定を可能にし ます。

http://support.dell.com
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サーバー側では、 QConvergeConsole は Apache Tomcat サーバーウ ェ ブアプ

リ ケーシ ョ ン と し て動作し ます。 ウ ェ ブサーバーでアプ リ ケーシ ョ ンが起動し た
後、 ブ ラウザを使用し てそのサーバーから ローカルで、 または別のコ ンピ ュータ
から リ モー ト で  QConvergeConsole のグラ フ ィ カルユーザーイ ン タ フ ェース

（GUI） にアクセスできます。 ブ ラウザウ ィ ン ド ウは、 ネ ッ ト ワーク上でアダプ

ターおよび接続されているス ト レージをホス ト する Dell PowerEdge ブレー ド

サーバーに接続するためのク ラ イアン ト にな り ます。

QConvergeConsole GUI から設定および管理ツールを使用できるほか、

QConvergeConsole はアダプ ター上での NIC ポー ト および eSwitch パラ メ ー

タの分割と設定を可能にし ます。

Windows または Linux サーバーに QConvergeConsole GUI アプ リ ケーシ ョ ン

を インス ト ールするには、 261 ページの 「QConvergeConsole GUI のイ ンス

ト ール」 の手順に従って下さい。 お使いのアダプ ターで スイ ッ チ非依存パーテ ィ

シ ョ ニングを設定するために QConvergeConsole GUI を使用する前に、 その

アダプ ターが存在し ている Dell PowerEdge ブレー ドサーバーに ド ラ イバを イ

ンス ト ールする必要もあ り ます。

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを設定する前に、 次の手順を実行し て下さ
い。

 ホス ト サーバーの OS （Windows または Linux） に対応する QLogic 
SuperInstaller を使用し て、 アダプ ターが存在するサーバーにフ ァ イバー

チャネル /FCoE、 NIC、 および iSCSI ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。

イ ンス ト ーラ と ド ラ イバをダウンロー ド するには、http://support.dell.com 
にアクセス し て く だ さい。

 リ モー ト エージ ェ ン ト が、 QConvergeConsole GUI アプ リ ケーシ ョ ンの

存在する Tomcat サーバーで稼働中である こ と を確認し ます。

 フ ァ イバーチャネル /FCoE （qlremote） 
 NIC （netqlremote）

 iSCSI （iqlremote） 

http://support.dell.com
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QConvergeConsole CLI
QConvergeConsole CLI は、 ネ ッ ト ワーク全体 （LAN および SAN） の QLogic 
アダプ ターの管理と設定を集中化する管理ユーテ ィ リ テ ィ です。

QConvergeConsole CLI は、Linux または Windows 環境の Dell PowerEdge 
ブレー ドサーバーに取り付けられた QLogic アダプ タ上の iSCSI、 イーサネ ッ

ト 、 および FCoE 機能を管理し ます。

QConvergeConsole CLI から設定および管理機能を使用できるほか、

QConvergeConsole CLI は QLogic アダプ ター上での NIC ポー ト および 
eSwitch パラ メ ータの分割と設定を可能にし ます。 

『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI ユー

ザーズガイ ド） にある OS 別の手順に従って、 ホス ト サーバーにアプ リ ケー

シ ョ ンを イ ンス ト ールし て下さい。 

QConvergeConsole CLI の使用中に必要になる コ マン ド リ フ ァ レンスについて

は、 『QConvergeConsole CLI User’s Guide』 （QConvergeConsole CLI 
ユーザーズガイ ド） を参照し て く だ さい。

お使いのアダプ ターで スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを設定するために 
QConvergeConsole CLI を使用する前に、 そのアダプ ターが存在し ている 
Dell PowerEdge サーバーに OS 固有の ド ラ イバを イ ンス ト ールする必要があ

り ます。 ホス ト サーバーの OS （Windows または Linux） に対応する QLogic 
SuperInstaller を使用し て、 フ ァ イバーチャネル /FCoE、 NIC、 および iSCSI 
ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 イ ンス ト ーラ と ド ラ イバをダウンロー ド するに
は、 http://support.dell.com にアクセス し て く だ さい。

QConvergeConsole CLI を使用し て スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび 
eSwitch パラ メ ータ をセ ッ ト ア ッ プする手順については、 168 ページの

「QConvergeConsole CLI」 を参照し て く だ さい。

Windows デバイスマネージャ

サポー ト されている Windows OS で動作する Dell PowerEdge サーバーには、

QLogic アダプ ターの設定に使用できる Windows ベースのツールが搭載されて

います。 これによ り、 Windows デバイスマネージャ を使用し て NIC パーテ ィ

シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プ し、 管理できます。

システム要件に関し ては、 136 ページの 「ソ フ ト ウ ェ ア要件」 を参照し て く だ

さい。

Windows サーバーでこのネイテ ィ ブのサーバー管理ツールを使用し て QLogic 
アダプ ター NIC ポー ト で スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを設定する手順

は、 174 ページの 「Windows デバイスマネージャ」 を参照し て く だ さい。

http://support.dell.com
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CIM プロバイダと VMware ESX/ESXi 向け QConvergeConsole VMware vCenter 
Server プラグイン

VMware vSphere は、 ク ラシ ッ ク ESX および ESXi の両方に、 CIM によるモ

ニ タ リ ングフ レームワーク を提供し ます。 このフ レームワーク を使用する こ とに
よ り、 イーサネ ッ ト イ ン タ フ ェースの設定と管理を行う こ とができます。 ESX 
Server では、 コマン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェースを使って、 イーサネ ッ ト イ ン タ

フ ェースの設定と管理が可能です。 ESXi Server で リ モー ト  CLI を使用し ます。

すべての スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングイーサネ ッ ト の機能はハイパーバ

イザによ って列挙され、 そのハイパーバイザで実行される ド ラ イバによ ってコ ン
ト ロールされ、 その他のイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェース と類似し て設定されます。 

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのイ ン タ フ ェース毎に vSwitch を作成する

のが一般的です。 仮想マシンを設定し て、 VMXNET 3 アダプ タ などの標準的な

仮想ネ ッ ト ワークデバイスを使用できます。 各イ ン タ フ ェースご とに、
NetQueue などの機能を設定する こ とができます。 スイ ッ チ非依存パーテ ィ

シ ョ ニングのイ ン タ フ ェースをア ッ プ リ ン ク と し て使用し て、 ESX が対応する

すべての標準アグ リゲーシ ョ ンおよびフ ェ イルオーバーの設定を行う こ とは可能
ですが、 同一の物理ポー ト に属する NIC パーテ ィ シ ョ ンを持つ複数のア ッ プ リ

ン ク を持つこ とは有用ではあ り ません。

同一の NIC パーテ ィ シ ョ ンを共有するよ う に VM が割り当てられる と、 vSwitch 
はパケ ッ ト を切り替えます。 NIC パーテ ィ シ ョ ン上の VM が、 同一の物理ポー ト

に属する異なる NIC パーテ ィ シ ョ ン上の vSwitch に接続し ている別の VM を宛

先と し てパケ ッ ト を送信する と き、 アダプ ターの eSwitch はパケ ッ ト を切り替え

ます。 2 つの NIC パーテ ィ シ ョ ンが異なる物理ポー ト に関連付けられている場

合、 該当するポー ト 間で外部スイ ッ チがパケ ッ ト を転送し ます。

vSwitch の設定には、 標準的なサービスコ ン ソールコ マン ド または RCLI コ マ

ン ド を使用し ます。 特定のコマン ド オプシ ョ ンについては、 VMware のマニュ

アルを参照し て く だ さい。

メモ

すべてのイ ン タ フ ェ ースはハイパーバイザに割り当てられるため、 アダプ
ターの eSwitch の操作は透過的であ り、 システム管理者は特に追加の設定

を行う必要はあ り ません。
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QLogic VMware ESX/ESXi vCenter プ ラグイ ン と  vSphere Web Client プ ラグ

イ ンのパッ ケージをダウンロー ド するには、 http://driverdownloads.qlogic.com 
にアクセス し、 VMware ESX/ESXi OS に対し てお使いの 3200 Series Adapter
または 8200 Series Adapter のモデルを選択し ます。 システム要件と イ ンス ト ー

ル手順については、 パッ ケージに付属し ている、 関連する Read Me 文書とユー

ザーズガイ ド を参照し て く だ さい。

vCenter Server プ ラグイ ンを使用し て QLogic アダプ ターの NIC ポー ト で ス
イ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを設定する手順は、 184 ページの 「CIM プロ

バイダ と  VMware ESX/ESXi 向け vCenter Server プ ラグイ ン」 を参照し て く

だ さい。

スイッチ非依存パーティショニングのセットアップ
および管理オプション

本項では、 ス ト レージエ リ アネ ッ ト ワーク （SAN） 内で Dell PowerEdge サー

バー （ホス ト サーバー） に取り付けた QLogic アダプ ターに NIC パーテ ィ シ ョ

ンを設定する方法を説明し ます。 各パーテ ィ シ ョ ンに対し て QoS を確立し、

eSwitch パラ メ ータおよび統計を表示する手順も含まれます。 

本項で説明するセ ッ ト ア ッ プ手順では、 次の管理ツールを使用し ます。

 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ

 POST 時の QLogic OptionROM
 QConvergeConsole GUI
 QConvergeConsole CLI
 Windows デバイスマネージャ

 CIM プロバイダ と  VMware ESX/ESXi 向け vCenter Server プ ラグイ ン

メモ

これらの手順では、 QLogic アダプ タが 1 つ以上取り付けられたホス ト

サーバーへのローカルまたはリ モー ト アクセスが可能であ り、 必要な ド ラ
イバと管理ツールを所有し ている こ と を前提と し ています。

http://driverdownloads.qlogic.com
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概要
動作環境と優先されるシステム管理方法によ り、 本項で説明するいずれかのツー
ルを使用し て、 システムのネ ッ ト ワーキング要件を満たす NIC パーテ ィ シ ョ ン

（NPAR） を QLogic アダプ ターポー ト に設定できます。

QLogic アダプ ターを含む Dell PowerEdge サーバーを初めて起動する と き、

POST が開始されます。 POST を実行する と、 QLogic アダプ ターポー ト で 
NIC パーテ ィ シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プするために使用可能な次の 2 つの設定ツー

ルにアクセスする こ とができます ： Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ および 
QLogic OptionROM。 

QConvergeConsole GUI および CLI ツールは、 Linux サーバーと  Windows 
サーバーのいずれでも動作し ます。 ブ ラウザベースの GUI イ ン タ フ ェ ースを使

用する場合は、 QConvergeConsole GUI を使用し てイーサネ ッ ト ポー ト を 
NIC、 FCoE、 または iSCSI パーテ ィ シ ョ ンに分割し、 帯域幅の設定を調整し

て QoS を確立し ます。 または、 QConvergeConsole CLI を使用し て、 コ マン

ド ラ イ ン イ ン タ フ ェ ースを対話モー ド または非対話モー ド で使用し てパーテ ィ
シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プできます。 

Windows ホス ト サーバーでは、 Windows デバイスマネージャ を使用し て NIC 
パーテ ィ シ ョ ンを設定および管理できます。 

CIM Provider VMware ホス ト サーバーでは、 CIM プロバイダ と  VMware 
ESX/ESXi 向け vCenter Server プ ラグイ ン を使用し ます。

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定が

存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り

も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯域幅を設定

し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX によ って割り当て

られた NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域

幅を設定し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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Dell セットアップユーティリティ
QLogic アダプ ターを含むホス ト サーバーを初めて起動する と き、 POST が開

始されます。 POST を実行する と  Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス

できます。 
Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を使用し て Switch Independent  the 
Partitioning （スイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ニング） をセ ッ ト ア ッ プするには、

次の手順を行います。

1. POST の実行中に、 F2 ボタ ンを押し ます。 
Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ のメ イ ン メ ニューが開きます。

2. 図 4-3 に示す、 Device Settings （デバイスの設定） を選択し ます。

図 4-3. メインメニューページ

メモ

お使いのサーバーモデルおよびセ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ のバージ ョ ン
によ っては、 表示される画面が以下の画面と異なる こ とがあ り ます。
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3. Device Settings （デバイスの設定） 画面で、 設定するアダプ ターを選択

し ます （図 4-4 を参照）。

図 4-4. 設定するデバイスの選択



4– スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのセ ッ ト ア ッ プおよび管理オプシ ョ ン

154 CU0354602-04 M

次に表示される画面 （図 4-5 を参照） は、 Main Configuration （メ イ ン設

定） ページで、 選択し たアダプ ターおよびそのアダプ ターで使用可能な
セ ッ ト ア ッ プオプシ ョ ンについての情報を表示し ます。

図 4-5. メイン設定
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4. Main Configuration （メ イ ン設定） ページから  NIC Partitioning 
(Switch Independent Partitioning) Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ

ニング （スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング） 設定） を選択し ます。 
NIC Partitioning Configuration （NIC パーテ ィ シ ョ ニング設定） ページ

が開きます （図 4-6 を参照）。

図 4-6. NIC パーティショニング（スイッチ非依存パーティショニング）設定ページ

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定オプシ ョ ンに関し ては、 188
ページの 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て
く だ さい。
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5. Global Bandwidth Allocation （グローバル帯域幅割り当て） を選択し、

Global Bandwidth Allocation （グローバル帯域幅割り当て） ページを開

きます （図 4-7 を参照）。

図 4-7. グローバル帯域幅割り当てページ

6. 各パーテ ィ シ ョ ンに必要な相対および最大帯域幅 （0 ～ 100 パーセン ト ）

を設定し ます。

 相対帯域幅の設定によ り、 最低でもその分の帯域幅をパーテ ィ シ ョ ン

で使用できる こ とが保証されます。 
 1 ポー ト あた りの累積相対帯域幅の設定 （パーテ ィ シ ョ ン 1 ～ 

4） が 100 パーセン ト を超える こ とはできません。 
 この設定は、 ソ フ ト ウ ェ アによ って施行されます。

 最大帯域幅の設定によ り、 パーテ ィ シ ョ ンが予約できる帯域幅の上限

を定めます。 
 アダプ ターは、 オーバーサブスク リ プシ ョ ンをサポー ト し ます。
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 オーバーサブスク リ プシ ョ ンによ って、 最大帯域幅設定の総計

を、 ポー ト で使用できる合計帯域幅の 100 パーセン ト よ り増や

すこ とが可能です。 
 ポー ト の最大帯域幅を 100 パーセン ト に設定する と、 そのパー

テ ィ シ ョ ンが使用する帯域幅はその他のパーテ ィ シ ョ ンには使
用されません。 この設定は、 その他のパーテ ィ シ ョ ンの 1 つま

たは複数が使用し ている帯域幅が相対帯域幅の設定に満たない
場合に適用されます。

 パーテ ィ シ ョ ンの最大設定が 100 パーセン ト 未満である場合、

そのパーテ ィ シ ョ ンはそのパーセン ト 値に制限され、 最大帯域
幅制限に到達し た場合でもその他のパーテ ィ シ ョ ンの未使用の
帯域幅を使用する こ とはできません。

 オーバーサブスク リ プシ ョ ンは特に、 NIC、 ス ト レージ、 およ

び vMotion® ト ラ フ ィ ッ クが混在する環境に役立てる こ とがで

きます。 vMotion が使用する NIC パーテ ィ シ ョ ンに、 未使用の

すべての帯域幅を使用させる こ とが望ま しい場合もあ り ます。
vMotion パーテ ィ シ ョ ンに最大帯域幅 100 パーセン ト を設定す

る と、 vMotion ポー ト はその他の機能に使用されていないすべ

ての帯域幅を動的に使用し ます。

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設

定が存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニ

ングよ り も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ ク

に帯域幅を設定し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは 
DCBX によ って割り当てられた NIC 帯域幅を分割する こ とによ っ

て、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域幅を設定し ます。 詳細は、 133 ペー

ジの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのための帯域幅

設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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7. NIC Partitioning Configuration （NIC Partitioning の設定） ページに戻り

ます。 

8. パーテ ィ シ ョ ンご とに、 Partition （パーテ ィ シ ョ ン） ド ロ ッ プダウン リ ス

ト を使用し て機能タ イプを有効または無効にするか、 変更し ます。 パー
テ ィ シ ョ ンご とに有効にできる機能タ イプは一度に 1 つのみです。 

POST 時の QLogic OptionROM
QLogic アダプ ターを含むホス ト サーバーの初回起動時、 POST が開始されま

す。 POST を実行する こ と で、 OptionROM ユーテ ィ リ テ ィ へのアクセス権が

付与されます。

OptionROM を使用し て スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングをセ ッ ト ア ッ プす

るには ：

1. POST 時にセ ッ ト ア ッ プ メ ニューを開始するよ う に指示メ ッ セージが表示

されたら （図 4-8 を参照）、 CTRL+Q を押し て OptionROM セ ッ ト ア ッ

プを開始し ます。 
 

図 4-8. セットアップメニューの開始を指示する POST テスト画面

メモ

1 つの機能タ イプを有効にする と、 その他のタ イプ （またはモー ド）

が自動的に無効にな り ます。
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2. QLogic CNA Function Configuration （QLogic CNA 機能設定） 画面で

管理するアダプ ターを選択し ます （図 4-9 を参照）。

図 4-9. セットアップメニューからのアダプターの選択

選択し たアダプ ターで使用可能な機能のリ ス ト が画面に表示されます
（図 4-10 を参照）。

図 4-10. 機能の設定画面
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3. 変更する機能タ イプの Type （タ イプ） 列にカーソルを移動し ます

（図 4-11 および図 4-12 を参照）。

図 4-11. 変更する NIC 機能タイプの選択

図 4-12. 変更する FCoE 機能タイプの選択

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定オプシ ョ ンに関し ては、
188 ページの 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングセ ッ ト ア ッ プ」

を参照し て く だ さい。
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4. MinBW% 列にカーソルを移動し て、 各パーテ ィ シ ョ ンで、 最小帯域幅

（図 4-13 を参照） を調節 （0 ～ 100 パーセン ト ） し ます。 

図 4-13. 最小帯域幅の調整

メモ

 OptionROM 内の最小帯域幅設定は、 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ

リ テ ィ の相対帯域幅設定に相当し ます。 
 このユーテ ィ リ テ ィ の MaxBW% （最大帯域幅 %） フ ィ ールドは

読み取り専用です。 最大帯域幅を調整するには、 Dell セ ッ ト ア ッ

プユーテ ィ リ テ ィ などの別のユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅

設定が存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ

シ ョ ニングよ り も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ

フ ィ ッ クに帯域幅を設定し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニ
ングは DCBX によ って割り当てられた NIC 帯域幅を分割する こ

とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域幅を設定し ます。 詳細は、

133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの

ための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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5. 変更を保存し ます （図 4-14 を参照）。

図 4-14. 設定の変更の保存

6. スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定が完了し たらホス ト サーバーを
再起動し ます。

QConvergeConsole GUI
QConvergeConsole は、 ウ ェ ブベースのク ラ イアン ト  / サーバーアプ リ ケー

シ ョ ンであ り、 ネ ッ ト ワーク全体 （LAN および SAN） の QLogic アダプ ターの

集中管理および設定を可能にし ます。 サーバー側では、 QConvergeConsole は 
Apache Tomcat サーバーウ ェ ブアプ リ ケーシ ョ ン と し て動作し ます。 ウ ェ ブ

サーバーでアプ リ ケーシ ョ ンが起動し た後、 ブ ラウザを使用し てそのサーバーか
ら ローカルで、 または別のコ ンピ ュータから リ モー ト で  QConvergeConsole 
のグラ フ ィ カルユーザーイ ン タ フ ェース （GUI） にアクセスできます。 ブ ラウザ

ウ ィ ン ド ウは、 ネ ッ ト ワーク上で QLogic アダプ ターおよび接続されているス

ト レージをホス ト するサーバーに接続するためのク ラ イアン ト にな り ます。

QConvergeConsole GUI ツールを使用し て、 Linux または Windows ホス ト

サーバーに取り付けられた QLogic アダプ ターを設定および管理できます。 

この管理ツールのイ ンス ト ールおよび起動の手順については、 261 ページの

「QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。 この管理

ツールを使用し たアダプ ターの設定と管理に関するヘルプについては、
QConvergeConsole のオン ラ イ ンヘルプシステムを参照し て く だ さい。 
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QConvergeConsole GUI を使用し て NIC パーテ ィ シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プす

るには、 次の手順を実行し ます。

1. NIC パーテ ィ シ ョ ンの設定

2. QoS のセ ッ ト ア ッ プ

3. eSwitch の設定を表示する

NIC パーティションの設定

NIC Partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） タ ブを介し て、 両方の物理ポー ト

の スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能の設定および管理を行 う  
QConvergeConsole を使用できます。 どち らの物理ポー ト 上でも  スイ ッ チ非

依存パーテ ィ シ ョ ニング機能の有効化 / 無効化が可能であ り、 変更を適用するに

は OS を再起動する必要があ り ます。 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能

が有効にされている と き、 各物理ポー ト は 4 つの物理機能または物理 PCIe 機
能間の帯域幅機能を分割し、 次の機能タ イプの内 1 つに対応するよ う に設定さ

れます ： NIC、 FCoE、 または iSCSI。 QConvergeConsole は、 各機能タ イプ

をパーソナ リ テ ィ と し て表し ます。 

NIC パーテ ィ シ ョ ンを設定し、 パーソナ リ テ ィ を変更するには、 次の手順を実

行し ます。

1. QConvergeConsole システムツ リーのアダプ ター ノ ー ド を展開し ます。

2. 物理ポー ト  1 ノ ー ド を展開し、 NIC ポー ト を選択し ます。 
目次ペイ ンに、物理ポー ト  2 の NIC ポー ト で使用できない追加のタ ブが 2 
つ表示されます。

3. NIC Partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） （スイ ッ チ非依存パーテ ィ

シ ョ ニング） タ ブを選択し ます。 NIC Partitioning Configuration （NIC 
パーテ ィ シ ョ ニング設定） ページには、 選択し た スイ ッ チ非依存パーテ ィ

シ ョ ニングの設定およびパーソナ リ テ ィ のオプシ ョ ンに適用する設定の詳
細が表示されます （図 4-15 を参照）。

メモ

デフ ォル ト の スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング機能の設定、 および可能

な設定を示す表については、 188 ページの 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ

ニングセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。
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図 4-15. NIC パーティショニング（スイッチ非依存パーティショニング）設定ページ

4. Physical Port （物理ポー ト ） ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 設定する物理

ポー ト を選択し ます。 
5. 機能タ イプを変更する場合は、 NIC パーテ ィ シ ョ ンを選択し、 Function 

Type （機能タ イプ） ド ロ ッ プダウン リ ス ト から該当のプロ ト コルを選択し

ます。 
6. Save （保存） を ク リ ッ ク し て変更を保存し ます。 

Security Check （セキュ リ テ ィ チ ェ ッ ク） ダイアログボ ッ クスが表示され

る場合があ り ます。 Enter Password （パスワー ドの入力） ボ ッ クスにパ

スワー ド を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 
7. OS を再起動し て変更を適用し ます。

8. 設定し たポー ト に最新の ド ラ イバがイ ンス ト ールされている こ と を確認し
ます。

9. 必要に応じ て、 ポー ト プロ ト コルのド ラ イバをア ッ プデー ト し ます。
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QoS のセットアップ

QConvergeConsole では、 各パーテ ィ シ ョ ンの物理ポー ト の帯域幅に最小と最

大パーセン ト 値を設定する こ とによ って、 パーテ ィ シ ョ ンご とに QoS を設定で

きます。 

QoS を設定するには、 次の手順を行います。

1. QConvergeConsole システムツ リーで QLogic アダプ ター ノ ー ド を展開

し ます。

2. 物理ポー ト  1 ノ ー ド を展開し、 NIC ポー ト を選択し ます。 
目次ペイ ンに、物理ポー ト  2 の NIC ポー ト で使用できない追加のタ ブが 2 
つ表示されます。

3. NIC Partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） タ ブを選択し、

Management （管理） サブ タ ブを ク リ ッ ク し ます。 
NIC Partitioning Management General （NIC パーテ ィ シ ョ ニング管理

の情報） ページは、 選択し た NIC パーテ ィ シ ョ ンに適用する設定の詳細を

表示し ます （図 4-16 を参照）。

図 4-16. NIC パーティショニング - 一般管理ページ

メモ

NIC Partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） ページは、 スイ ッ チ独立

パーテ ィ シ ョ ニングを有効にし た QLogic アダプ タ向けの NIC ポー ト のみ

に適用されます。
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4. 下矢印を ク リ ッ ク し、 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から  NIC パーテ ィ シ ョ ン

（NPAR0、 NPAR1、 NPAR2、 または NPAR3） を選択し ます。 
選択し た NIC パーテ ィ シ ョ ンに関する情報と設定のフ ィ ールド には、 次の

ものがあ り ます。

 Default MAC Address （デフ ォル ト  MAC address） – メ ーカーで

設定済みの MAC address。 
 Location （場所） – システムの論理的な場所 ： PCI バス番号、 デバ

イス番号、 および機能番号。

 NPAR PCI Function Number （NPAR PCI 機能番号） – アダプ

ターが要求する 8 つの PCIe 機能番号 （0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 

または 7）。

 NPAR Function Type （NPAR 機能タ イプ） – 選択し た スイ ッ チ

非依存パーテ ィ シ ョ ニング （PCIe） 機能のパーソナ リ テ ィ に関連し

ています ： NIC、 iSCSI、 

または FCoE。

 Minimum Bandwidth (%) （最小帯域幅 （%）） – 上矢印と下矢印

を使用し て 0 ～ 100 パーセン ト の間をスク ロールし、 選択し たパー

テ ィ シ ョ ンを介し たデータ送信に保証される帯域幅を設定し ます。 
1 パーセン ト 増ご とに帯域幅が 100Mbps 増加し ます。 た と えば、 

最小帯域幅を 5 % に設定する と、 選択し たポー ト を介し たデータの

送受信に 500Mbps が保証されます。 
 Maximum Bandwidth (%) （最大帯域幅 （%）） – 許容される最大

帯域幅は、 リ ン ク速度のパーセン ト 値と し て指定されます。 上矢印と
下矢印を使用し て 0 ～ 100 パーセン ト の間をスク ロールし、 選択し

たパーテ ィ シ ョ ンを介し たデータ送信用の最大帯域幅を設定し ます。
1 パーセン ト 増ご とに帯域幅が 100Mbps 増加し ます。 た と えば、 

最大帯域幅を 100 % に設定する と、 選択し たパーテ ィ シ ョ ン経由で

最大 10,000Mbps のデータの送受信が可能にな り ます。

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設

定が存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニ

ングよ り も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ ク

に帯域幅を設定し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは 
DCBX によ って割り当てられた NIC 帯域幅を分割する こ とによ っ

て、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域幅を設定し ます。 詳細は、 133 ペー

ジの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのための帯域幅

設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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5. 前の手順を繰り返し て、 その他のパーテ ィ シ ョ ンに最小帯域幅と最大帯域
幅を設定し ます。

6. 変更を設定し終えたら、 Save （保存） を ク リ ッ ク し て、 アダプ ターの詳細

パラ メ ータに対する変更を保存し ます。 

Security Check （セキュ リ テ ィ チ ェ ッ ク） ダイアログボ ッ クスが表示され

る場合があ り ます。 Enter Password （パスワー ドの入力） ボ ッ クスにパ

スワー ド を入力し、 OK を ク リ ッ ク し ます。

eSwitch の設定を表示する

QConvergeConsole が表示され、 現在の eSwitch の負担軽減設定を確認でき

ます。 eSwitch の設定は、 再起動し て ド ラ イバを再ロー ド する と失われますが、

再起動および再ロー ドの前に設定を保存し、 後から復元する こ とができます。

eSwitch の設定を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1. QConvergeConsole システムツ リーで QLogic アダプ ター ノ ー ド を展開

し ます。

2. 物理ポー ト  1 ノ ー ド を展開し、 NIC ポー ト を選択し ます。 目次ペイ ンに、

物理ポー ト  2 の NIC ポー ト で使用できないタ ブが表示されます。

3. NIC Partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） タ ブを選択し ます。 
4. eSwitch サブ タ ブを選択し ます。 

NIC Partitioning eSwitch Management （NIC Partitioning eSwitch 管
理） ページに、 選択し たポー ト に適用される負担軽減設定が表示されます
（図 4-17 を参照）。

メモ

設定は再起動後も永続的です。
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図 4-17. NIC パーティショニング - eSwitch 管理ページ

5. ド ロ ッ プダウン メ ニューから、 負担軽減プロパテ ィ を設定するポー ト を選
択し ます。 
表示の負担軽減フ ィ ール ドが、 選択し たポー ト に適用されます。 

6. 任意の負担軽減フ ィ ール ドの横にある下矢印を ク リ ッ ク し て、 値を 
Enabled （有効） または Disabled （無効） に変更し ます。 

7. 次のいずれかのコ マン ド ボタ ンを選択し て、 変更を適用またはキャ ンセル
し ます。 

 Save （保存） – 画面に表示されている変更を保存し ます。

 Restore Settings （設定の復元） – デフ ォル ト 設定を復元し ます。

 Cancel （キャ ンセル） – 変更を保存する前に、 この画面で行った変

更をキャ ンセルし ます。

QConvergeConsole CLI
QConvergeConsole CLI は、 ネ ッ ト ワーク全体 （LAN および SAN） の 
QLogic アダプ ターの管理と設定を集中化する管理ユーテ ィ リ テ ィ です。 

QConvergeConsole CLI ツールを対話モー ド または非対話モー ド で使用し て、

Linux または Windows ホス ト サーバーに取り付けられた QLogic アダプ ターを設

定および管理できます。

本項では、 QConvergeConsole CLI を対話モー ド で使用し て NIC パーテ ィ

シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プする手順について説明し ます。 表示される コ マン ドは、
Linux と  Windows の両方のオペレーテ ィ ングシステムに適用されます。
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この管理ツールのイ ンス ト ールと起動の手順については、 『QConvergeConsole 
CLI User’s Guide 』 （QConvergeConsole CLI ユーザーズガイ ド） を参照し て

く だ さい。

QConvergeConsole CLI を使用し て NIC パーテ ィ シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プす

るには、 次の手順を実行し ます。

1. QConvergeConsole CLI イ ン タ フ ェースを起動し、 6:NIC 
Partitioning <NPAR> Information （6 ： NIC パーテ ィ シ ョ ニング 
<NPAR> 情報） を選択し ます （図 4-18 を参照）。

図 4-18. 6 の選択による NPAR 情報オプションの表示

メモ

この項で、 NIC partitioning （NIC パーテ ィ シ ョ ニング） および NPAR は 
スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングと同じ意味であ り、 NIC パーテ ィ シ ョ

ンはスイ ッ チ独立パーテ ィ シ ョ ン と同じ意味を持ちます。
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2. 2:NPAR Port Information （2 ： NPAR ポー ト 情報） を選択し ます

（図 4-19 を参照）。

図 4-19. 2 の選択による NPAR ポート情報の表示

NPAR Configuration Selection （NPAR 設定の選択） ページに現在の設

定が表示されます （図 4-20 を参照）。

図 4-20. NPAR 設定の選択画面
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3. スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの情報の表示後に メ イ ン メ ニューに戻
り、 7:NIC Partitioning <NPAR> Configuration （7 ： NIC パー

テ ィ シ ョ ニング <NPAR> 設定） を選択し ます （図 4-21 を参照）。

図 4-21. NPAR の設定の選択

4. 1:NPAR Configuration （1 ： NPAR の設定） を選択し て、 次のオプシ ョ

ンを示す NPAR Configuration （NPAR の設定） メ ニューを表示し ます。

1: Bandwidth Configuration （1 ： 帯域幅の設定） 

2: Change PCI Function Personality （2 ： PCI 機能パーソナ リ

テ ィ の変更）

5. システム要件を満たすよ う に、 帯域幅を設定し ます。 

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定が

存在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り

も優先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯域幅を設定

し た後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX によ って割り当て

られた NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域

幅を設定し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パー

テ ィ シ ョ ニングのための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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た と えば、 機能 1 NIC パーテ ィ シ ョ ンの帯域幅を変更するには、 次の作業

を行います。

a. 1: Bandwidth Configuration （1 ： 帯域幅の設定） を選択し ます。

b. 1: Function:1 （1 ： 機能 ： 1） を選択し ます。

c. 1: Modify Minimum Bandwidth （1 ： 最小帯域幅の変更） を選択し

ます （図 4-22 を参照）。

図 4-22. 最小帯域幅の変更の選択

d. 指示メ ッ セージで、 選択し た機能に対し て保証する帯域幅のパーセン
ト 値を入力し ます。 

e. 選択し た機能に対し て制限する帯域幅のパーセン ト 値を入力し ます。
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f. 帯域幅の設定を再起動後に保持するかど うかを指定し ます （図 4-23 
を参照）。

図 4-23. 保持する帯域幅の変更の設定

6. NIC Partitioning <NPAR> Configuration Selection （NIC Partitioning 
<NPAR> 設定の選択） 画面に戻り ます。

7. システム要件を満たすよ う に、 各機能のパーソナ リ テ ィ を変更し ます。 次
に例を示し ます。

a. 2: Change PCI Function Personality （2 ： PCI 機能パーソナ

リ テ ィ の変更） を選択し ます。

b. ポー ト 番号 1 または 2 を選択し ます。

c. 機能番号を選択し ます。 
コマン ド ラ イ ンに、 選択し た機能番号に適用されるオプシ ョ ンのリ ス
ト が選択肢と と もに表示されます。 このモー ドは、 所定の機能番号に
適用し ない機能タ イプの割り当てを防止し ます。

d. 該当する機能タ イプを識別するオプシ ョ ン番号を選択し て、 パーソナ
リ テ ィ タ イプを設定し ます。 機能番号と現在の状態によ って、 この値
は Disabled （無効）、 NIC、 FCoE、 または iSCSI のいずれかにな

り ます。 

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定オプシ ョ ンに関し ては、
188 ページの 「スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングセ ッ ト ア ッ プ」

を参照し て く だ さい。
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図 4-24 に、 Linux システムで機能タ イプを変更するためのオプシ ョ ンに

導 く  CLI コマン ド を示し ます。

図 4-24. Linux システムでの機能タイプの選択

8. メ イ ン メ ニューに戻り、 8: NIC Partitioning <NPAR> Statistics
（8： NIC パーテ ィ シ ョ ニング <NPAR> 統計） を選択し て統計を表示し ます。 
メ ニューを選択し て、 eSwitch の統計を表示し ます。

9. 必要に応じ た NIC パーテ ィ シ ョ ンの設定を終えたら、 ホス ト サーバーを再

起動し て変更を有効にする必要があ り ます。

Windows デバイスマネージャ
QLogic アダプ ターをホス ト する Windows サーバーで、 Windows デバイスマ

ネージャ を使用し て NIC パーテ ィ シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プする こ とができます。

また、 Windows デイスマネージャ を使用し て eSwitch 統計を表示する こ と も

できます。

Windows デバイスマネージャ を使用して スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングを

セ ッ ト ア ッ プするには ：

1. スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定
2. パーソナ リ テ ィ の変更
3. 帯域幅の管理
4. eSwitch 統計の表示
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スイッチ非依存パーティショニングの設定

デバイスプロパテ ィ のページにある NIC multifunction Partition Management
（NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブを使用し て、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニン

グを有効し て、 10 GbE 物理ポー ト を多機能ス ト レージおよびネ ッ ト ワークポー

ト に設定する こ とができます。 

QLogic アダプ タポー ト で スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングをセ ッ ト ア ッ プ

するには ：

1. QLogic アダプ ターが取り付けられたサーバーにログイ ン し ます。

2. Server Manager （サーバーマネージャ） を開いて Diagnostics （診断）、

Device Manager （デバイスマネージャ） と選択し、 Network 
Adapters （ネ ッ ト ワークアダプ ター） を選択し ます。 

3. 最初の QLogic 10GbE 2P < モデル > デバイスを右ク リ ッ ク し て、

シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Properties （プロパテ ィ ） を選択し ます

（図 4-25 を参照）。

図 4-25. ショートカットメニューからのプロパティの選択
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4. Adapter Properties （アダプ ターのプロパテ ィ ） ページから、 次の作業を

行います。

a. NIC Partition Management （NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブを選

択し ます。

b. 有効にする機能番号を右ク リ ッ ク し ます。

c. Enable Partition （パーテ ィ シ ョ ンを有効にする） を選択し ます

（図 4-26 を参照）。

 

図 4-26. パーティションの有効化
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パーテ ィ シ ョ ニングを有効にする と、 Adapter Properties （アダプ ターの

プロパテ ィ ） ページが表示されます （図 4-27 を参照）。

図 4-27. パーティションを有効にした場合

5. OK を ク リ ッ ク し て、 次の情報を表示する メ ッ セージボ ッ クスを閉じ ます。

This change requires a reboot. （この変更には、 再起動が必要です。）

Proceed? （続行し ますか ?）

6. OK を ク リ ッ ク し て、 次の情報を表示する メ ッ セージボ ッ クスを閉じ ます。

Please reboot the system now （システムを今すぐ再起動し て下さい）

7. ホス ト サーバーを再起動し て、 変更を有効にし ます。



4– スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのセ ッ ト ア ッ プおよび管理オプシ ョ ン

178 CU0354602-04 M

パーソナリティの変更

ネ ッ ト ワークの必要に応じ て機能タ イプ （パーソナ リ テ ィ ） を変更するには、 
次の手順を実行し ます。 
1. Server Manager （サーバーマネージャ） で Diagnostics （診断）、

Device Manager （デバイスマネージャ） と選択し、 Network 
Adapters （ネ ッ ト ワークアダプ ター） を選択し ます。

2. 機能タ イプを変更する該当の QLogic 10 ギガビ ッ ト イーサネ ッ ト  CNA 
デバイスを右ク リ ッ ク し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  Properties
（プロパテ ィ ） を選択し ます。

3. NIC Partition Management （NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブで、 有効に

なっている機能の 1 つを右ク リ ッ ク し て、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  
Change Function Type （機能タ イプの変更）、 Convert to <Protocol>
（< プロ ト コル > への変換） と選択し ます （図 4-28 を参照）。

 

図 4-28. ショートカットメニューからの Convert to NIC（NIC への変換）の選択

4. 必要に応じ てこれらの手順を繰り返し、 機能タ イプを変更し ます。
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帯域幅の管理

Windows デバイスのプロパテ ィ ページにある NIC Partition Management
（NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブを使用し て、 各 NIC 機能に最小帯域幅と最大

帯域幅を割り当てる こ とができます。 

1. QLogic Adapter Properties （QLogic アダプ ターのプロパテ ィ ） ページ

から、 NIC Partition Management （NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブを

選択し ます。 

メモ

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングおよび DCBX の両方に帯域幅設定が存

在する と き、 DCBX の設定が スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングよ り も優

先し ます。 DCBX は iSCSI および NIC ト ラ フ ィ ッ クに帯域幅を設定し た

後、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングは DCBX によ って割り当てられた 
NIC 帯域幅を分割する こ とによ って、 NIC パーテ ィ シ ョ ンに帯域幅を設定

し ます。 詳細は、 133 ページの 「DCBX と  スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ

ニングのための帯域幅設定の相互運用」 を参照し て く だ さい。
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2. 設定するポー ト の機能番号を右ク リ ッ ク し、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  
Configure Function （機能の設定） を選択し ます （図 4-29 を参照）。

図 4-29. 機能 0 に対する機能の設定の選択
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3. Configure Function （機能の設定） ダイアログボ ッ クスを使用し て、 最小

および最大帯域幅のパーセン ト 値、 New Minimum BW （新規最小 BW）

および New Maximum BW （新規最大 BW） を設定し ます （図 4-30 を
参照）。

 

図 4-30. 新規帯域幅の値の入力

4. 必要に応じ て、 Make settings permanent （設定を永久的にする）

チ ェ ッ クボ ッ クスをオンにし て、 新しい設定を保持し ます。 

メモ

ETS は、 FCoE ト ラ フ ィ ッ ク と非 FCoE ト ラ フ ィ ッ ク間の帯域幅の

分配のみを指定し ます。 NIC または iSCSI パーテ ィ シ ョ ンに割り当

てる帯域幅は指定し ません。 スイ ッ チで ETS 値を設定する場合は、

ETS 帯域幅パラ メ ータが優先されます。 FCoE パーテ ィ シ ョ ンには、

ETS パラ メ ータ で FCoE に指定された帯域幅が割り当てられます。

非 FCoE 帯域幅は、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング管理ユー

ザーイ ン タ フ ェースによ って指定された比率で、 NIC および iSCSI 
パーテ ィ シ ョ ン間で分割されます。 言い換える と、 ETS が設定され

ている と き、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング管理 UI によ って指

定された NIC および iSCSI 帯域幅の値は、 合計帯域幅のパーセン ト

値ではな く な り ます。 代わり に、 非 FCoE 帯域幅のパーセン ト 値に

な り ます。

メモ

このオプシ ョ ンを選択し ないと、 ホス ト サーバーを再起動し た後、 帯
域幅値はデフ ォル ト 設定に戻り ます。
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5. OK を ク リ ッ ク し て変更を保存し ます。 

新しい帯域幅値が NIC Partition Management （NIC パーテ ィ シ ョ ン管

理） プロパテ ィ シー ト の右側のペイ ンに表示されます （図 4-31 を参照）。

図 4-31. NIC パーティション管理プロパティシート

6. プロパテ ィ のページの最下部にある OK を ク リ ッ ク し て、 このページを閉

じ ます。
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eSwitch 統計の表示

Window デバイスマネージャの NIC Partition Management （NIC パーテ ィ

シ ョ ン管理） ウ ィ ン ド ウを使用し て、 有効なパーテ ィ シ ョ ンに関する eSwitch 
統計を表示し ます。

eSwitch 統計を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1. QLogic Adapter Properties （QLogic アダプ ターのプロパテ ィ ） ページ

から、 NIC Partition Management （NIC パーテ ィ シ ョ ン管理） タ ブを

選択し ます。 

2. 見直すポー ト の機能番号を右ク リ ッ ク し、 シ ョ ー ト カ ッ ト メ ニューから  
eSwitch Statistics （eSwitch 統計） を選択し ます。 

ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに統計が表示されます （図 4-32 を参照）。

図 4-32. 機能 0 に関する eSwitch 統計

3. 統計を見直し た後は、 OK または Cancel （キャ ンセル） を ク リ ッ ク し て

ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウを閉じ ます。
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CIM プロバイダと VMware ESX/ESXi 向け vCenter Server 
プラグイン

QConvergeConsole vCenter Server プ ラグイ ンは、 VMware ESX/ESXi 環
境で QLogic アダプ タ を管理するために使用できる QConvergeConsole タ ブ

を提供し ます。 

QConvergeConsole タ ブを使用し て、 次の操作を実行し ます。 

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング 

の有効化 / 無効化

 機能を有効または無効にする

 機能パーソナ リ テ ィ を設定する

 NIC 機能の相対帯域幅を設定する

 eSwitch 統計を表示する

QLogic アダプ ターのデフ ォル ト 設定は、 NIC 機能、 iSCSI 機能、 および 
FCoE 機能です。 追加の NIC 機能もあ り、 デフ ォル ト で無効にな り ますが、 オ

プシ ョ ン と し て有効にできます。 

スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング （プ ラグイ ンでは NPAR または NIC パー

テ ィ シ ョ ニングと呼ばれます） を設定するには、 システムツ リーで NIC ポー ト

を選択し てから、 コ ンテンツペイ ンで NPAR を ク リ ッ ク し ます。 コ ンテンツペ

イ ンが図 4-33 のよ う に表示されます。
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図 4-33. 統合ネットワークアダプター NIC 機能 - NPAR の設定

コ ンテンツペイ ンは、 Function （機能） の選択に応じ て変化し ます。

 Bandwidth （帯域幅） ： この設定では、 NIC 機能に対する帯域幅割り当て

の表示と設定が可能です。 詳細については、 186 ページの 「帯域幅割り当

て」 を参照し て く だ さい。

 Type （タ イプ） ： この設定では、 現在の機能タ イプが表示され、 機能タ イ

プを変更する こ とができます。 詳細については、 187 ページの 「機能タ イ

プ」 を参照し て く だ さい。
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帯域幅割り当て

Bandwidth （帯域幅） オプシ ョ ンを選択する と、 図 4-34 のよ う にコ ンテンツペ

イ ンに現在の帯域幅割り当て設定が表示され、 必要に応じ て設定を変更できます。

図 4-34. 帯域幅の設定

コ ンテンツウ ィ ン ド ウは、 4 つのセクシ ョ ンに分かれています ：

 Assign Function Bandwidth （機能帯域幅の割り当て） ： このセクシ ョ

ンには、 Bandwidth Weight （帯域幅ウ ェ イ ト ） および Maximum 
Bandwidth （最大帯域幅） パラ メ ータ を設定するために使用されるスラ

イダーコ ン ト ロールが含まれます。 パラ メ ータ を設定するには、 該当する
ボ ッ クスにチ ェ ッ クマーク を入れ、 スラ イダを希望の設定まで動かし ます。
新しい設定を保存するには、 Save Configuration （設定の保存） を ク

リ ッ ク し ます。

 Adjusted Overall Bandwidth Assignment （調整済みの全体的な帯域

幅割り当て） ： これは、 NIC 機能に割り当てられた合計帯域幅の数値を示

す円グラ フです。
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 Current Active Bandwidth Assignment （現在アクテ ィ ブな帯域幅割

り当て） ： これには、 帯域幅割り当て と最大帯域幅パラ メ ータの現行設定が
リ ス ト されています。 黄色の背景は、 新しい値 （括弧内） がまだ保存され
ていないこ と を示し ます。

変更を保存するには、 Save Configuration （設定の保存） を ク リ ッ ク し ます。

機能タイプ

Type （タ イプ） オプシ ョ ンを選択する と、 図 4-35 および図 4-36 にあるよ う

に現在の機能タ イプ （NIC） が表示され、 機能タ イプを変更する こ とができま

す。 機能タ イプを変更するには、 新しいタ イプを選択し てから、 Save 
Configuration （設定の保存） を ク リ ッ ク し ます。 新しいタ イプは次回のシス

テム再起動時に有効にな り ます。

図 4-35. 統合ネットワークアダプター NIC 機能 0 または 1 - 機能タイプ

メモ

8200 シ リーズ統合ネ ッ ト ワークアダプ タ ：

 PCI 機能 0 および 1 は常に NIC に設定され、 再設定できません。 
 PCI 機能 2 および 3 は、NIC または無効と し て設定する こ とが可能です。 
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図 4-36. 統合ネットワークアダプター NIC 機能 2 または 3 - 機能タイプ

スイッチ非依存パーティショニングセットアップ
本項は、 使用可能な様々なツールを使用し て NIC パーテ ィ シ ョ ンを設定する と

きに利用できる、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングのリ フ ァ レンス表を記載し
ています。

 デフ ォル ト 設定

 設定オプシ ョ ン

 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定パラ メ ータおよびセ ッ ト ア ッ プ

ツール

デフォルト設定
NIC パーテ ィ シ ョ ンを設定する前、 アダプ ターは表 4-5 に示すよ う に スイ ッ チ

非依存パーテ ィ シ ョ ニングが設定された、 シンプルデュアルポー ト  10GbE アダ

プ ターと し て表示されます。

表 4-5. デフォルト設定

機能番号 機能タイプ 物理ポート
番号

最小帯域幅
（%）

最大帯域幅
（%）

デフォルト
機能タイプ

0 NIC 0 0 100 NIC と し て有効

1 NIC 1 0 100 NIC と し て有効
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設定オプション
システム要件および動作環境によ り、 異なる機能タ イプをサポー ト するよ う にア
ダプ ターポー ト パーテ ィ シ ョ ンをセ ッ ト ア ッ プできます。 表 4-6 に、 使用可能

な機能タ イプ と設定可能なパラ メ ータ を示し ます。

表 4-6. 設定オプション 

機能番号 機能タイプ
物理ポート番

号

帯域幅（%）
デフォルト機能

タイプ
最小  a 

a 最小帯域幅 ： 最小限保証される帯域幅。 リ ンク速度のパーセン ト 値と して指定されます。 すべてのパーテ ィ シ ョ ン間
の合計は、 最大リ ンク帯域幅未満とな り ます。 物理ポー ト のリ ンクで帯域幅の超過が可能である場合、 キューの
レー ト は、 指定された値を最大レー ト まで超過させるこ とができます。

最大  b 

b 最大帯域幅 ： 許容される最大帯域幅。 リ ンク速度のパーセン ト 値と し て指定されます。 物理ポー ト のリ ンクで帯域幅
の超過が可能である場合でも、 キューのレー ト が指定された値を超過する こ とはできません。 すべてのパーテ ィ
シ ョ ン間の合計が、 最大リ ンク帯域幅を超える こ とはできません。

0 NIC 0 0 100 NIC

1 NIC 1 0 100 NIC

2 無効 /NIC 0 0 100 NIC

3 無効 /NIC 1 0 100 NIC

4 iSCSI/NIC/ 無効 0 0 100 iSCSI

5 iSCSI/NIC/ 無効 1 0 100 iSCSI

6 FCoE/NIC/ 無効 0 0 100 FCoE

7 FCoE/NIC/ 無効 1 0 100 FCoE
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スイッチ非依存パーティショニングの設定パラメータおよびセッ
トアップツール

表 4-7 に、 使用可能な各管理ツールを使用し て設定できるパラ メ ータ を示し ます。

表 4-7. スイッチ非依存パーティショニング
の設定パラメータおよびセットアップツール 

ツール / 設定可能な Switch 
Independent Partitioning
（スイッチ独立パーティショ

ニング）パラメータ

機能タイプ a 

a これらの変更を有効にするには、 システムの再起動が必要です。 パーテ ィ シ ョ ンご とに使用可能な機能タ イプオプ
シ ョ ンについては、 表 4-6 を参照して く ださい。

最小帯域幅 b 
（範囲 0 ～ 100%）

b FCoE の場合、 DCBX/ETS でネゴシエーシ ョ ン された帯域幅が、 手動で設定された帯域幅を上書き し ます。

最大帯域幅 c

（範囲 0 ～ 100%）

c FCoE の場合、 DCBX/ETS でネゴシエーシ ョ ン された帯域幅が、 手動で設定された帯域幅を上書き し ます。

Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ

テ ィ 、 Lifecycle Controller、 
またはその他 HII ブ ラウザ

はい 設定可能 設定可能

QLogic NIC OptionROM 
（ホ ッ ト キー ： POST 中に 
CTRL+Q）

はい 設定可能 設定不可、 読み取り専用

不要なセグ メ ン ト  サポー ト さ

れている Windows および 
Linux OS 向けの QLogic 
QConvergeConsole GUI/CLI

はい 不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

QLogic Windows デバイス 
マネージ ャ – NIC プロパテ ィ

ページ

はい 不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

vSphere 向け QLogic 
QConvergeConsole 
プ ラグイ ン

はい 不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

不要なセグ メ ン ト  NIC 
パーテ ィ シ ョ ンにのみ設定
可能。 ス ト レージ
（iSCSI/FCoE） パーテ ィ

シ ョ ンには設定不可

メモ

表 4-8 は、 QME8262-k にのみ適用されます。
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表 4-8. スイッチ非依存パーティショニング Wake-on-LAN（WoL：ウェイクオンラン）
および PXE 起動サポート

Switch Independent 
Partitioning

（スイッチ独立パーティ
ショニング）機能

WOL PXE 起動

機能 0 はい はい

機能 1 はい はい

機能 2 いいえ いいえ

機能 3 いいえ いいえ

機能 4 いいえ いいえ

機能 5 いいえ いいえ

機能 6 いいえ いいえ

機能 7 いいえ いいえ
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5 起動設定

概要
本項では、 QLogic アダプ ターの起動設定に関する次の情報について説明し ます。

 Boot from SAN

今日の複雑なデータ セン ター環境において、 SAN からサーバーを起動す

る こ とには大きな メ リ ッ ト があ り ます。 SAN が普及する背景要因の 1 つ
は、 ミ ッ シ ョ ン ク リ テ ィ カルなデータ を迅速に、 何時でも、 中断や遅延な
く 提供する とい う ニーズです。

 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ

Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 ネ ッ ト ワークアダプ ターの

設定を行う こ とができます。

 PXE 起動セ ッ ト ア ッ プ

PXE は、 ネ ッ ト ワーク上のサーバーからのワークステーシ ョ ンの起動を、

ローカルハー ド デ ィ スク ド ラ イブのオペレーテ ィ ングシステムの起動前に
可能にする ものです。

 Fast!UTIL を使用し た iSCSI 設定

Fast!UTIL は、 iSCSI 用のアダプ ターの設定に使用する QLogic iSCSI 
BIOS 設定ユーテ ィ リ テ ィ です。

 iBFT 起動セ ッ ト ア ッ プ

iBFT は、 ACPI （Advanced Configuration and Power Interface 
Specification） 3.0b 規格のコ ンポーネン ト であ り、 ソ フ ト ウ ェ ア主導型

の iSCSI プロ ト コルからの標準的な起動方法をオペレーテ ィ ングシステム

に提供する ものです。 このコ ンポーネン ト は、 ソ フ ト ウ ェ アベースのイニ
シエータ を利用し ます。

 DHCP 起動 セ ッ ト ア ッ プ （iSCSI）

DHCP 起動は、 iSCSI イニシエータに対し て、 DHCP サーバーからの

ターゲ ッ ト パラ メ ータの取得する方法を提供し ます。
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Boot from SAN
本項では、 Boot from SAN に関する次の事項について説明し ます。

 一般的な Boot from SAN
 Windows の Boot from SAN
 Linux の Boot from SAN
 ESX の Boot from SAN

追加情報は、 ド ラ イバの readme と リ リース ノ ー ト にあ り ます。

一般的な Boot from SAN
次の Boot from SAN の高レベル手順は、 Linux、 Windows、 および ESX の
すべての OS に適用されます。

1. 起動順序を、 ローカルデ ィ スクからの起動を無効にするか、 または内蔵
ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ との接続解除にセ ッ ト ア ッ プ し ます。 

2. Microsoft Windows を イ ンス ト ールする際、 ス ト レージアレ イへの単一の

パスを設定し ます。 

複数の QMD8262-k/QLE8262/QME8262-k ポー ト 構成 （冗長用） の場

合、 イ ンス ト ール時に 1 つのアダプ ターポー ト だけを SAN に接続し て く

だ さい。 ス ト レージ コ ン ト ローラポー ト についても、 これをお勧めし ます。 

3. アダプ ターポー ト の BIOS を有効にし ます。 

4. QLogic アダプ ター Fast!UTIL BIOS 設定ユーテ ィ リ テ ィ で起動 LUN を
指定し ます。 

Windows の Boot from SAN
本項では、 次の手順について説明し ます。

 ド ラ イバデ ィ スクの作成

 Windows Server 2008 の Boot from SAN

ドライバディスクの作成

Windows で Boot from SAN を開始する前に、 次の手順で ド ラ イバデ ィ スク

を作成し ます。

1. Dell ウ ェ ブサイ ト で、 正しい ド ラ イバパッ ケージをダウンロー ド し ます。 



5– 起動設定

Boot from SAN

194 CU0354602-04 M

2. QLogic Installer または Dell DUP を使用し て ド ラ イバを展開し ます。

QLogic セ ッ ト ア ッ プイ ンス ト ーラ ： イ ンス ト ーラのあるデ ィ レ ク ト リか

ら、 次のコ マン ド を発行し ます。

setup.exe /s /z”/extractdrivers=\”c:\temp\” 
/logfile=\”C:\temp\log.txt\”"

Dell DUP ： 次のコ マン ド を発行し て、 ド ラ イバを適切なパス / 場所に展開

し ます。

<package_name> /s /e=<path>

Windows Server 2008 の Boot from SAN
Windows 2008 の場合、 次の手順に従い、 アダプ ターをブー ト またはア ド オン

と し て OS の初期イ ンス ト ールを実行し ます。 

Windows 2008 の Boot From SAN を行う には、 次の手順に従って く だ さい。

1. セ ッ ト ア ッ プ CD を使用し て、Windows のインス ト ール手順を開始し ます。 

2. 次のメ ッ セージが表示されたら、 Custom (Advanced) （カス タム （詳細））

を ク リ ッ ク し ます。 
Which type of installation do you want?

3. 次のメ ッ セージが表示されたら、 Load Driver （ド ラ イバのロー ド） を ク

リ ッ ク し ます。 
Where do you want to install Windows?

4. Load Driver （ド ラ イバのロー ド） ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 USB 
ポー ト に USB フ ラ ッ シュ ド ラ イブを挿入し て OK を ク リ ッ ク し ます。 

5. 標準のイ ンス ト ール手順を続けるには、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。 

Linux の Boot from SAN
本項では、 次の手順について説明し ます。

 Red Hat Enterprise Linux の Boot From SAN 
 SUSE Linux Enterprise Server （Novell） の Boot from SAN 

メモ

 次の手順には USB フ ラ ッ シュ ド ラ イブが必要です。 193 ページの 「ド

ラ イバデ ィ スクの作成」 を参照し て く だ さい。

 ターゲ ッ ト  SAN デバイスが使用可能で設定済みになっている こ と を確

認し た後で、 手順を開始し て く だ さい。
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Red Hat Enterprise Linux の Boot From SAN
Red Hat Enterprise Linux （サポー ト されている全バージ ョ ン） 用の Boot 
From SAN  のイ ンス ト ールを行う には、 次の手順に従って く だ さい。

1. 現行の Linux Red Hat 製品の CD #1 を CD ド ラ イブに挿入し て、 システ

ムを起動し ます。 
システムが CD から起動し、 起動プロンプ ト を表示し て停止し ます。

2. 起動プロンプ ト に対し て、 Linux dd と入力し、 Enter を押し ます。 
Driver Disk （ド ラ イバデ ィ スク） メ ッ セージボ ッ クスに次のプロンプ ト が

表示されます。

Do you have a driver disk?
3. YES （はい） を ク リ ッ ク し、 Enter を押し ます。 
4. Driver Disk Source （ド ラ イバデ ィ スク ソース） ウ ィ ン ド ウで、 ド ラ イ

バのソースを指定し ます。 
 ド ラ イバフ ァ イルがフ ロ ッ ピーデ ィ スク上にある場合は、 fd0 を選択

し て Enter を押し ます。 
 ド ラ イバフ ァ イルが CD にある場合は、 hdx （x は CD ド ラ イブレ

ター） を選択し て Enter を押し ます。 
Insert Driver Disk （ド ラ イバデ ィ スクの挿入） ウ ィ ン ド ウが開きます。

5. 手順 4 で選択し た内容に応じ て、 iso-dd-kit デ ィ スク をデ ィ スク ド ラ イブ

または CD ド ラ イブに挿入し ます。 
6. OK を ク リ ッ ク し、 Enter を押し ます。 

SCSI ド ラ イバが自動的にロー ド されます。 
Disk Driver （デ ィ スク ド ラ イバ） ウ ィ ン ド ウが開き、 別のド ラ イバを イ

ンス ト ールするプロンプ ト が表示されます。

7. NO （いいえ） を ク リ ッ ク し、 Enter を押し ます。 
8. 現行の Linux Red Hat 製品の CD #1 を CD ド ラ イブに挿入し （必要に応

じ て iso-dd-kit CD を取り出し ます）、 Enter を押し ます。 
9. 画面上の指示に従い、 イ ンス ト ールを完了し ます。 

SUSE Linux Enterprise Server（Novell）の Boot from SAN
次の手順に従って、 SUSE Linux Enterprise Server （Novell®） 用の Boot 
from SAN （サポー ト されている全バージ ョ ン） のイ ンス ト ールを行います。

1. SLES の CD #1 を CD ド ラ イブに挿入し て、 システムを起動し ます。 
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2. メ イ ンのイ ンス ト ールウ ィ ン ド ウで次のキーのいずれかを押し ます。 

 F5 （SLES 10 SP4 の場合）

 F6 （SLES 11、 SLES 11 SP1、 SLES 11 SP2 の場合）

Yes （はい）、 No （いいえ）、 または File （フ ァ イル） のいずれかを選択

するプロンプ ト が表示されます。

3. Yes を選択し ます。 

4. Installation （イ ンス ト ール） オプシ ョ ンを選択し、 Enter を押し ます。 

ド ラ イバのア ッ プデー ト に使用する メ デ ィ アを選択するプロンプ ト が表示
されます。

5. dd-kit が CD-ROM またはフ ロ ッ ピー ド ラ イブのいずれか適切ド ラ イブに

挿入されている こ と を確認し て、 その ド ラ イブを選択し （dd-kit ISO イ
メ ージを使用する場合は CD-ROM を選択）、 Enter を押し ます。 

ド ラ イバア ッ プデー ト がシステムにロー ド されます。

ド ラ イバア ッ プデー ト が正常に終了する と、 「Driver Update OK （ド ラ

イバア ッ プデー ト 成功）」 とい う メ ッ セージが表示されます。

6. Enter キーを押し ます。 

7. 他のド ラ イバのア ッ プデー ト を行う プロンプ ト が表示されたら、 Back
（戻る） を ク リ ッ ク し、 Enter を押し ます。 

以下のメ ッ セージが表示されます。

Make sure that CD number 1 is in your drive.
8. SLES CD #1 を ド ラ イブに挿入し、 OK を ク リ ッ ク し ます。 

9. 画面上の指示に従い、 イ ンス ト ールを完了し ます。 
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ESX の Boot from SAN
VMware ESX では、 次の手順に従って、 デバイスのド ラ イバを新規 ESX イ ン

ス ト ールの一環と し てイ ンス ト ールし ます。

1. ESX イ ンス ト ール DVD をホス ト の DVD ド ラ イブに挿入し ます。 

2. ホス ト を再起動し ます。 

3. ラ イセンス契約の利用規約を読んで、 承認し て く だ さい。 

4. キーボー ドの種類を選択し ます。 

5. カス タム ド ラ イバのプロンプ ト が表示されたら、 Yes （はい） を選択し て

カス タム ド ラ イバを イ ンス ト ールし ます。 

6. ESX イ ンス ト ール DVD を取り出すには、 Add （追加） を ク リ ッ ク し ます。 

7. ESX ホス ト の DVD ド ラ イブに ド ラ イバ CD を挿入し ます。 

8. ESX ホス ト に ド ラ イバを イ ンポー ト する ド ラ イバモジュールを選択し、

Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。 

9. Load the system drivers? （システム ド ラ イバをロー ド し ますか ?） 

とい う メ ッ セージボ ッ クスで、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し ます。 

10. ド ラ イバモジュールをロー ド し た後、 ESX のイ ンス ト ールを続行し ます。 

11. ド ラ イバのイ ンス ト ールが終了する と、 ド ラ イバ CD を ESX イ ンス ト ー

ル DVD に差し換えるよ う にプロンプ ト が表示されます。 

メモ

開始するには、 ESX のイ ンス ト ール DVD が必要です。
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Dell セットアップユーティリティ
Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 ネ ッ ト ワークアダプ ターの設定

を行う こ とができます。 セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ には、 QLogic アダプ ター

に関連する次のページの内容が含まれています。

 セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ メ イ ン メ ニュー （図 5-1 を参照）

デバイス設定 （図 5-2 を参照）

メイン設定

デバイスおよびフ ァームウ ェ アのイ メ ージ情報

NIC パーテ ィ シ ョ ニング （スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニ

ング） 設定

グローバル帯域幅割り当て

パーテ ィ シ ョ ン 1 設定

パーテ ィ シ ョ ン 2 設定

パーテ ィ シ ョ ン 3 設定

パーテ ィ シ ョ ン 4 設定

NIC 設定

iSCSI 設定

iSCSI 一般パラ メ ータ

iSCSI イニシエータパラ メ ータ

iSCSI 第 1 ターゲ ッ ト パラ メ ータ

iSCSI 第 2 ターゲ ッ ト パラ メ ータ

FCoE 設定

最初の 3 ページはそれぞれ、 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス、

QLogic アダプ ターを選択、 およびアダプ ターの Main Configuration （メ イ ン

設定） の各ページにアクセスするために使用し ます。 このページでは、 選択し た
アダプ ターに使用できるすべての設定オプシ ョ ンにアクセスできます。

                                                                                           



5– 起動設定

Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ

199 CU0354602-04 M

Dell セットアップユーティリティへのアクセス
QLogic アダプ ターを含むホス ト サーバーを初めて起動する と き、 POST が開

始されます。 POST を実行する と  Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセス

できます。

Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ にアクセスするには ：

1. POST の実行中に、 F2 ボタ ンを押し ます。 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ

テ ィ のメ イ ン メ ニューが開きます。

2. Device Settings （デバイス設定） を選択し ます （図 5-1 を参照）。

図 5-1. セットアップユーティリティメインメニューページ

メモ

お使いのサーバーモデルおよびセ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ のバージ ョ ン
によ っては、 表示される画面が以下の画面と異なる こ とがあ り ます。
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3. Device Settings （デバイス設定） 画面で、 設定または情報を表示するア

ダプ ターを選択し ます （図 5-2 を参照）。 

図 5-2. 設定するデバイスの選択

次に表示される画面 （図 5-3 を参照） は、 選択し たアダプ ターの Main 
Configuration （メ イ ン設定） ページです。 

図 5-3. 選択したアダプターのメイン設定
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メイン設定
メ イ ン設定ページ （200 ページの 図 5-3 を参照） は選択し たネ ッ ト ワークアダ

プ ターの情報を表示し、 次のオプシ ョ ンを提供し ます。 各オプシ ョ ンは次の各セ
クシ ョ ン内で詳細な説明を確認できます。

 デバイスおよびフ ァームウ ェ アのイ メ ージ情報 （読み取り専用）

 NIC 設定

 iSCSI 設定

 FCoE 設定

 NIC パーテ ィ シ ョ ニング （スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング） 設定

デバイスおよびファームウェアのイメージ情報

このページはデバイスおよびフ ァームウ ェ アイ メ ージの情報を表示し ます
（図 5-4 を参照）。 このページの情報は読み取り専用であ り、 ユーザーは変更す

る こ とはできません。 次の情報を表示し ます。

 Device Name （デバイス名） ： このフ ァ イルはアダプ ターのモデル番号です。 
 Chip Type （チ ッ プ タ イプ） ： このフ ァ イルはアダプ ター内のチ ッ プのタ

イプを識別し ます。 
 Family Version （シ リーズバージ ョ ン） ： このフ ァ イルはフ ラ ッ シュキ ッ

ト のマルチブー ト イ メ ージバージ ョ ンです。 
 EFI Version （EFI バージ ョ ン） ： このフ ァ イルは拡張可能フ ァームウ ェ ア

イ ン タ フ ェース （EFI） のバージ ョ ン番号です。

図 5-4. デバイスとファームウェアのイメージ情報
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NIC 設定

NIC Configuration （NIC 設定） ページ （図 5-5 を参照） では、 次の設定が可

能です。

 Legacy Boot Protocol （レガシー起動プロ ト コル） ： PXE、 iSCSI、 また

は None （な し） を選択し、 ネ ッ ト ワーク起動プロ ト コルを制御し ます。

iSCIS および FCoE の設定および有効化の制御は別々に行われます。 

 Wake on LAN （ウ ェ イ クオン ラ ン） ： 帯域内のマジ ッ クパケ ッ ト を使用し

たサーバーの電源投入を有効または無効にし ます。 

 Link Speed （リ ン ク速度） ： NIC のリ ン ク速度です。 このフ ィ ールドは読

み取り専用であ り、 ユーザーによる変更はできません。 

図 5-5. NIC 設定
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iSCSI 設定

iSCSI Configuration （iSCSI 設定） ページ （図 5-6 を参照） には、 iSCSI 設定

に関する次の選択肢があ り ます。

 iSCSI 一般パラ メ ータ

 iSCSI イニシエータパラ メ ータ

 iSCSI 第 1 ターゲ ッ ト パラ メ ータ

 iSCSI 第 2 ターゲ ッ ト パラ メ ータ

図 5-6. iSCSI 設定
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iSCSI 一般パラメータ

iSCSI General Parameters （iSCSI 一般パラ メ ータ） ページ （図 5-7 を参照）

では、 次の設定を行う こ とができます。

 TCP/IP Parameters via DHCP （DHCP 経由の TCP/IP パラ メ ータ） ：

Enabled （有効） または Disabled （無効） を選択し ます。 Enabled （有

効） に設定する と、 アダプ ターは DHCP を使用し て IP ア ド レス、 サブネ ッ

ト マス ク、 およびゲー ト ウ ェ イ  IP ア ド レスを取得し ます。 

 iSCSI Parameters via DHCP （DHCP 経由の iSCSI パラ メ ータ） ：

Enabled （有効） または Disabled （無効） を選択し ます。 Enabled （有

効） に設定する と、 イニシエータは DHCP サーバーから  IP ア ド レスを取得

し ます。 また、 この DHCP サーバー上で起動パラ メ ータが指定されている

場合には、 イニシエータは iSCSI ターゲ ッ ト のすべての起動パラ メ ータ を取

得し ます。 この設定は、 上級ユーザーによる DHCP サーバー上、 および 
iSCSI General Parameters （iSCSI 一般パラ メ ータ） の DHCP Vendor 
ID （DHCP ベンダー ID） フ ィ ールド でのベンダー固有情報の手動入力が必

要にな り ます。 

 CHAP Authentication （CHAP 認証） ： Disabled （無効） を選択する と、

CHAP 認証が無効にな り ます。 CHAP または双方向 CHAP を有効にし て、

CHAP name （CHAP 名） と  CHAP secret （CHAP シーク レ ッ ト ） を設

定するには、 Target （ターゲ ッ ト ） または Target/Initiator （ターゲ ッ ト  / 
イニシエータ） を選択し ます。 

 CHAP Mutual Authentication （CHAP 相互認証） ： CHAP 相互認証が 
Enabled （有効） または Disabled （無効） のいずれに設定されているか

を示し ます。 

 Boot to Target （ターゲ ッ ト から起動） ： Boot to target （ターゲ ッ ト から

起動） に対し て Enabled （有効） または Disabled （無効） を選択し ます。 

 DHCP Vendor ID （DHCP ベンダー ID） ： このフ ィ ールドは、 iSCSI 
Parameters via DHCP （DHCP 経由の iSCSI パラ メ ータ） が有効に設

定されている と き、 ユーザーが DHCP ベンダー ID を入力できるよ う にし

ます。 DHCP vendor ID （DHCP ベンダー ID） は DHCP サーバーに送

信される識別ス ト リ ングです。 
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図 5-7. iSCSI 一般パラメータ

iSCSI イニシエータパラメータ

iSCSI Initiator Parameters （iSCSI イニシエータパラ メ ータ） ページ （図 5-8 
および図 5-9 を参照） では、 次の設定を行う こ とができます。

 IPv4 ： iSCSI イニシエータが IPv4 プロ ト コルを使用するかど うかを示し

ます。 Enabled （有効） に設定されている場合、 次のパラ メ ータの設定が

可能です。 

 IPv4 Address （IPv4 ア ド レス） ： TCP/IP Parameter via DHCP
（DHCP 経由の TCP/IP パラ メ ータ） が Disabled （無効） に設定さ

れている場合、 このフ ィ ールド には有効な IP ア ド レスを設定する必

要があ り ます。 

 IPv4 Subnet Mask （IPv4 サブネ ッ ト マスク） ： TCP/IP Parameter 
via DHCP （DHCP 経由の TCP/IP パラ メ ータ） が Disabled （無効）

に設定されている場合、 このフ ィ ールド には有効なサブネ ッ ト マスク を
設定する必要があ り ます。 

 IPv4 Default Gateway （IPv4 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ） ： TCP/IP 
Parameter via DHCP （DHCP 経由の TCP/IP パラ メ ータ） が 
Disabled （無効） に設定されている場合、 このフ ィ ール ド には有効

なゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レスを設定する必要があ り ます。 
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 IPv6 ： iSCSI イニシエータが IPv6 プロ ト コルを使用するかど うかを示し

ます。 Enabled （有効） に設定されている場合、 次のパラ メ ータの設定が

可能です。 

 IPv6 Link Local Address Auto Mode （IPv6 リ ン ク ローカルア ド

レス自動モー ド） ： IPv6 リ ン ク ローカルア ド レスの自動割り当ての有

効化 / 無効化を行います。 デフ ォル ト は Disabled （無効） （手動割

り当て） です。 

 IPv6 Link Local Address （IPv6 リ ン ク ローカルア ド レス） ： IPv6 
Link Local Address Auto Mode （IPv6 リ ン ク ローカルア ド レス

自動モー ド） が  Disabled （無効） に設定されている場合、 この

フ ィ ールド には iSCSI イニシエータの IPv6 リ ン ク ローカルア ド レ

スを設定する必要があ り ます。 

 IPv6 Auto-Configuration （IPv6 自動設定） ： これは、 IPv6 に固有な

オプシ ョ ンです。 イニシエータ  IP ア ド レスの取得方法を制御し ます。

Enabled （有効） にする と  DHCP が使用され、 Disabled （無効） に

する と ス タ テ ィ ッ ク割り当てが使用されます。 

 IPv6 Routable Address 1 （IPv6 ルータ ブルア ド レス 1） ： IPv6 
Auto-Configuration （IPv6 自動設定） が Disabled （無効） に設

定されている場合、 このフ ィ ールド には iSCSI イニシエータの IPv6 
ア ド レスを設定する必要があ り ます。 

 IPv6 Routable Address 2 （IPv6 ルータ ブルア ド レス 2） ： IPv6 
Auto-Configuration （IPv6 自動設定） が Disabled （無効） に設

定されている場合、 このフ ィ ールド には iSCSI イニシエータの IPv6 
ア ド レスを設定する こ とができます。 

 IPv6 Default Gateway （IPv6 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ） ： iSCSI 
イニシエータの IPv6 デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ を指定し ます。 

 iSCSI Initiator Name （iSCIS イニシエータ名） ： イニシエータの iSCSI 
名を設定できます。 デフ ォル ト では、 iSCSI 名 （標準製品モデルおよびシ

リ アル番号の 2 つの部分で構成） が使用されます。 

 CHAP ID ： このフ ィ ールド では双方向な CHAP 名を設定する こ とができ

ます。 

 CHAP Secret （CHAP シーク レ ッ ト ） ： このフ ィ ールド では双方向の 
CHAP シーク レ ッ ト を設定する こ とができます。 
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図 5-8. iSCSI イニシエータパラメータ - ページの先頭

図 5-9. iSCSI イニシエータパラメータ - ページの最後
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iSCSI 第 1 ターゲットパラメータ

iSCSI First Target Parameters （iSCSI 第 1 ターゲ ッ ト パラ メ ータ） ページ

（図 5-10 を参照） では、 次の設定を行う こ とができます。

 IP Version （IP バージ ョ ン） ： IPv4 または IPv6 のどち らが選択されてい

るかを示し ます。 

 IPv4 Address （IPv4 ア ド レス） ： IPv4 が選択されている場合、 この

フ ィ ールド で対象の iSCSI 起動ターゲ ッ ト の IPv4 ア ド レスを指定する こ

とができます。 

 IPv6 Address （IPv6 ア ド レス） ： IPv6 が選択されている場合、 この

フ ィ ールド で対象の iSCSI 起動ターゲ ッ ト の IPv6 ア ド レスを指定する こ

とができます。 

 Target Port （ターゲ ッ ト ポー ト ） ： このフ ィ ールド では、 ターゲ ッ ト が使

用するポー ト を指定する こ とができます。 3260 に設定し ます。 デフ ォル

ト で、 iSCSI はポー ト  3260 を使用し ます。 必要な と き以外、 このフ ィ ー

ルド を変更し ないで く だ さい。 

 Boot LUN （起動 LUN） ： このフ ィ ールド では、 起動デバイスの LUN を
指定する こ とができます。 

 Target Name （ターゲ ッ ト 名） ： このフ ィ ールド では、 対象の起動ター

ゲ ッ ト の iSCSI ターゲ ッ ト 名を指定する こ とができます。 

 CHAP ID ： このフ ィ ールド では、 CHAP 名を指定する こ とができます。

このフ ィ ールドは、 iSCSI 一般パラ メ ータページでの CHAP 設定に依存

し ます。 

 CHAP Secret （CHAP シーク レ ッ ト ） ： このフ ィ ールド では、 CHAP 
シーク レ ッ ト を指定する こ とができます。 このフ ィ ールドは、 iSCSI 一般

パラ メ ータページでの CHAP 設定に依存し ます。
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図 5-10. iSCSI 第 1 ターゲットパラメータ

iSCSI 第 2 ターゲットパラメータ

iSCSI Second Target Parameters （iSCSI 第 2 ターゲ ッ ト パラ メ ータ） ペー

ジ （図 5-11 を参照） では、 次の設定を行う こ とができます。

 IP Version （IP バージ ョ ン） ： IPv4 または IPv6 のどち らが選択されてい

るかを示し ます。 

 IPv4 Address （IPv4 ア ド レス） ： IPv4 が選択されている場合、 この

フ ィ ールド で対象の iSCSI 起動ターゲ ッ ト の IPv4 ア ド レスを指定する こ

とができます。 

 IPv6 Address （IPv6 ア ド レス） ： IPv4 が選択されている場合、 この

フ ィ ールド で対象の iSCSI 起動ターゲ ッ ト の IPv6 ア ド レスを指定する こ

とができます。 

 Target Port （ターゲ ッ ト ポー ト ） ： このフ ィ ールド では、 ターゲ ッ ト が使

用するポー ト を指定する こ とができます。 3260 に設定し ます。 デフ ォル

ト で、 iSCSI はポー ト  3260 を使用し ます。 必要な と き以外、 このフ ィ ー

ルド を変更し ないで く だ さい。 

 Boot LUN （起動 LUN） ： このフ ィ ールド では、 起動デバイスの LUN を
指定する こ とができます。 
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 Target Name （ターゲ ッ ト 名） ： このフ ィ ールド では、 対象の起動ター

ゲ ッ ト の iSCSI ターゲ ッ ト 名を指定する こ とができます。 

 CHAP ID ： このフ ィ ールド では、 CHAP 名を指定する こ とができます。

このフ ィ ールドは、 iSCSI 一般パラ メ ータページでの CHAP 設定に依存

し ます。 

 CHAP Secret （CHAP シーク レ ッ ト ） ： このフ ィ ールド では、 CHAP 
シーク レ ッ ト を指定する こ とができます。 このフ ィ ールドは、 iSCSI 一般

パラ メ ータページでの CHAP 設定に依存し ます。

図 5-11. iSCSI 第 2 ターゲットパラメータ
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FCoE 設定

FCoE Configuration （FCoE 設定） ページ （図 5-12 を参照） では、 次の設定

を行う こ とができます。

 Connect （接続） ： FCoE ス ト レージデバイスからの OS 起動を有効化す

るには Enabled （有効） を選択し、 FCoE ス ト レージデバイスからの OS 
起動を無効化するには Disabled （無効） を選択し ます。 

 Boot from LUN （起動 LUN） ： 起動デバイス LUN です。 これは 16 ビ ッ ト

値です。 このパラ メ ータは、 Boot （起動） パラ メ ータが Enabled （有効）

に設定されている場合にのみ選択できます。 

 Boot from Target （ターゲ ッ ト から起動） ： 起動デバイスワールド ワイ ド

ポー ト 名です。 これは 64 ビ ッ ト 値です。 このパラ メ ータは、 Boot （起動）

パラ メ ータが Enabled （有効） に設定されている場合にのみ選択できます。 

図 5-12. FCoE 設定
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NIC パーティショニング（スイッチ非依存パーティショニング）設定

NIC Partitioning (Switch Independent Partitioning) Configuration （NIC 
パーテ ィ シ ョ ニング （スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニング） 設定） のページ
（図 5-13 を参照） では、 スイ ッ チ非依存パーテ ィ シ ョ ニングの設定向けに次の

選択肢を提供し ます。

 グローバル帯域幅割り当て 
 パーテ ィ シ ョ ン 1 設定

 パーテ ィ シ ョ ン 2 設定

 パーテ ィ シ ョ ン 3 設定

 パーテ ィ シ ョ ン 4 設定

図 5-13. NIC パーティショニング（スイッチ非依存パーティショニング）設定
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グローバル帯域幅割り当て

Global Bandwidth Allocation （グローバル帯域幅割り当て） ページ （図 5-14 
を参照） では、 有効に設定されている場合、 パーテ ィ シ ョ ンの relative 
bandwidth weighting （相対帯域幅の重み付け） および maximum bandwidth
（最大帯域幅） を変更する こ とができます。 帯域幅割り当ての詳細に関し ては、
189 ページの 「設定オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

図 5-14. グローバル帯域幅割り当て
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パーティション 1 設定

Partition 1 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 1 設定） ページ （図 5-15 を参照）

には、 NIC Mode （NIC モー ド） に対する Enabled （有効） の選択肢しかあ り

ません。

図 5-15. パーティション 1 設定
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パーティション 2 設定

Partition 2 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 2 設定） ページ （図 5-16 を参照）

では、 NIC Mode （NIC モー ド） を Enabled （有効） または Disabled （無効）

に設定できます。

図 5-16. パーティション 2 設定
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パーティション 3 設定

Partition 3 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 2 設定） ページ （図 5-17 を参照）

では、 NIC Mode （NIC モー ド） を Enabled （有効） または Disabled （無効）

に設定できます。

NIC Mode （NIC モー ド） を Disabled （無効） に設定し た場合、 iSCSI 
Offload Mode （iSCSI 負荷軽減モー ド） の Enabled （有効） または 
Disabled （無効） を選択できます。

図 5-17. パーティション 3 設定



5– 起動設定

Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ

217 CU0354602-04 M

パーティション 4 設定

Partition 4 Configuration （パーテ ィ シ ョ ン 4 設定） ページ （図 5-18 および

図 5-19 を参照） では、 NIC Mode （NIC モー ド） を Enabled （有効） または 
Disabled （無効） に設定できます。

NIC Mode （NIC モー ド） を Disabled （無効） に設定し た場合、 iSCSI 
Offload Mode （iSCSI 負荷軽減モー ド） の Enabled （有効） または 
Disabled （無効） を選択できます。

図 5-18. Partition 4 Configuration（パーティション 4 の設定）- ページの先頭
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図 5-19. Partition 4 Configuration（パーティション 4 の設定）- ページの最後
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PXE 起動セットアップ
PXE は、 ネ ッ ト ワーク上のサーバーからのワークステーシ ョ ンの起動を、 ロー

カルハー ド デ ィ スク ド ラ イブのオペレーテ ィ ングシステムの起動前に可能にする
ものです。

PXE 起動の設定
本項では、 PXE 起動を実行するよ う に ProductLine を設定する手順を説明し ま

す。 例と し て機能 1 と  NIC 1 を使用し ます。

PXE 起動を設定するには：

1. POST の進行中に CTRL+Q キーを押し て QLogic 8200 Series CNA 
Function Configuration （QLogic 8200 シ リーズ CNA 機能設定） ウ ィ

ン ド ウを表示し ます。

2. CNA Function Configuration （CNA 機能設定） のメ イ ンウ ィ ン ド ウで、

Protocol （プロ ト コル） が PXE に設定されている こ と を確認し ます

（図 5-20 を参照）。 

図 5-20. QLogic 82xx CNA 機能設定 

3. ESC キーを押し て終了し ます。 

4. Save changes （変更の保存） を選択し て編集内容を保存し、 システムを

再起動し ます。 
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5. POST の進行中に F1 または F2 キーを押し て BIOS システムを表示し ます。

6. Boot Settings （起動設定） を選択し、 ENTER を押し ます。 

7. Boot Sequence （起動順序） オプシ ョ ンを選択し、 ENTER キーを押し

ます。 

8. 最初の起動オプシ ョ ン と し て QLogic PXE エン ト リ を選択し ます。 

9. ESC キーを押し、 Save changes and exit （変更を保存し て終了） を選

択し ます。 

システムが再起動し ます。 

10. システムが再起動し た後、 希望の OS のイ ンス ト ールのための PXE 起動

サーバーのウ ィ ン ド ウプロンプ ト に従って く だ さい。 

システムは PXE からの起動を試みます。 例 ：

Attempting Boot From NIC
QLogic PXE v2.0.x.x PCI x.x Px
Copyright (C) 2009-2014 QLogic Corporation
Initializing...
  CLIENT MAC ADDR: xx xx xx xx xx xx
  CLIENT IP: xx.xx.xx.xx MASK: xx.xx.xx.xx 
  DHCP IP: xx.xx.xx.xx

メモ

PXE サーバーからの OS イ メ ージに 8200 シ リーズアダプ ターの 

ド ラ イバが追加されたこ と を確認し て、 OS イ ンス ト ールを完了し 

ます。
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Fast!UTIL を使用した iSCSI 設定
QLogic の Fast!UTIL は、 iSCSI 用に QMD8262-k/QLE8262/QME8262-k を
設定する 1 つの方法を提供し ます。 

 Fast!UTIL へのアクセス

 ホス ト アダプ ターの設定

 iSCSI 起動の設定

 IPv4 用の DHCP iSCSI 起動の設定

Fast!UTIL へのアクセス
アダプ ターの BIOS 初期化中に表示される PXE、 iSCSI、 または FCoE の 
QLogic バナー表示に対し て、 CTRL+Q を押すと、 それぞれ対応する PXE、

iSCSI、 FCoE 用の Fast!UTIL にアクセスする こ とができます。

Fast!UTIL のメ ニューが表示されるまで、 数秒かかる こ とがあ り ます。 iSCSI 
用 Fast!UTIL のオプシ ョ ン メ ニューには、 次の選択肢が含まれています。

Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） 
Scan iSCSI Devices （iSCSI デバイスのスキャ ン） 
iSCSI Disk Utility （iSCSI デ ィ スクユーテ ィ リ テ ィ ） 
Ping Utility （Ping ユーテ ィ リ テ ィ ） 
Loopback Test （ループバッ ク テス ト ） 
Reinit Adapter （アダプ ターの再初期化） 
Select Host Adapter （ホス ト アダプ タの選択） 
Exit Fast!UTIL （Fast!UTIL の終了）

Fast!UTIL は、 設定するアダプ ターを選択するプロンプ ト を表示し ます。 設定

変更後、 Fast!UTIL を終了し てシステムを再起動する と、 新しいパラ メ ータが

ロー ド されます。 

ホストアダプターの設定
Fast!UTIL のオプシ ョ ン メ ニューで、 Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ

レーシ ョ ン設定） を選択し、 次に Host Adapter Settings （ホス ト アダプ ター

の設定） を選択し て、 次を設定し ます。

 DHCP 経由のイニシエータ  IPv4 と  IPv6 ア ド レス

Yes （はい） に設定する と、 アダプ ターは DHCP を使用し て IP ア ド レ

ス、 サブネ ッ ト マスク、 およびゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レスを取得し ます。

ESC を 3 回押し て変更を保存し ます。
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 イニシエータ IPv4/IPv6 アドレス

DHCP が No （いいえ） に設定されている場合、 このフ ィ ールド に有効な 
IP ア ド レスを設定する必要があ り ます。 

 サブネットマスク

DHCP が No （いいえ） に設定されている場合、 このフ ィ ールド に有効な

サブネ ッ ト マスク を設定する必要があ り ます。 

 ゲートウェイ IP アドレス

DHCP が No （いいえ） に設定されている場合、 このフ ィ ールド に有効な

ゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レスを設定する必要があ り ます。 これを設定し ない

場合、 設定中のシステムはその LAN 上にあるその他ノ ー ド と しか通信で

きません。

 イニシエータ iSCSI 名 
Enter を押し てイニシエータの iSCSI 名を設定し ます。 イニシエータ  
iSCSI 名を指定するかど うかは任意ですが、 指定し ない場合、 iSCSI 関数

は製造時にプログラムされたデフ ォル ト の iSCSI 修飾名 （IQN） を使用し

ます。 このオプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 デフ ォル ト 以外の IQN を指

定する こ とが可能にな り ます。 

 イニシエータ CHAP 名
Enter を押し て双方向 （BIDI） CHAP 名を設定し ます。 

 イニシエータ CHAP シークレット

Enter を押し て、 BIDI CHAP シーク レ ッ ト を設定し ます。

メモ

IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 ゲー ト ウ ェ イ、 IPv6 ルータ ブルア

ド レス 1、 および IPv6 ルータ ブルア ド レス 2 の設定を保存し ても、

これらの値は入力されません。
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iSCSI 起動の設定
Fast!UTIL のオプシ ョ ン メ ニューで、 Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ

レーシ ョ ン設定） を選択し て iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） にアク

セス し、 起動する ド ラ イブを指定し ます。 C を押し て、 起動デバイスの情報を

プ ラ イマ リ および代替起動ロケーシ ョ ンから ク リ ア し ます。

iSCSI 起動のセ ッ ト ア ッ プ情報には、 次が含まれます。

 プ ラ イマ リ および代替起動デバイス

 アダプ ター起動モー ド

 プ ラ イマ リ および代替起動デバイス設定

 iSCSI 起動パラ メ ータの設定

 QLogic iSCSI 起動の設定

 起動

メモ

iSCSI Boot from SAN の別の方法と し て、 iBFT のフ ィ ールド を使用し ま

す。 詳細に関し ては、 238 ページの 「iBFT 起動セ ッ ト ア ッ プ」 を参照し

て く だ さい。
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プライマリおよび代替起動デバイス

デバイスを設定 （Primary/Alternate Boot Device Settings （プ ラ イマ リ  / 
代替起動デバイス設定） 経由） し た後、 これらの場所で Enter を押し て利用可

能なデバイスのリ ス ト を表示し ます。 iSCSI 起動デバイスを選択するには、 そ

のデバイスをハイ ラ イ ト 表示し て、 Enter を押し ます。 

アダプター起動モード

 Disable （無効化） — このオプシ ョ ンを選択する と、 アダプ ターの ROM 
BIOS が無効と な り、 上位メ モ リのスペースが解放されます。 

 Manual （手動） — このオプシ ョ ンを選択し て、 Primary/Alternate 
Boot Device Settings （プ ラ イマ リ  / 代替起動デバイスの設定） エ リ ア

で iSCSI 起動デバイスのパラ メ ータ を手動設定し ます。 手動設定のパラ

メ ータには次のものがあ り ます。 

 Initiator IPv4/IPv6 Address via DHCP （DHCP 経由のイニシ

エータ  IPv4 および IPv6 ア ド レス） — Yes （はい） に設定する と、

アダプ ターは DHCP を使用し てその IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マス

ク、 およびゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レスを取得し ます。 ESC を 3 回押

し て変更を保存し ます。 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 ゲー ト

ウ ェ イ、 IPv6 ルータ ブルア ド レス、 およびイニシエータの IPv4 ま
たは IPv6 ア ド レスの設定を保存し ても、 これらの値は入力されませ

ん。 DHCP が No （いいえ） に設定されている場合、 このフ ィ ール

ド に有効な IP ア ド レスを設定する必要があ り ます。 

 Subnet Mask （サブネ ッ ト マスク） — DHCP が No （いいえ） に

設定されている場合、 このフ ィ ールド に有効なサブネ ッ ト マスク を設
定する必要があ り ます。 

 Gateway IP Address （ゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レス） — DHCP が 
No （いいえ） に設定されている場合、 このフ ィ ールド に有効なゲー

ト ウ ェ イ IP ア ド レスを設定する必要があ り ます。 

 Initiator iSCSI Name （イニシエータ  iSCSI 名） — Enter を押し て

イニシエータの iSCSI 名を設定し ます。 デフ ォル ト では、 iSCSI 名
（標準製品モデルおよびシ リ アル番号の 2 つの部分で構成） が使用さ

れます。 iSCSI 名を変更し た場合、 完全には名前を変更するためにア

ダプ ターのフ ラ ッ シュ メ モ リ に書き込む必要があ り ます。 

 Initiator CHAP Name （イニシエータ  CHAP 名） — Enter を押し

て双方向 CHAP 名を設定し ます。 
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 Initiator CHAP Secret （イニシエータ  CHAP シーク レ ッ ト ） — 
Enter を押し て双方向 CHAP シーク レ ッ ト を設定し ます。 iSCSI 
Boot Settings （iSCSI 起動設定） のエ リ アには、 Configuration 
Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューからアクセスで

きます。 これらのオプシ ョ ンを使用し て、 起動を実行させる ド ラ イブ
の指定を行います。 C を押し て、 起動デバイスの情報をプ ラ イマ リ お

よび代替起動ロケーシ ョ ンから ク リ ア し ます。 

 DHCP （IPv4 のみに適用） — このオプシ ョ ンを選択する と、 イニシエー

タはその IP ア ド レスを DHCP サーバーから取得し ます。 また、 この 
DHCP サーバー上で起動パラ メ ータが指定されている場合には、 イニシ

エータは iSCSI ターゲ ッ ト のすべての起動パラ メ ータ を取得し ます。 この

設定では、 上級ユーザーが DHCP サーバー上、 および DHCP 起動設定エ

リ アの Vendor ID （ベンダー ID） フ ィ ールド で、 ベンダー固有情報の手

動で入力する こ とが必要にな り ます。 

プライマリおよび代替起動デバイス設定

 Security Settings （セキュ リ テ ィ 設定） — Enter を押し て Primary 
Boot Security Settings （プ ラ イマ リ起動セキュ リ テ ィ 設定） にアクセス

し ます。 Enter を押し て CHAP および双方向 CHAP を有効または無効に

し、 CHAP 名および CHAP シーク レ ッ ト を設定し ます。 （構成によ って

は、 このオプシ ョ ンの設定が不要の場合があ り ます。） 

 Target IP （ターゲ ッ ト  IP） — Adapter Boot Mode （アダプ ター起動

モー ド） が Manual （手動） に設定されている場合、 iSCSI 起動ターゲ ッ

ト に予定し ているデバイスの IP ア ド レスを このフ ィ ールド で指定する必

要があ り ます。 

 Target Port （ターゲ ッ ト ポー ト ） — ターゲ ッ ト が使用するポー ト を入力

し ます。 （デフ ォル ト で、 iSCSI はポー ト  3260 を使用し ます。 必要な と

き以外、 これを変更し ないで く だ さい。 ) 

 Boot LUN （起動 LUN） — 起動デバイスの LUN を入力し ます。 （構成に

よ っては、 このオプシ ョ ンの変更が不要の場合があ り ます。） 

 iSCSI Name （iSCSI 名） — 対象の起動ターゲ ッ ト の iSCSI 名を入力し

ます。 （構成によ っては、 このオプシ ョ ンの設定が不要の場合があ り ます。） 
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 DHCP Dynamic iSCSI Boot Configuration （DHCP ダイナ ミ ッ ク  
iSCSI 起動設定） — このオプシ ョ ンを選択する と、 イニシエータはその 
IP ア ド レスを DHCP サーバーから取得し ます。 また、 この DHCP サー

バー上で起動パラ メ ータが指定されている場合には、 イニシエータは 
iSCSI ターゲ ッ ト のすべての起動パラ メ ータ を取得し ます。 この設定で

は、 上級ユーザーが DHCP サーバー上、 および DHCP 起動設定エ リ アの 
Vendor ID （ベンダー ID） フ ィ ールド で、 ベンダー固有情報の手動で入力

する こ とが必要にな り ます。 

 Vendor ID （ベンダー ID） は、 DHCP サーバーに送信される識別文

字列です。 

 Alternate Client ID （代替ク ラ イアン ト  ID） は、 DHCP ク ラ イア

ン ト が dhcp-client-identifier オプシ ョ ンの代わり に使用する代替 
ID を提供し ます。 代替ク ラ イアン ト  ID は、 DHCP サーバーに送信

される固有の識別文字列です。 これは、 デバイス固有の起動パラ メ ー
タ を設定するための追加のフ ィ ルタ リ ングオプシ ョ ンを提供し ます。
このフ ィ ールド を設定し ない場合には、 デバイスの MAC address 
で構成されるデフ ォル ト の識別文字列が使用されます。 

 セカ ンダ リ アダプ ター用の Configure Parameters （設定パラ

メ ータ）。 

 Select Host Adapter （ホス ト アダプ ターの選択） では、 システム

内に複数のアダプ ターがある場合、 特定のアダプ ターの設定を選択、
表示、 設定する こ とができます。 

iSCSI 起動パラメータの設定

この項では、 SAN からの起動を行う ための QLogic iSCSI アダプ ターの設定に

ついて説明し ます。 SAN から起動するよ う に設定されているシステムでは、 シ

ステム BIOS で iSCSI アダプ ターが起動コ ン ト ローラ と し て指定されている必

要があ り ます。 ターゲ ッ ト の起動 LUN を検出するために、 iSCSI アダプ ター上

の QLogic BIOS を有効にする必要があ り ます。 

メモ

これらのオプシ ョ ンはデ ィ スクデバイスにのみ適用されます。 テープ ド ラ
イブや、 その他の非デ ィ スク型デバイスには適用されません。
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SAN から起動するよ う に QLogic iSCSI アダプ ターを有効にするには、 次の

手順を行います。

1. サーバーの POST 進行中、 CTRL+Q を押し て QLogic iSCSI Fast!UTIL 
BIOS を起動し ます。

2. 設定する I/O ポー ト を選択し ます。 

デフ ォル ト では、 Adapter Boot （アダプ ター起動） モー ドは Disable
（無効） に設定されています。 

3. Fast!UTIL オプシ ョ ン メ ニューで、 Configuration Settings （コ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ン設定） を選択し、 iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設

定） を選択し ます。 

4. SendTargets を設定するためには、 Adapter Boot （アダプ ター起動）

モー ド を Manual （手動） に設定し ます。 

5. Primary Boot Device Settings （プ ラ イマ リ起動デバイスの設定） を選

択し ます。 

6. デ ィ スカバリー Target IP （ターゲ ッ ト  IP） および Target Port （ター

ゲ ッ ト ポー ト ） を入力し ます。 

7. 起動元と し て指定されているア ド レスに iSCSI ターゲ ッ ト と  LUN がそれ

ぞれ 1 つ存在する場合に限り、 Boot LUN （起動 LUN） および iSCSI 
Name （iSCSI 名） フ ィ ール ド を空のままにする こ とができます。 それ以

外の場合には、 他のシステム用のボ リ ュームから起動する こ とがないよ う
に、 これらのフ ィ ールドの値を指定する必要があ り ます。 ターゲ ッ ト のス
ト レージシステムが検出された後は、 これらのフ ィ ールドは再スキャ ン後
に自動的に入力されます。 

8. 変更を保存し ます。 

9. iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） メ ニューから、 プ ラ イマ リ起動

デバイスを選択し ます。 ホス ト バスアダプ タの自動再スキャ ンによ り、 新
しいターゲ ッ ト  LUN が検出されます。 

10. iSCSI ターゲ ッ ト を選択し ます。 

メモ

ターゲッ ト 内に複数の LUN が存在する場合には、 該当の iSCSI デバ

イスを確認後、 Enter を押すこ と で特定の LUN ID を選択できます。

Primary Boot Device Setting （プラ イマ リ起動デバイスの設定）

メ ニューに戻り ます。 再スキャ ン後、 Boot LUN （起動 LUN） およ

び iSCSI Name （iSCSI 名） フ ィ ールドは自動的に入力されます。
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11. Boot LUN （起動 LUN） の値を、 必要な LUN ID に変更し て く だ さい。 

12. 変更を保存し てシステムを再起動し ます。   

QLogic アダプ ターのコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定に関する詳細情報と最新の情

報については、 QLogic ウ ェ ブサイ ト の QLogic ホス ト アダプ タの readme を
参照し て く だ さい。

iSCSI 起動パラ メ ータの設定に関し ては、 224 ページの 「アダプ ター起動モー

ド」 および 225 ページの 「プ ラ イマ リ および代替起動デバイス設定」 を参照し

て く だ さい。

起動プロトコル設定

プ ラ イマ リ および代替起動デバイスの起動プロ ト コル設定には、 次が含まれます。

 Security Settings （セキュ リ テ ィ 設定） — Enter を押し て Primary 
Boot Security Settings （プ ラ イマ リ起動セキュ リ テ ィ 設定） にアクセス

し ます。 Enter を押し て CHAP および双方向 CHAP を有効または無効に

し、 CHAP 名および CHAP シーク レ ッ ト を設定し ます。 （構成によ って

は、 このオプシ ョ ンの設定が不要の場合があ り ます。） 

 Target IP （ターゲ ッ ト  IP） — Adapter Boot Mode （アダプ ター起動

モー ド） が Manual （手動） に設定されている場合、 iSCSI 起動ターゲ ッ

ト に予定し ているデバイスの IP ア ド レスを このフ ィ ールド で指定する必

要があ り ます。 

 Target Port （ターゲ ッ ト ポー ト ） — ターゲ ッ ト が使用するポー ト を入力

し ます。

デフ ォル ト で、 iSCSI はポー ト  3260 を使用し ます。 必要な と き以外、 こ

の値を変更し ないで く だ さい。

 Boot LUN （起動 LUN） — 起動デバイスの LUN を入力し ます。 （構成に

よ っては、 このオプシ ョ ンの変更が不要の場合があ り ます。）

 iSCSI Name （iSCSI 名） — 対象の起動ターゲ ッ ト の iSCSI 名を入力し

ます。 （構成によ っては、 このオプシ ョ ンの設定が不要の場合があ り ます。） 

スタティック iSCSI 起動設定

QLogic iSCSI Fast!UTIL BIOS を使用し て、 ス タ テ ィ ッ ク  iSCSI 起動パラ

メ ータの設定を行います。 226 ページの 「iSCSI 起動パラ メ ータの設定」 を参

照し て く だ さい。



5– 起動設定

Fast!UTIL を使用し た iSCSI 設定

229 CU0354602-04 M

ダイナミック iSCSI 起動設定

ダイナ ミ ッ ク  iSCSI 起動設定のプ ラ イマ リ および代替起動デバイス設定には次

が含まれます。

 Security Settings （セキュ リ テ ィ 設定） — Enter を押し て Primary 
Boot Security Settings （プ ラ イマ リ起動セキュ リ テ ィ 設定） にアクセス

し ます。 Enter を押し て CHAP および双方向 CHAP を有効または無効に

し、 CHAP 名および CHAP シーク レ ッ ト を設定し ます。 （構成によ って

は、 このオプシ ョ ンの設定が不要の場合があ り ます。） 

 DHCP Dynamic iSCSI Boot Configuration （DHCP ダイナ ミ ッ ク  
iSCSI 起動設定） — このオプシ ョ ンを選択する と、 イニシエータはその 
IP ア ド レスを DHCP サーバーから取得し ます。起動パラ メ ータが DHCP 
サーバーで指定されている場合、 イニシエータは、 iSCSI ターゲ ッ ト の起

動パラ メ ータ も取得し ます。 この設定は、 上級ユーザーによる DHCP 
サーバー上、 および DHCP 起動設定エ リ アの Vendor ID （ベンダー ID）

フ ィ ールド でのベンダー固有情報の手動入力が必要にな り ます。 

 Vendor ID （ベンダー ID） は、 DHCP サーバーに送信される識別文字列

です。 

 Alternate Client ID （代替ク ラ イアン ト  ID） は、 起動デバイスを設定す

るための追加のフ ィ ルタ リ ングオプシ ョ ンです。 

 セカ ンダ リ アダプ ター用の Configure Parameters （設定パラ メ ータ）。 

 Select Host Adapter （ホス ト アダプ ターの選択） では、 システム内に複

数のアダプ ターがある場合、 特定のアダプ ターの設定を選択、 表示、 設定
する こ とができます。 

セカンダリアダプター用のパラメータの設定

プ ラ イマ リ起動ターゲ ッ ト へのログイ ンが失敗し た場合、 BIOS は同様の手法で

セカ ンダ リ ターゲ ッ ト へのログイ ンを試行し ます。 BIOS は、 ポー ト の設定に応

じ て、 異なるポー ト に設定されている起動ターゲ ッ ト へのログイ ンを試行し ま
す。 iSCSI ポー ト は物理的なイ ン タ フ ェース上に常駐する こ とができ、 個別の

アダプ ターに存在する こ と もできます。

これらのアダプ ター （QMD8262-k、 QLE8262、 または QME8262-k） のいず

れかの組み合わせがシステムに存在する場合、 Fast!UTIL にはすべての iSCSI 
イ ン タ フ ェースポー ト が表示されます。 セカ ンダ リ アダプ ターのいずれか特定の
ポー ト を選択し、 パラ メ ータ を設定し ます。
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QLogic iSCSI 起動の設定

QLogic iSCSI 起動を設定するには、 次の手順を行います。 

1. POST 進行中、 CTRL+Q を押し て QLogic iSCSI BIOS の Fast!UTIL 
ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。 

図 5-21 には、 主なオプシ ョ ン メ ニューが記載されています。 

図 5-21. Fast!UTIL：オプションメニュー
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2. オプシ ョ ン メ ニューで、 Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レー

シ ョ ン設定） を選択し ます。

Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） ウ ィ ン ド ウが開

きます （図 5-22 を参照）。

図 5-22. Fast!UTIL：コンフィギュレーション設定ウィンドウ

3. Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューで、

Host Adapter Settings （ホス ト アダプ ター設定） を選択し ます。

Host Adapter Settings （ホス ト アダプ ター設定） ウ ィ ン ド ウが開きます

（図 5-23 を参照）。

図 5-23. Fast!UTIL：ホストアダプター設定ウィンドウ
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4. Initiator IP Settings （イニシエータ  IP 設定） を選択し ます。

Initiator IP Settings （イニシエータ  IP 設定） ウ ィ ン ド ウが開きます

（図 5-24 を参照）。

図 5-24. Fast!UTIL：イニシエータ IP 設定ウィンドウ

5. 必要に応じ て Enable IPv4 （IPv4 を有効にする） および Enable IPv6
（IPv6 を有効にする） を設定し て IP バージ ョ ンを指定し ます （IPv4 の
み、 IPv6 のみ、 または両方を有効にできます）。 次に、 選択し た IP バー

ジ ョ ンに関する追加情報を必要に応じ て指定し ます。

 IPv4 の場合 ： イニシエータ  IP ア ド レス、 サブネ ッ ト 、 およびゲー ト

ウ ェ イ。

 IPv6 の場合 ： イニシエータ リ ン ク ローカルおよびルータ ブルア ド レ

ス、 ならびにデフ ォル ト のルーターア ド レス。

設定のア ッ プデー ト を終えたら、 Host Adapter Settings （ホス ト アダプ

ター設定） ウ ィ ン ド ウ （図 5-23 を参照） に戻り ます。

6. （オプシ ョ ン） Host Adapter Settings （ホス ト アダプ ター設定） ウ ィ ン ド

ウで、 Initiator iSCSI Name （イニシエータ  iSCSI 名） を指定し ます。 

このオプシ ョ ンは、 DHCP には依存し ません。
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7. Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） メ ニューに戻り、

iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） を選択し て ターゲ ッ ト を設定し

ます （図 5-25 を参照）。

図 5-25. Fast!UTIL：iiSCSI 起動設定ウィンドウ

a. iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） ウ ィ ン ド ウで、 Adapter 
Boot Mode （アダプ ター起動モー ド） を選択し、 その値を Manual
（手動） に設定し ます。 

b. iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） ウ ィ ン ド ウで Primary 
Boot Device Settings （プ ラ イマ リ起動デバイスの設定） を選択し

ます。 
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8. Primary Boot Device Settings （プ ラ イマ リ起動デバイスの設定） ウ ィ ン

ド ウで、 ターゲ ッ ト パラ メ ータ を設定し ます （図 5-26 を参照）。 

図 5-26. Fast!UTIL：プライマリ起動デバイスの設定ウィンドウ

a. 指定された ターゲ ッ ト をスキャ ンするには、 プ ラ イマ リ  LUN の 
Target IP （ターゲ ッ ト  IP） を ク リ ッ ク し、 Enter を押し ます。 

b. 図 5-27 に示されるよ う に、 Select iSCSI Device （iSCSI デバイス

の選択） ウ ィ ン ド ウにある検出された ターゲ ッ ト のリ ス ト から、 目的
のターゲ ッ ト を選択し ます。 

図 5-27. Fast!UTIL：SCSI デバイスの選択ウィンドウ
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c. Select LUN （LUN の選択） ウ ィ ン ド ウで LUN を選択し て、 ター

ゲ ッ ト をプ ラ イマ リ  iSCSI 起動デバイス と し て設定し ます。 

9. ESC を押し て Save changes （変更の保存） を選択し ます。 

10. 再度 ESC を押し て、 Reboot System （システムの再起動） を選択し ます。 

再起動後、 前に QLogic iSCSI Fast!UTIL BIOS ユーテ ィ リ テ ィ で設定し

た ターゲ ッ ト に iSCSI BIOS がロー ド されます。

11. POST の進行中に F2 を押し て、 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ メ

ニューを起動し ます （図 5-28 を参照）。 

図 5-28. Dell セットアップユーティリティ
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12. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） を選択し、 Boot 
Settings （起動設定）、 BIOS Boot Settings （BIOS 起動設定）、 と選択

し て Hard-Disk Drive Sequence （ハー ド デ ィ スク ド ラ イブシーケンス）

を選択し ます （図 5-29 を参照）。

図 5-29. iSCSI 起動順序の選択
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13. ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウで上下矢印、 または + および – ボタ ンを使用し

て、 iSCSI ターゲ ッ ト を リ ス ト の最上段に移動させます （図 5-30 を参照）

（iSCSI ターゲッ ト はポー ト  1、 パーテ ィ シ ョ ン 3 に設定）。 次に OK を ク

リ ッ ク し ます。

図 5-30. iSCSI 起動順序の設定

14. Save changes and exit （変更を保存し て終了） を選択し ます。

15. メ ーカーの OS イ ンス ト ール手順に従います。 

起動

iSCSI Fast!UTIL BIOS には iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） オプ

シ ョ ンが含まれてお り、 これには Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レー

シ ョ ン設定） メ ニューからアクセスできます。 このオプシ ョ ンを有効にする と、
起動させる ド ラ イブを指定する こ とができます。 このオプシ ョ ンを有効にし た後
は、 システム BIOS での設定に従って、 システムは選択された iSCSI ド ラ イブ

から強制的に起動し ます （QLogic BIOS はシステム BIOS に優先されません）。

このオプシ ョ ンを無効にする と、 システムは （システム BIOS で選択された）

起動デバイスを探索し ます。
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iBFT 起動セットアップ
SAN からの iSCSI 起動の代替的方法と し て、 iBFT のフ ィ ールド を使用する方

法があ り ます。 iBFT は、 ソ フ ト ウ ェ ア主導型の iSCSI プロ ト コルからの標準的

な起動方法をオペレーテ ィ ングシステムに提供する Advanced Configuration 
and Power Interface Specification 3.0b 規格のコ ンポーネン ト です。 iBFT の
仕様を見るには、 下記の URL を参照し て く だ さい。 
http://www.microsoft.com/whdc/system/platform/firmware/ibft.mspx

本項では iBFT を使用し たアダプ ターのセ ッ ト ア ッ プの詳細について説明し ます。

 iBFT 起動の有効化

 ターゲ ッ ト デ ィ スクからの起動

iBFT 起動の有効化
以下の手順に従って、 Dell BIOS システムで iBFT 起動を有効にし ます。

1. サーバーを起動し、 NIC 起動コー ドバナーが表示されたら、 CTRL+Q を
押し ます。 
QLogic CNA Function Configuration （QLogic CNA 機能設定） ユーテ ィ

リ テ ィ が開きます （図 5-31 を参照）。

図 5-31. CNA 設定ユーティリティ
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2. 機能 0 と  1 に対するプロ ト コルが iBFT に設定されている こ と を確認し ま

す。 必要に応じ て、 図 5-32 に示されているよ う に設定を変更し てから  
Enter を押し ます。 

図 5-32. iBFT 起動の有効化

3. ESC を押し て設定を保存し ます。

4. システムを再起動し ます。
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ターゲットディスクからの起動
ターゲ ッ ト デ ィ スク を起動するには、 起動ターゲ ッ ト ベンダーのハー ド ウ ェ ア
セ ッ ト ア ッ プ用手順を参照し て く だ さい。

1. POST の進行中に F2 を押し て、 Dell セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ メ

ニューを起動し ます （図 5-33 を参照）。 

図 5-33. Dell セットアップユーティリティ
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2. System BIOS Settings （システム BIOS 設定） を選択し、 Boot 
Settings （起動設定）、 BIOS Boot Settings （BIOS 起動設定）、 と選択

し て Hard-Disk Drive Sequence （ハー ド デ ィ スク ド ラ イブシーケンス）

を選択し ます （図 5-34 を参照）。 

図 5-34. iSCSI 起動順序の選択
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3. ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウで上下矢印、 または + および – ボタ ンを使用し

て、 iSCSI ターゲ ッ ト を リ ス ト の最上段に移動させます （図 5-35 を参照）

（iSCSI ターゲ ッ ト はポー ト  1、 パーテ ィ シ ョ ン 3 に設定）。 次に OK を ク

リ ッ ク し ます。

図 5-35. iSCSI 起動順序の設定

4. Save changes and exit （変更を保存し て終了） を選択し ます。 
5. システムを再起動し ます。 
6. オプシ ョ ン ROM に iSCSI ターゲ ッ ト のログイ ン情報が表示されます

（図 5-36 を参照）。 

図 5-36. iSCSI ターゲットへの接続

7. OS のイ ンス ト ールに進みます （OS のマニュアルを参照し て く だ さい）。 
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DHCP 起動 セットアップ（iSCSI）
DHCP で iSCSI 起動をサポー ト するよ う に設定するには、 お使いの DHCP 
サーバーがセ ッ ト ア ッ プ されている こ と をまず確認し、 それから次の手順に従っ
て く だ さい。

IPv4 用の DHCP iSCSI 起動の設定

QLogic のすべての IP 情報、 および iSCSI イニシエータ と ターゲッ ト の設定情

報を DHCP サーバーから取得するよ う に設定するには、 次の手順で行います。

1. 最新の BIOS と フ ァームウ ェ アがイ ンス ト ールされている こ と を確認し ます。 

2. サーバーを再起動し、 QLogic iSCSI BIOS の画面が表示されたら  
CTRL+Q を押し て、 アダプ ターの BIOS ユーテ ィ リ テ ィ である 
Fast!UTIL を起動し ます。 

3. 最初の Select Host Adapter （ホス ト アダプ タの選択） 画面で SAN 起動

用に設定するアダプ ターポー ト を選択し ます。 

これらのポー ト は、 DHCP サーバー上で予約を作成し たものと同じ  MAC 
address にな り ます。 

4. Enter キーを押し ます。 

両方のポー ト を設定する場合は、 次の手順で 1 番目のポー ト の設定を完了

し た後、 同じ手順を繰り返し て 2 番目のポー ト を設定し ます。

5. Fast!UTIL のオプシ ョ ン画面で、 Configuration Settings （コ ン フ ィ

ギュ レーシ ョ ン設定） を選択し、 Enter を押し ます。 

メモ

このリ リースは、 IPv6 用の DHCP iSCSI 起動をサポー ト し ていません。

IPv6 のサポー ト 通知に関し ては、 今後の readme およびリ リース ノ ー ト

を参照し て く だ さい。

メモ

本項は、 Windows 2003 または Windows 2008 で DHCP サーバーを稼

働させるための DHCP サーバーおよび QLogic アダプ ターの設定につい

て説明し ますが、 実際にはそれ以外の手順も必要にな り ます。 た と えば、
DHCP サーバー上のイーサネ ッ ト イ ン タ フ ェ ースの IP ア ド レスの設定や、

iSCSI ス ト レージボ ッ クスの設定、 およびネ ッ ト ワークの設定を行う必要

があ り ます。 これらの設定方法については本書の対象外と な り ます。
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6. Configuration Settings （コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン設定） 画面で、 iSCSI 
Boot Settings （iSCSI 起動設定） を選択し て Enter を押し ます。

7. iSCSI Boot Settings （iSCSI 起動設定） 画面で Adapter Boot Mode
（アダプ ター起動モー ド） を選択し、 Enter を押し ます。

8. 提示された起動モー ドから  DHCP using VendorID （ベンダー ID を使用

し た DHCP） を選択し、 Enter を押し ます。

9. DHCP Boot Settings （DHCP 起動設定） を選択し、 Enter を押し ます。

10. DHCP Boot Settings （DHCP 起動設定） 画面で、 Vendor ID （ベンダー 
ID） を選択し、 Enter を押し ます。

11. DHCP サーバーの設定時に定義済みの Vendor ID （ベンダー ID） （ク ラ

ス） を入力し、 Enter を押し ます。 

ベンダー ID 名は大文字と小文字を区別し、 10 文字以内の長さにする必要

があ り ます。

12. ESC を何度か押し て、 Configuration Settings Modified （コ ン フ ィ ギュ

レーシ ョ ン設定変更済） 画面を表示させます。

13. Save changes （変更を保存） を選択し、 Enter を押し ます。

14. すべてのコ ンポーネン ト が正し く 設定されていれば、 次のいずれかを行う
こ とができます。

 BIOS でアダプ ターを再初期化する

 サーバーを再起動する

これで、 アダプ ターのすべての IP 情報、 およびイニシエータ と ターゲ ッ ト の情

報を DHCP サーバーから取得できます。

DHCP オプション 17、ルートパス

DHCP オプシ ョ ン 17 は、 ク ラ イアン ト のルー ト デ ィ スク を含むパス名を指定

し ます。 このパスは、 ネ ッ ト ワーク仮想ター ミ ナル （NVT） の ASCII 文字セ ッ

ト で構成される文字列を書式と し て使用し ます。 データは、 DHCP ルー ト パス

オプシ ョ ン （オプシ ョ ン 17） を用いて次のよ う にフ ォーマ ッ ト されます。

"iscsi:"<servername | serveripaddress>":"<protocol>":"<port>":"
<LUN>":"<targetname>
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DHCP オプション 43（ベンダーオプションの追加）

「Default User Class （デフ ォル ト ユーザーク ラス）」 の一部と し て 「QLogic」 と

い う名前のベンダーク ラスを定義し、 iSCSI の固有情報を追加し ます。 これらの

オプシ ョ ンのう ちの 2 つ （201 および 202） には iSCSI 起動ターゲ ッ ト 情報が含

まれてお り、 それぞれプ ラ イマ リ およびセカ ンダ リ ターゲ ッ ト の情報を含んでい
ます。 BIOS はプ ラ イマ リ起動ターゲ ッ ト （オプシ ョ ン 201） 用にベンダー固有

の情報バッ フ ァ を解析する必要があ り ます。 3 番目のオプシ ョ ンは iSCSI イニシ

エータ （オプシ ョ ン 203） で、 iSCSI イニシエータの IQN 情報を含んでいます。

DHCP ベンダークラスオプション 201、プライマリ起動ターゲットの 
IQN および起動パラメータ

DHCP ベンダー定義のプラ イマ リ起動ターゲッ ト  IQN および起動パラ メ ータオプ

シ ョ ン （オプシ ョ ン 201） を使用し た文字列と し てデータ を フ ォーマ ッ ト し ます。

"iscsi:"<serveripaddress>":"<protocol>":"<port>":"<LUN>":"
<targetname>

文字列値の例 （スペースな し） ： 
iscsi:192.168.95.121:6:3260:7:iqn.1984-05.com.dell:powervault.md30
00i.6a4badb0000e7ab4000000004b854c83 

DHCP ベンダークラスオプション 202、セカンダリ起動ターゲットの 
IQN および起動パラメータ 
DHCP ベンダー定義のセカンダ リ起動ターゲッ ト  IQN および起動パラ メ ータオプ

シ ョ ン （オプシ ョ ン 202） を使用し た文字列と し てデータ を フ ォーマ ッ ト し ます。 
"iscsi:"<serveripaddress>":"<protocol>":"<port>":"<LUN>":"
<targetname>

文字列値の例 （スペースな し） ： 
iscsi:192.168.95.109:6:3260:9:iqn.1992-01.com.lsi:1535.600a0b80006
7fe9a000000004b9fd854 

DHCP ベンダークラスオプション 203、イニシエータ IQN 
DHCP ベンダー定義のイニシエータ  IQN オプシ ョ ン （オプシ ョ ン 203） を使用

し た文字列と し てデータ を フ ォーマ ッ ト し ます。 
"<initiatorname>" 

文字列値の例 （スペースな し） ： 
iqn.2000-04.com.qlogic:isp8214.00e1e049e02.4 
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A トラブルシューティング

この付録は、 次の ト ラ ブルの解決に関する情報を提供し ます。

 問題の診断

 NIC ト ラ ブルシューテ ィ ング

 iSCSI ト ラ ブルシューテ ィ ング

 FCoE ト ラ ブルシューテ ィ ング

 ESX ト ラ ブルシューテ ィ ング

問題の診断
ネ ッ ト ワークアク テ ィ ビテ ィ イ ンジケータ と診断ユーテ ィ リ テ ィ は、 ハー ド ウ ェ
ア と ソ フ ト ウ ェ アが適切に動作し ているかを確認するために有効です。 イ ンス
ト ールし たアダプ ターがネ ッ ト ワーク上で通信できない場合、 本付録に示すフ
ローチャー ト に沿ってアダプ ターの問題を診断し て く だ さい。
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NIC トラブルシューティング

図 A-1. NIC 診断フローチャート
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iSCSI トラブルシューティング

図 A-2. iSCSI 診断フローチャート
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FCoE トラブルシューティング

NOTE
IP パケ ッ ト ト ラ フ ィ ッ クの大部分が TCP、 UDP、 FCoE FIP ではない場

合、 セ ッ シ ョ ンが停止する こ とがあ り ます。 この問題が発生し た場合、
RSS を停止させて く だ さい。
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図 A-3. FCoE 診断フローチャート
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ESX トラブルシューティング
ESX でのネ ッ ト ワーク問題のデバッ グおよび ト ラ ブルシューテ ィ ングには、 

以下のサイ ト にある VMware のマニュアル 『VI3 Networking:Advanced 
Troubleshooting』 （VI3 ネ ッ ト ワーク ： 高度な ト ラ ブルシューテ ィ ング） を参

照し て く だ さい。 
http://www.vmware.com/files/pdf/technology/vi_networking_adv_troubleshooting.pdf 

このマニュアルの ト ラ ブルシューテ ィ ング手順を行っても問題が解決されない場
合は、 Dell のテクニカルサポー ト までお問い合わせ く だ さい （Dell システムの

マニュアル、 ｢困った と きは｣の項を参照）。
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B 仕様

この付録は、 次の製品に関する仕様を記載し ています。

 QMD8262-k 仕様

 QLE8262 仕様

 QME8262-k 仕様
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QMD8262-k 仕様
 寸法

 電力要件

 標準仕様

 イ ン タ フ ェース仕様

 環境面の仕様

寸法

電力要件

標準仕様
QMD8262-k アダプ ターは、 次の標準仕様をサポー ト し ています。 

 IEEE:802.3ae （10Gb イーサネ ッ ト ） 
 IEEE:8021q （VLAN） 
 IEEE:802.3ad （リ ン ク集約） 
 IEEE:802.1p （優先エン コーデ ィ ング） 
 IEEE:802.3x （フ ロー制御） 
 IEEE:802.1Qbb （優先度に基づ く フ ロー制御） 
 IEEE:802.1Qaz （拡張伝送選択） 
 IPv4 仕様 （RFC791） 
 IPv6 仕様 （RFC2460） 

表 B-1. 寸法 

アダプター 説明

タ イプ ブレー ド ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド

長さ 3.00 イ ンチ

幅 2.45 イ ンチ

表 B-2. 電力要件 

電圧レール 電圧 電流

12V 12.0V 2mA
12V Aux 12.0V 0.784A
3.3V な し な し

3.3V Aux 3.3V 12.5mA
1.0/1.2 V コ ア 1.0V 9.860A
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 TCP/UDP 仕様 （RFC793/768） 
 ARP 仕様 （RFC826） 
 SCSI-3 フ ァ イバチャネルプロ ト コル （SCSI-FCP） 
 フ ァ イバチャネルテープ （FC-TAPE） プロ フ ァ イル 
 SCSI フ ァ イバチャネルプロ ト コル -2 （FCP-2） 
 第 2 世代 FC 汎用サービス （FC-GS-2） 
 第 3 世代 FC 汎用サービス （FC-GS-3） 

インタフェース仕様

                                                                                           

表 B-3. インタフェース仕様

ポートタイプ  メディア

10G-BASE-KR Dell PE M1000e KR Midplane Revision 1.1
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環境面の仕様

95
MaximumAltitudemeters 900–  1.8

300
-------------------------------------------------------------------------------------------------F–

35
MaximumAltitudemeters 900– 

300
------------------------------------------------------------------------------------C– 35

MaximumAltitudefeet 2952.75– 
984.25

----------------------------------------------------------------------------------------C–

95
MaximumAltitudefeet 2952.75–  1.8

984.25
------------------------------------------------------------------------------------------------------F–

表 B-4. 環境面の仕様 

条件 動作時  非動作時

温度範囲 
（高度 £900 m または 2952.75 フ ィ ー ト ）

10 ～ 35°C
（50 ～ 95°F）

 -40 ～ 65°C
（-40 ～ 149°F）

温度範囲 
（高度 >900 m または 2952.75 フ ィ ー ト ）

10 ～メ モa °C
（50 ～メ モb °F）

a 次の式を使用し て、 特定の高度での最大動作温度 （単位 °C） を計算し ます。 高度がメ ー ト ルの場合は

最初の式、 フ ィ ー ト の場合は 2 番目の式を使用し ます。

 
    または 
 

b 次の式を使用し て、 特定の高度での最大動作温度 （単位 °F） を計算し ます。 高度がメ ー ト ルの場合は

最初の式、 フ ィ ー ト の場合は 2 番目の式を使用し ます。

 
    または 
 

 -40 ～ 65°C
（-40 ～ 149°F）

60 分あた りの温度変動の上限 10 °C  20 °C
湿度の範囲 — 結露し ないこ と 20 ～ 80%*

（最大ウ ェ ッ ト バルブ温度 = 
29°C）c

c 50% の相対湿度で測定された腐食性汚染物質レベルの上限 £ です。 ISA-71.04-1985 の表 3 を参照

し て く だ さい。

 5 ～ 95%+
（最大ウ ェ ッ ト バルブ温度 = 

38°C） c

60 分あた りの湿度変動の上限 10%  10%
高度範囲 — 下限 -15.2m （-50 フ ィ ー ト ）  -15.2m （-50 フ ィ ー ト ）

高度範囲 — 上限 3,048m （10,000 フ ィ ー ト ） 10,668m （35,000 フ ィ ー ト ）

大気中の汚染物質 — ISA-71 レベル G1c  G1c
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QLE8262 仕様
 寸法

 電力要件

 標準仕様

 イ ン タ フ ェース仕様

 環境面の仕様

寸法

電力要件

標準仕様
QLE8262 アダプ ターの標準仕様に関し ては、 253 ページの 「標準仕様」 を参照

し て く だ さい。

インタフェース仕様

環境面の仕様
QLE8262 アダプ ターの環境仕様に関し ては、 255 ページの 「表 B-4」 を参照し

て く だ さい。

表 B-5. 寸法 

アダプター 説明

タ イプ ロープロ フ ァ イル PCIe カー ド

長さ 6.6 イ ンチ

幅 2.54 イ ンチ

表 B-6. 電力要件 

電圧レール 電圧 電流

12V 12V 1.4A

3.3V 3.3V 0A

3.3V AUX 3.3V 5mA

表 B-7. インタフェース仕様

ポートタイプ  メディア

10G-BASE-SFP+ SFP+ 用 SFF-8431 仕様 （リ ビジ ョ ン 3.2）
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QME8262-k 仕様
 寸法

 電力要件

 標準仕様

 イ ン タ フ ェース仕様

 環境面の仕様

寸法

電力要件

標準仕様
QME8262-k アダプ ターの標準仕様に関し ては、 253 ページの 「標準仕様」 を

参照し て く だ さい。

インタフェース仕様

環境面の仕様
QME8262-k アダプ ターの環境仕様に関し ては、 255 ページの 「表 B-4」 を参

照し て く だ さい。

表 B-8. 寸法 

アダプター 説明

タ イプ メザニン カー ド

長さ 3.307 イ ンチ

幅 3.465 イ ンチ

表 B-9. 電力要件 

電圧レール 電圧 電流

12V 12V 1.3A

3.3V 3.3V 0A

3.3V AUX 3.3V 1mA

表 B-10. インタフェース仕様

ポートタイプ  メディア

10G-BASE-KR Dell PE M1000e KR Midplane Revision 1.1
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C QConvergeConsole GUI

この付録は、 QConvergeConsole GUI に関する次の情報を記載し ます。

 QConvergeConsole の概要

 QConvergeConsole マニュアルのダウンロー ド

 管理エージ ェ ン ト のダウンロー ド と イ ンス ト ール

 QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ール

 QConvergeConsole ヘルプシステムの内容

QConvergeConsole の概要
QConvergeConsole （QCC） GUI はウ ェ ブベースのク ラ イアン ト サーバー 
GUI 管理ツールであ り、 ネ ッ ト ワーク全体 （LAN および SAN） での QLogic 
アダプ タの一元管理と設定を提供し ます。

サーバー側では、 QConvergeConsole （QCC） GUI は Apache Tomcat™ ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーと し て動作し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで 
QConvergeConsole GUI が起動し た後、 そのサーバーでローカルに、 または

別のコ ンピ ュータから リ モー ト で QConvergeConsole GUI にブ ラウザ経由で

接続する こ とができます。 ブ ラウザウ ィ ン ド ウは、 ネ ッ ト ワーク上で QLogic 
アダプ タおよび接続されているス ト レージをホス ト するサーバーに接続するため
のク ラ イアン ト にな り ます。

NOTE
QConvergeConsole GUI のイ ンス ト ールについての情報は、

『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole 
GUI イ ンス ト ールガイ ド） を参照し て く だ さい。 QConvergeConsole 
GUI ユーテ ィ リ テ ィ の手順の全情報は、 ユーテ ィ リ テ ィ のオン ラ イ ンヘル

プシステムで説明されています。
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QConvergeConsole Web GUI は、 QLogic アダプ タ をホス ト するサーバーへ

の接続に使用する メ イ ンウ ィ ン ド ウを表示し ます。 各ホス ト サーバーには、 以下
の QLogic アダプ タの組み合わせを含むこ とができます。

 4Gb および 8Gb フ ァ イバーチャネルアダプ ター （QLx24xx および 
QLx25xx）

 PCIe 対応 8Gb フ ァ イバーチャネルメザニン カー ド （QME2572）

 16Gb 対応フ ァ イバーチャネルアダプ タ （QLE266x-DEL）

 16Gb 対応フ ァ イバーチャネルメザニン カー ド （QME2662-DEL）

 10Gb 統合型ネ ッ ト ワークアダプ タ （QLE8152）

 10GbE ブレー ド ネ ッ ト ワーク ド ーターカー ド （QMD8262）

 10GbE モ ノ リ シ ッ クサーバース タ ン ド ア ッ プカー ド （QLE8262）

 10GbE ブレー ド メザニン カー ド （QME8262-k）

 FabricCache™ アダプ タ （QLE10000）

以下の事項に注意し て く だ さい。

 QConvergeConsole GUI は、 Windows Server 2008、 Windows 
Server 2012、 Red Hat® Linux® Advanced Server および Enterprise 
Server、 Novell® SUSE® Linux Enterprise Server （SLES®）、 Oracle 
Linux—Unbreakable Enterprise Kernel （UEK） と動作し ます。 複数の

オペレーテ ィ ングシステムのサポー ト によ り、 異種環境のコ ン ト ロールが
可能です。 

 QConvergeConsole GUI は、 次のウ ェ ブブ ラウザ上で動作し ます。

Google Chrome™、 Mozilla® Firefox®、 Microsoft® Internet Explorer®、

Opera®、 Apple® Safari®。 ブ ラウザバージ ョ ンの詳細については、

http://driverdownloads.qlogic.com からダウンロー ド できる 
QConvergeConsole の 『Readme』 フ ァ イルを参照し て く だ さい。

QConvergeConsole マニュアルのダウンロード
『QConvergeConsole GUI Installation Guide』 （QConvergeConsole GUI イ ン

ス ト ールガイ ド） をダウンロー ド するには、 http://driverdownloads.qlogic.com 
にアクセス し て Downloads （ダウンロー ド） を ク リ ッ ク し て く だ さい。

NOTE
検索ツールやイ ンデ ッ クスツールなどの補助的なヘルプ機能によ っては、
すべてのウ ェ ブブ ラウザで必ずし も正し く 動作し ない場合があ り ます。

http://driverdownloads.qlogic.com
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管理エージェントのダウンロードとインストール
ローカルまたはリ モー ト ホス ト 上のアダプ ターを管理するには、 ホス ト のアダプ
ターが使用する管理エージ ェ ン ト （エージ ェ ン ト と も呼ばれます） がホス ト にす
でにイ ンス ト ールされている必要があ り ます。  

リ モー ト ホス ト に接続するには、 ホス ト のアダプ タのいずれかが使用する管理
エージ ェ ン ト のう ち、 少な く と も  1 つがホス ト にイ ンス ト ールされ、 実行中で

ある必要があ り ます。 エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされて実行中のプロ ト コルの
みが、 ホス ト のシステムツ リー ノ ー ド下に表示されます。

管理エージ ェ ン ト ：

 netqlremote （イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワーク （NIC） 用）

 qlremote （フ ァ イバーチャネルおよび FCoE 用）

 iqlremote （iSCSI 用）

 qlremote_fca （FabricCache アダプ ター用）

管理エージ ェ ン ト は、 QConvergeConsole GUI イ ンス ト ーラによ って自動的に

イ ンス ト ールされないため、 別途ダウンロー ド し てイ ンス ト ールする必要があ り
ます。 エージ ェ ン ト は、 QLogic ウ ェ ブサイ ト のダウンロー ド ページから、 また

は内蔵のエージ ェ ン ト イ ンス ト ーラ を使用し てダウンロー ド する こ とができます。
詳細については、 261 ページの 「ビル ト イ ンエージ ェ ン ト イ ンス ト ーラ を使用し

たエージ ェ ン ト のイ ンス ト ール」 を参照し て く だ さい。

QLogic ウェブサイトからのエージェントのインストール
QLogic ウ ェ ブサイ ト からエージ ェ ン ト を取得し てイ ンス ト ールするには、 次の

手順を実行し ます。

Windows および Linux （全バージ ョ ン） ：

1. http://driverdownloads.qlogic.com にある QLogic の Downloads （ダウン

ロー ド） ページに移動し て、 ホス ト サーバー上の各アダプ ターに次のアイ
テムをダウンロー ド し ます。

 SuperInstaller 
 『Readme』 および 『Release Notes』 （リ リース ノ ー ト ）  

2. SuperInstaller を実行し てエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。

SuperInstaller の実行についての詳細は、 『Readme』 および 『Release 
Notes』 （リ リース ノ ー ト ） を参照し て く だ さい。 

http://driverdownloads.qlogic.com
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ビルトインエージェントインストーラを使用したエージェントの
インストール

QConvergeConsole 内のエージ ェ ン ト イ ンス ト ーラにアクセスするには、 次の

手順を実行し ます。

1. QConvergeConsole メ ニューバーで Help （ヘルプ） を ク リ ッ ク し、

Download Agent Installers （エージ ェ ン ト インス ト ーラのダウンロー ド）

を選択し ます。 

2. 画面に表示される手順に従います。 イ ンス ト ール手順の詳細に関し ては、
QConvergeConsole のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい （メ ニュー

バーから  Help （ヘルプ）、 Browse Contents （内容の参照） と選択し

て、 エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラ を検索）。

QConvergeConsole GUI のインストール
お使いの OS 用のイ ンス ト ール手順を参照し て く だ さい。

 Windows 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ール

 Linux 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ール 
 サイ レン ト モー ド での QConvergeConsole のイ ンス ト ール 

Windows 環境での QConvergeConsole のインストール
Windows 用 QConvergeConsole イ ンス ト ーラは、 QConvergeConsole およ

び関連フ ァ イルを イ ンス ト ールする自己解凍ユーテ ィ リ テ ィ です。 Windows シ
ステムに QConvergeConsole を イ ンス ト ールするには、 次の手順に従って く

だ さい。

                                                                                           

NOTE
手順を開始する前に、 重要な最新製品情報について 『QConvergeConsole 
Release Notes』 （QConvergeConsole リ リース ノ ー ト ） および

『Readme』 文書をお読み く だ さい。 
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Windows 環境で QConvergeConsole を イ ンス ト ールするには、 以下を実行

し ます。

1. イ ンス ト ールフ ァ イルをダウンロー ド し たフ ォルダで、
QConvergeConsole_Installer_<version>.exe フ ァ イルをダブルク

リ ッ ク し ます。 

2. Open File （フ ァ イルを開 く ） セキュ リ テ ィ ダイアログボ ッ クスが表示さ

れたら、 Run （実行） を ク リ ッ ク し ます。

InstallAnywhere ユーテ ィ リ テ ィ が、 QConvergeConsole のイ ンス ト ー

ル準備を行います。 

3. Tomcat ポー ト 番号セ ッ ト ア ッ プダイアログボ ッ クスで、 1025 ～ 65536 
の範囲の有効なポー ト 番号を入力するか、 デフ ォル ト ポー ト 番号の 8080 
を承認し ます。 その後、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。 

4. 次のダイアログボ ッ クスで、 ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行う場合
は Yes （はい） を選択し ます。 ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行わな

い場合は、 No （いいえ） を選択し ます。

5. Pre-Installation Summary （プ リ イ ンス ト ールサマ リ） ダイアログボ ッ ク

スで情報が正しいこ と を確認し てから、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ

ク し て続行し ます。

イ ンス ト ール中に、 イ ンス ト ーラはステータ スを通知し ます。 メ ッ セージ
ボ ッ クスに、 SSL 機能を有効にするかど うか確認する指示メ ッ セージが表

示されます。 この機能によ り、 保護された環境で QConvergeConsole を
実行できます。 SSL を有効にし て、 サーバーとデータ を送受信する前に、

セキュ リ テ ィ で保護されたレ イヤで暗号化できるよ う にし ます。 
6. SSL 機能を有効にするには、 Yes （はい） を ク リ ッ ク し ます。 SSL を無

効にするには、 No （いいえ） を ク リ ッ ク し ます。 

7. Install Complete （イ ンス ト ール完了） ダイアログボ ッ クスで、 Done
（完了） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

お使いのサーバーに QConvergeConsole がイ ンス ト ールされま し た。

NOTE
ローカルホス ト 限定オプシ ョ ンは QConvergeConsole をローカル

にイ ンス ト ールする こ とから、 QConvergeConsole をローカルで実

行する必要があ り ます （リ モー ト 接続は不可）。 このオプシ ョ ンを無
効化するには、 QConvergeConsole をアン イ ンス ト ールし てから再

度イ ンス ト ールし て、 この手順で No （いいえ） を選択する必要があ

り ます。
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Linux 環境での QConvergeConsole のインストール
Linux 環境での QConvergeConsole のイ ンス ト ールには GUI または CLI のど

ち らかの方法を使用するオプシ ョ ンがあ り ます。 CLI から イ ンス ト ールするには、

264 ページの 「サイ レン ト モー ド での QConvergeConsole のイ ンス ト ール」

を参照し て く だ さい。

Windows ホス ト で仮想ネ ッ ト ワーク コ ンピ ューテ ィ ング （VNC®） プログラム

を実行する こ とによ って、 Linux ホス ト で QConvergeConsole をグラ フ ィ カ

ルにイ ンス ト ールできます。 VNC プログラムである TightVNC Viewer は、

Linux ホス ト における QConvergeConsole のイ ンス ト ールを リ モー ト でコ ン

ト ロールできます。

Linux 環境で QConvergeConsole を イ ンス ト ールするには、 以下を実行し

ます。

1. イ ンス ト ーラのフ ァ イルの入っているデ ィ レ ク ト リ を開きます （次のいず
れかのフ ァ イルです）。

QConvergeConsole_Installer_Linux_x32_.bin
QConvergeConsole_Installer_Linux_x64_.bin

2. ター ミ ナルウ ィ ン ド ウで、 プロンプ ト から  ls -lt コ マン ド を発行し て、

イ ンス ト ーラ フ ァ イルに実行パー ミ ッ シ ョ ンがある こ と を確認し ます。

3. QConvergeConsole を イ ンス ト ールするには、 QConvergeConsole の 
.bin フ ァ イルをダブルク リ ッ ク し ます。

メ ッ セージボ ッ クスに .bin フ ァ イルの内容を実行するか、 表示するかに

ついてのプロンプ ト が表示されます。

4. Run in Terminal （ター ミ ナルで実行） を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ーラがフ ァ イルを展開し て、
/opt/QLogic_Corporation/QConvergeConsole デ ィ レ ク ト リ に 
QConvergeConsole を イ ンス ト ールし ます。

InstallAnywhere ウ ィ ン ド ウが QConvergeConsole のイ ンス ト ールを準

備し ます。

5. installation Introduction （イ ンス ト ール概要） ダイアログボ ッ クスで 
Next （次へ） を ク リ ッ ク し ます。

6. Tomcat ポー ト 番号セ ッ ト ア ッ プダイアログボ ッ クスで、 1025 ～ 65536 
の範囲の有効なポー ト 番号を入力するか、 デフ ォル ト ポー ト 番号の 8080 
を承認し ます。 その後、 Next （次へ） を ク リ ッ ク し て続行し ます。



C– QConvergeConsole GUI
QConvergeConsole ヘルプシステムの内容

264 CU0354602-04 M

7. ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行 う場合は、 次のダイアログボ ッ クス
で Yes （はい） を選択し ます。 ローカルホス ト 限定イ ンス ト ールを行わな

い場合は、 No （いいえ） を選択し ます。

8. Pre-Installation Summary （プ リ イ ンス ト ールサマ リ） ダイアログボ ッ ク

スで情報を確認し てから、 Install （イ ンス ト ール） を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール中に、 イ ンス ト ーラはステータ スを通知し ます。

9. Install Complete （イ ンス ト ール完了） ダイアログボ ッ クスで、 Done
（完了） を ク リ ッ ク し てイ ンス ト ーラ を終了し ます。

お使いのサーバーに QConvergeConsole がイ ンス ト ールされま し た。

サイレントモードでの QConvergeConsole のインストール
コマン ド プロンプ ト からサイ レン ト モー ド で QConvergeConsole を イ ンス

ト ールできます。

サイ レン ト モー ド でイ ンス ト ーラ を実行するには、 次のコ マン ド を発行し ます。

<installer_file_name> -i silent 
-DUSER_INPUT_PORT_NUMBER=<A_NUMBER>

QConvergeConsole ヘルプシステムの内容
GUI ユーテ ィ リ テ ィ の実行中に QConvergeConsole ヘルプシステムにアクセス

するには、 Help （ヘルプ） メ ニューを ク リ ッ ク し て Browse Contents （内容の

参照） を ク リ ッ ク し ます。 ヘルプシステムには次の内容を説明する ト ピ ッ クがあ
り ます。

 「Getting Started」 （はじめに） には、 QConvergeConsole とヘルプシ

ステムの使用を開始する方法が説明されています。 また、 自動電子メ ール
通知の設定、 選択し たホス ト のアダプ ターのセキュ リ テ ィ 設定の方法につ
いても説明し ます。

 「Managing Host Connections」 （ホス ト 接続の管理） には、 ホス ト へ

の接続、 ホス ト グループの作成と使用、 ホス ト 情報の表示、 1 つまたは複

数のホス ト サーバーの接続解除などの方法が説明されています。

NOTE
ローカルホス ト 限定オプシ ョ ンは QConvergeConsole をローカルに

インス ト ールする こ とから、 QConvergeConsole をローカルで実行す

る必要があ り ます （リ モー ト 接続は不可）。 このオプシ ョ ンを無効化す
るには、 QConvergeConsole をアンインス ト ールし てから再度インス

ト ールし て、 この手順で No （いいえ） を選択する必要があ り ます。
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 「Displaying Host Information」 （ホス ト 情報の表示） には、 ホス ト の

一般情報を表示する方法が説明されています。

 「Displaying Adapter Information」 （アダプ ター情報の表示） には、 アダ

プ ターの一般情報を表示する方法が説明されています。

 「Displaying Device Information」 （デバイス情報の表示） には、 デバ

イス （デ ィ スクまたはテープ） に関する情報を表示する方法が説明されて
います。

 「Using Reports」 （レポー ト の使用） には、 さ まざまなレポー ト タ イプ、

および QConvergeConsole のレポー ト 機能を使用し てレポー ト を生成、

表示、 保存する方法が説明されています。

 「Managing Fibre Channel and FCoE Adapters」 （フ ァ イバーチャネ

ルと  FCoE アダプ ターの管理） には、 フ ァ イバーチャネルアダプ ター

（2400/2500/2600 シ リーズ） または統合ネ ッ ト ワークアダプ ター

（8100/8200 シ リーズ） で次の操作を行う方法が説明されています。

 選択し たアダプ ターでアダプ ター固有の情報を表示、 編集する。

 アダプ ターの構成および設定を表示、 編集する。

 提供されたユーテ ィ リ テ ィ とウ ィ ザー ド を使用し てアダプ ターをア ッ

プデー ト する ?

 「Managing Fibre Channel and FCoE Ports」 （フ ァ イバーチャネルと  
FCoE ポー ト の管理） には、 フ ァ イバーチャネルアダプ ターまたは統合ネ ッ

ト ワークアダプ ターのポー ト で次の操作を行う方法が説明されています。

 選択し たポー ト でパラ メ ータ と統計を表示、 変更する。

 詳細設定ユーテ ィ リ テ ィ を使用する、 仮想ポー ト を管理する、 診断を

実行する。

 「Managing iSCSI Ports」 （iSCSI ポー ト の管理） には、 8200/8300 
Series 統合型ネ ッ ト ワークアダプ ターの iSCSI ポー ト 管理ページに表示

されるパラ メ ータが説明されています。

 「Managing Ethernet (NIC) Ports」 （イーサネ ッ ト （NIC） ポー ト の管

理） には、 3200 Series イ ンテ リ ジ ェ ン ト イーサネ ッ ト アダプ ターの他、

8100/8200/8300 Series 統合型ネ ッ ト ワークアダプ ターの NIC ポー ト 管

理ページに表示されるパラ メ ータ と設定オプシ ョ ンが説明されています。

 「Managing FabricCache Adapters and Ports」 （FabricCache アダ

プ ターとポー ト の管理） には、 10000 シ リーズ FabricCache アダプ ター

（FCA） とポー ト 用の情報パラ メ ータの表示および編集方法の他、 ポー ト

パラ メ ータの設定方法が説明されています。
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 「Managing FabricCache Adapter Storage」 （FabricCache アダプ

タース ト レージの管理） には、 Storage （ス ト レージ） タ ブのシステムツ

リーの使用方法、 ク ラス タの表示方法、 論理および物理ビ ューの使用方法、
FCA ク ラス タ アダプ ター、 ポー ト 、 SSD、 LUN の情報の表示方法、 およ

び LUN キャ ッ シュの設定方法が説明されています。

 「Using the Wizards」 （ウ ィ ザー ドの使用） には、 QConvergeConsole 
のウ ィ ザー ド を使用し てフ ラ ッ シュ、 ド ラ イバ、 NIC パラ メ ータ、 フ ァ イ

バーチャネル /FCoE パラ メ ータ、 パラ メ ータ フ ァ イル、 パスワー ド、 お

よびエージ ェ ン ト をア ッ プデー ト する方法が説明されています。

 「Troubleshooting」 （ ト ラ ブルシューテ ィ ング） には、 アダプ ターの取

り付けおよび使用時に発生し た問題の解決に使用できるツールが説明され
ています。 認定を受けたサービスプロバイダによ って指示された際に、

QConvergeConsole GUI およびエージ ェ ン ト アク テ ィ ビテ ィ を ト レース

する手順も説明し ます。

 「Frequently Asked Questions」 （よ く あるご質問） には、

QConvergeConsole に関するよ く あるご質問に対する回答が記載されて

います。

 「Technical Support」 （テ クニカルサポー ト ） には、 テ クニカルサポー ト

の利用方法が説明されてお り、 ソ フ ト ウ ェ アおよびマニュアルのダウン
ロー ド手順、 問い合わせ先情報が記載されています。
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D 規制情報

この付録は、 QMD8262-k、 QLE8262、 および QME8262-k 製品に関する次の

情報を掲載し ています。

 保証

 規制および準拠情報

保証
Dell 保証の詳細については、 システムのマニュアルを参照し て く だ さい。

規制および準拠情報

レーザーの安全性

FDA 通知

本製品は、 DHHS Rules 21CFR 第 I 章、 J 節に準拠し ています。 本製品は、

レーザー製品の安全ラベルに記載されている IEC60825-1 に従って策定および

製造されています。

ク ラス 1 レーザー製品 警告 - 開放時にク ラス 1 レーザー光線 

光学機器で直視し ないで く だ さい

Appareil laser de classe 1 Attention—Radiation laser de classe 1
Ne pas regarder directement avec des instruments 
optiques

Produkt der Laser Klasse 1 Vorsicht—Laserstrahlung der Klasse 1 bei geöffneter 
Abdeckung
Direktes Ansehen mit optischen 
Instrumentenvermeiden

Luokan 1 Laserlaite Varoitus—Luokan 1 lasersäteilyä, kun laite on auki
Älä katso suoraan laitteeseen käyttämällä 
optisiainstrumenttej
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認証機関による認可
以降の項では、 放出、 耐性、 および製品安全の各基準に準拠するため、 以下に リ
ス ト されたモデルで実施された EMI および EMC テス ト 仕様の要約が記載され

ています。

 QMD8262-k （CU0310419）

 QLE8262 （CU0310414）

 QME8262-k （CU0310410）

EMI および EMC 要件

FCC パート 15 準拠：クラス A 
FCC 準拠情報ステー ト メ ン ト : 当装置は、 FCC 規則の第 15 部に準拠し てお

り、 その動作は、 次の 2 つの条件に従います。 (1) この装置は、 有害な障害を引

き起こすこ とはあ り ません。 (2) この装置は、 望ま し く ない動作を引き起こす可

能性のある障害を含め、 あらゆる受信障害の影響を受けます。

ICES-003 準拠：クラス A 
このク ラス A デジ タル装置は、 Canadian ICES-003 に準拠し ています。

Cet appareil numériqué de la classe A est conformé à la norme NMB-003 
du Canada.

CE マーク 2004/108/EC EMC 改善指令準拠：

EN55022:2010 ク ラス A
EN55024:2010
EN61000-3-2： 高調波電流 

EN61000-3-3： 電圧フ リ ッ カ

イ ミ ュニテ ィ 規格 
EN61000-4-2： ESD
EN61000-4-3： 放射無線周波電磁界 

EN61000-4-4： 電気的フ ァース ト ト ラ ンジ ェ ン ト  / バース ト  

EN61000-4-5： 雷サージの電力線 ・ 信号線および通信線への進入 

EN61000-4-6： 無線周波電磁界によ って誘導される伝導性妨害 

EN61000-4-8： 電源周波数磁界 

EN61000-4-11： 電圧低下、 一時的遮断および電圧変動

VCCI ： 2010-04 ク ラス A 

AS/NZS CISPR22 ： ク ラス A 
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KCC：クラス A 
韓国 RRA ク ラス A 認証

製品名 / モデル： フ ァ イバーチャネルアダプ ター 
証明書所有者 ： QLogic Corporation
製造日 ： 製品上に記載されている日付コー ド を
参照 
メ ーカー / 生産国 ： QLogic Corporation/ 
ア メ リ カ合衆国

韓国語フ ォーマ ッ ト  - ク ラス A

製品安全規格準拠
UL、cUL 製品安全規格： ProductLine

UL60950-1 （2nd Edition）、 2007-03-3-27
UL CSA C22.2 60950-1-07 （2nd edition） 

ITE に リ ス ト されたものまたは同等のものを使用し て く だ さい。

21 CFR 1040.10 および 1040.11 に準拠し ます。

2006/95/EC 低電圧指令： ProductLine

TUV （テ ュ フ） ： 

TUV EN60950-1:2006+A11+A1+A12

IEC 60950-1 2nd Edition に認定された CB 

A ク ラス装置

（業務用情報 / 通信装置）

この装置はビジネス目的で EMC 登録を受けてお り、

売り手または買い手、 あるいはその両者は、 この点
に注意する必要があ り ます。 不正に販売または購入
し た場合、 家庭用に変更する必要があ り ます。
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